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学戦都市アスタリスク

13.群雄雲霞

三屋咲ゆう


ＭＦ文庫Ｊ



本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　八や薙ち草ぐさ朱あか莉り・二

　八薙草朱莉は母が笑うところを見たことがない。

　物心ついた時から母の表情は凍いてついた氷のようで、冷たく疎すくむような目で見られた記憶がほとんどだからだ。時折感情を表すことがあったとしてもそれはヒステリックな怒りと憎悪の発はつ露ろであって、直接的な暴力こそなかったものの、嵐あらしのように浴びせられる罵ば声せいは幼い朱莉の心を壊すのに十分すぎるものだった。

『なんでおまえのような化け物が』『おまえさえいなければ』『生まれてこなければよかったのに』『おまえのせいで』『おまえが』──朱莉が母から名前を呼ばれたことは一度もない。

　それでも朱莉はずっと母に愛されたいと思っていた。

　朱莉が笑えば母はそれだけで不機嫌になり、泣けば泣いたで疎うとましげに眉まゆを顰ひそめる。いつしか幼い朱莉の顔には、極力母を刺激しないようにするために泣くでも笑うでもない曖あい昧まいな表情が張り付いて剥はがれなくなった。それでもなお、朱莉の母は朱莉の顔を見るだけで視線を逸そらしたのだが。

　八薙草の家はまさに没落しつつある旧家だった。凝り固まった伝統としきたりに縋すがり付つき、変わり行く世界に対応できず、統合企業財体銀ぎん河がの末端に繋つながりを持つことでなんとか持ちこたえてはいたものの、《落星雨インベルテイア》以前に誇っていた隆盛からすれば惨みじめとさえ言える有様だ。八薙草の一族にとって《落星雨》は世界を作り変えた災害であると同時に、自分たちを落ちぶれさせた忌いむべき悪夢だった。

　そんな一族に、《落星雨》の落とし子たる《星脈世代ジエネステラ》が生まれれば、どのような扱あつかいをされるかは言うまでもないだろう。婿むこ養よう子しであった朱莉の父は家を追われ、本家の一人娘たる朱莉の母はあからさまに白い目で見られるようになった。

　しかも運が悪いことに朱莉はまだ赤子の時分から《魔女ストレガ》としての能力を発現させていた。能力を制御できない幼少時の《魔女》や《魔術師ダンテ》はしばしばそれを暴走させ、物理的精神的の両面で周囲の人々の生活に支障をきたすことが多い。朱莉の場合は一定範囲内の万応素マナの活動を停止させてしまうため、落星工学を用いた電化製品などを意図せずに止めてしまうことがよくあった。このことが朱莉を一層疎まれる存在へと追いやり、その母の立場をますます悪化させた。

　いつしか朱莉の母は体調を崩して伏せるようになり、朱莉も屋敷の離れに一人で暮らすようになる。離れと言っても、倉庫として使われていたような古い庵いおりだ。食事や身の回りの世話は使用人に任され、一族とは顔を合わせることもなくなった。自由に出歩くことは許されず、半ば幽ゆう閉へいと言っていいだろう日々。八薙草の一族は、朱莉の存在をできるだけ隠したいようだった。当然学校などへも通うことはなく、幼い朱あか莉りはただ薄暗い離れで過ごした。

　そして唯一の慰めとして与えられた旧式の端末で、朱莉は初めて《星武祭フエスタ》を──アスタリスクを知ることになる。《星脈世代ジエネステラ》が自由に暮らし、栄えい誉よと名声を勝ち得るための都市。朱莉は映し出されるその夢のような世界を食い入るように眺め、やがて漠然とした憧あこがれを抱くようになった。

　一度目の転機が訪れたのは、朱莉が十歳の時だ。

　朱莉の祖父である八や薙ち草ぐさ家当主の古こ希きを祝うために宴えん席せきが催もよおされた。零落したとはいえ八薙草家は旧家、裏では笑われ見下されていようとも、表だってはそれなりに付き合いが続くのが家同士の繋つながりだ。

　もっとも、その宴席に朱莉が顔を出すことはない。広大な八薙草家の敷地の片隅にある離れには屋敷の喧けん騒そうも届かず、聞こえてくるのは庵いおりを覆おおい隠すような木々のざわめきばかりだったが──朱莉はふとその中に人の気配を感じ取り、そっと縁側の障子を開けた。

　見れば、林の中の小道で一人の少女がきょとんとした顔で佇たたずみながら周囲を見回している。歳としは朱莉と同じくらい、仕立ての良い晴れ着をきっちりと着こなしているところを見ると、宴席に呼ばれた客人の娘といったところだろうか。

　と、その少女のほうでも朱莉の姿を見つけたのか、ぱっと表情を明るくすると庵に駆け寄ってくる。

「ああ、よかった。少し散歩でもしようと抜け出してきたら迷ってしまって……。だって大人たちがおしゃべりしている間ずっとすまし顔でただ黙ってるなんて耐えられないもの。すぐに飽きちゃうわ。あなたもそう思うでしょ？」

　どこかふわふわとした雰囲気をまとうその少女は、縁側にちょこんと腰掛けるとそう言って笑った。

「はぁ……」

　朱莉が戸惑いながら曖あい昧まいな苦笑を返すと、少女は対照的に曇くもりのない笑え顔がおでにこにこと話を続ける。

「私は六ろく城じよう琴こと葉は。あなたはこのお家うちの子？」

　無む邪じや気きなその問いかけに、朱莉は一瞬言葉に詰まった。

　自分が本当にこの八薙草の家の娘であるのか、他人に対してそう言っていいのかわからなかったからだ。それに、朱莉は同じ年頃の子どもと話すこと自体が初めてだった。どう接すればいいのかさえもよくわからない。

　仕方なく小さくうなずくだけで答えると、琴葉は身を乗り出すようにして朱莉の顔を覗のぞき込こんでくる。

「やっぱり！　それで、お名前は？」

「……八や薙ち草ぐさ朱あか莉り、です」

「朱莉、朱莉ね。うふふ、素敵な名前だわ。それにしても……朱莉はどうしてこんなところに一人でいるの？　寂しくないの？」

　そんなことは今まで考えてみたこともなかった。寂しいと言えばそうなのかもしれないが、それは物心ついた時からずっとそうだった気がするし、もうそんな気持ちは麻ま痺ひしてしまっているようにも思える。ただただ寒々とした虚うつろな穴が心に開いているようで、けれどそれは確かに他の感情では言い表せないものだ。だとしたら──

　考え込んだ朱莉に、琴こと葉はは足をぷらぷら揺らしてただ待っている。

「どうなんでしょう……よくわかりません」

　結局、曖あい昧まいな答えになってしまった。曖昧な苦笑で、曖昧な態度で、まるでそれは朱莉という存在そのもののようだ。

「あら、すごい。私だったらきっと寂しくて泣いちゃうわ」

　一方で琴葉はあくまで直ちよく截せつだった。

　そして琴葉は改めて朱莉をまじまじと見つめてくる。

「ねえ、朱莉。もう少しここでお喋しやべりの相手をしてもらってもいいかしら？　どうせ戻っても退屈なだけなんだもの」

　朱莉はその少女のあまりの真まっ直すぐさに驚きながらも、こくりとうなずいた。

　それから二人はとりとめのない話をした。好きな食べ物の話や家族の話、庭先に咲いている花の話や、昨日見た夢の話などなど。

　もっともそのほとんどは琴葉が喋るのを朱莉が聞いているだけであったが。ただ、時には琴葉が織おり交まぜてくる質問に答える形で朱莉がぽつりぽつりと身の上を語ることもあった。

「それじゃ朱莉は《星脈世代ジエネステラ》なのね。かっこいいわ」

　そんな中、朱莉が《星脈世代》だと知ると、琴葉は目をキラキラさせて食いついてくる。

「私も知り合いに《星脈世代》の男の子がいるのよ。剣術をやってるお家うちの子で、大人に交じっても全然見劣りしないのだとか。まあ、私はあまり詳しくないのだけれど……刀とう藤どう流、だったかしら？　そういう流派の宗家なんですって。朱莉は知ってる？」

「……はい。一応は」

《星武祭フエスタ》で活躍していた選手の中に、何人かその門派の剣士がいたはずだ。確か海外にも支部道場を持つ一大流派だとか。その宗家と繋つながりがあるとすれば、やはり琴葉の家は相当な名家なのだろう。

「兄弟きようだいでね、上の鋼こうちゃんは普通の人なんだけど、弟の誠せいちゃんのほうが《星脈世代》でとっても優しくていい子なのよ。私、《星脈世代》で同年代の子って初めて会ったからついついいろいろ質問しちゃったのだけど、ちっとも嫌がらずに全部答えてくれたの」

「それは……大変良い方ですね」

　琴こと葉はの口調は決して矢継ぎ早というわけではなく、むしろおっとりとしているのになぜか少しも途切れがない。

「ええ、そうなの！　……って、私今も同じようなことをしちゃってるわね。うふふ、ごめんなさい。《星脈世代ジエネステラ》のお友達は二人目だから、少し舞い上がっちゃってるのかもしれないわ」

　可愛かわいらしく苦笑しながら、自分の頭をこつんと叩たたく琴葉。

「……友達？　私が、ですか？」

「あら？　もしかしてまだ気が早かったかしら？　でも私、ぜひあなたとお友達になりたいわ、朱あか莉り」

「い、いえ、あの……私は……」

　どうしたらいいのかわからず、朱莉はただただ戸惑うしかない。

　まさかこんな自分に、友達だなんて。

　──と。

「おーおー、いるいる。情報通りだな」

「張り付いてた甲か斐いがあるってもんだ。ついてるぜ」

　ふいに小道の向こうから、二人組の男が現れた。

　一人はまだ春先だというのにタンクトップ姿で、筋肉質な体には一面刺青いれずみが入っている。もう一人は革ジャンにサングラス、ジーンズという格好だ。その風体はとても今回の宴えん席せきに招かれた客人のものとは思えない。

「六ろく城じよう家のお嬢さんともあろうお方が、護衛も連れずに出歩いちゃいけませんぜ。この家にゃあ碌ろくに警備もいやしないようですからね」

　刺青の男が下げ卑びた笑えみを浮かべながら、そう言った。男たちがまとう雰囲気には、明らかな害意が滲にじんでいる。

「えーと、どちら様かしら？」

　状況が呑のみ込めていないのか、不思議そうな顔で首を傾かしげる琴葉。

「なーに、名乗るほどのもんじゃありませんや。ただ、ちょいとお嬢さんにご一緒してもらいたくてね」

　どうやら狙ねらいは琴葉のようだ。

「なあ、もう一人のガキのほうはどうするよ？」

　サングラスの男が親指で朱莉を指しながらつまらなそうにそう言うと、刺青の男は薄ら笑いのまま事もなげにぷらぷらと手を振ってみせる。

「騒がれたら面倒だ。殺やっちまえ」

「あいよ」

　次の瞬間には、すでにサングラスの男は朱あか莉りの背後に回り込んでいた。

「──悪わりぃな」

　男の右手が朱莉の口を塞ふさぐように覆おおい、左手に握られたナイフ型の煌式武装ルークスが首を切きり裂さく──その寸前で朱莉は左肘ひじで男の腕を弾はじくと、相手の右手首を掴つかんで投げ飛ばす。

「っ!?」

　サングラスの男を受け身を封じるようにして地面に叩たたき付つけ、そのまま躊ちゆう躇ちよすることなく左ひだり拳こぶしで喉のどを潰つぶした。

「──っ！」

　サングラスの男は空気が漏もれるような掠かすれ声ごえをこぼしながら地面をのた打ち回るが、朱莉は構わず視線を残ったもう一人の男へと向ける。

「なっ……!?」

「え……？」

　刺青いれずみの男が信じられないといったように目を見開き、琴こと葉はがぽかんとした顔で口を開く。

「て、てめえ……！」

　それでも刺青の男はすぐに我に返ると、腰のホルダーから取り出した拳けん銃じゆう型の煌式武装を起動させた。

　が、遅い。

　その時にはもう朱莉は刺青の男の懐ふところに飛び込んでいた。股こ間かんを蹴けり上げ、たまらず身体からだを折り曲げた男の顎あごを肘でかち上げる。男の瞳ひとみがぐるんと裏返り、泡を吹いて崩れ落ちるのを見てから、朱莉は深く息を吐いた。

「ふぅ……」

　朱莉には戦闘経験どころか、そのための訓練さえしたことがない。それどころか、自分以外の《星脈世代ジエネステラ》と会ったのも初めてだ。

　だから、朱莉の動きはテレビで見た──《星武祭フエスタ》で活躍する選手のそれを真ま似ねただけのものだった。ただ、朱莉にはそれでもどうにかなるだろうという確信があった。なぜならば、男たちはそのテレビの向こうで闘たたかっている選手たちとは比較にならないほど未熟で薄っぺらく見えたからだ。

「……す、すごいすごい！　朱莉って、とっても強いのね！」

　ぴょこぴょこと飛び跳ねながら、興奮したように琴葉が手を叩く。

「と……友達を守るのは、当然ですから」

　朱莉が勇気を振り絞ってそう言うと、琴葉の顔にぱあっと笑えみが広がる。

　そうこうしている内に、屋敷のほうから黒服姿の男たちが慌てた様子でやってくるのが見えた。

　後日話を聞いたところによると、刺青いれずみの男とサングラスの男の目的はやはり琴こと葉はの誘拐であったようだ。琴葉の六ろく城じよう家は銀ぎん河がの黎れい明めい期きに尽力した一族で、今でも銀河上層部と強く結びついているらしく、誘拐の依頼主は一人娘を溺でき愛あいしている琴葉の父親を使って間接的に銀河への要求を行うつもりだったのだろう。

　ともあれ、勝手に一人で屋敷を抜け出した琴葉が悪いのはもちろんだが、客人が襲われたとあっては八や薙ち草ぐさ家も責任問題だ。ギリギリでその面子メンツを保てたのは、八薙草の一族である朱あか莉りが琴葉を守ったことと、琴葉の父が問題自体を内々にすませてくれたからだった。とはいえそれは善意などではなく、六城家にも何かしら表おもて沙ざ汰たにしたくないような事情があったのであろうことは想像に難かたくない。

　ただ、この一件で八薙草家における朱莉の扱あつかいは少しだけ変化した。忌いみ嫌われ、疎うとまれ、離れに押し込まれる境遇自体は変わらなかったが、琴葉が頻ひん繁ぱんに遊びにくるようになったのだ。圧倒的な資産を誇る六城家との繋つながりは、八薙草家にとっても軽んじることはできない。必然、朱莉を無む下げに扱うことはできなくなった。

　もっとも朱莉にとってはそんな打算など関係ない。何しろ琴葉は初めてできた、唯一の友人なのだ。明るく無む邪じや気きな琴葉と過ごす時間が、朱莉にとってどれだけ救いになったかわからない。

　朱莉が学校に通うことができるようになったのも、琴葉のおかげだった。琴葉がどうしても朱莉と同じ学校に通いたいと言い出したのだ。朱莉の存在自体を一族の恥ち部ぶだと思っている親族たちは──中でも朱莉の母は──できることなら朱莉を一生あの庵いおりから出したくなかったのだろう、何かと理由をつけてこれに反対した。中でも一番大きな理由が、朱莉がまだ《魔女ストレガ》としての能力を制御できていないことだった。周囲の万応素マナの運動を停止させてしまうその能力を朱莉は未いまだにしばしば暴走させており、もし外で同じことが起こればその被害は甚じん大だいなものになる。

　だが、朱莉は一年かけてそれを覆くつがえしてみせた。と言っても完全に制御できるようになったのではない。暴走を無理やり押さえつけることができるようになっただけだ。元より朱莉は自身が《星脈世代ジエネステラ》であることを、そして《魔女》であることを、その能力そのものを嫌っていた。当然だろう。朱莉が母に疎まれているのは、それらがすべての元凶なのだから。アスタリスクに憧あこがれを抱くようになってからは受け入れるようになってきたとはいえ、幼い頃から強く刻み込まれた想おもいは能力の制御に著しく影響を及ぼす。だからこそ、朱莉はそれを力ずくで押し込めるしかできなかったのだ。

　それが、どれだけ身体からだに負担をかけることになろうとも。

　結局、最大の反対理由を失った親族たちは朱莉が学校へ通うことを認めざるを得なかった。これには琴葉の父親の強い後押しもあったようだ。ひょっとしたら六城家から八薙草家に対して経済的な援助でもあったのかもしれない。ただ、これはあくまで琴こと葉はからのお願いがあったからだろう。琴葉の父親は《星脈世代ジエネステラ》に対して八や薙ち草ぐさの一族のような偏見を持ってはいなかったが、だからといって朱あか莉りに何かしらの思い入れを持ってくれているわけでもなかった。娘の危機を救ったことには感謝していただろうが、諸もろ々もろの後押しはあくまで琴葉を溺でき愛あいしているが故にすぎない。

　いずれにせよ、朱莉は琴葉と同じお嬢様学校の中等部へ通うことになった。その学校で朱莉は唯一の《星脈世代》だったが、六ろく城じよう家が後見についていることもあってか穏やかで落ち着いた学生生活を送ることができた。ただ一つ、どうしても気にかかることと言えば、母のことだ。朱莉の母は最後まで朱莉を家の外に出すことに反対していた。最も早はや顔を合わせてもくれなくなった母へ朱莉が直接お願いに行った時も、障子越しに罵ば声せいが飛んできただけだった。それでも朱莉が学校へ通えることになったのは、八薙草家の中で母の立場がほとんどなくなっていることの証あかしでもあった。今や母の意見は、祖父を中心とする親族たちにとって六城家と繋つながりを持つ朱莉よりも下なのだ。屋敷の奥の間で臥ふせりながら恨うらみ辛つらみに飲まれていった母は、やがて身体からだだけではなく心まで病み、家を離れて病院へ入ることになった。以来、朱莉は母と会ったことはない。面会に行っても、拒絶されてしまうからだ。

　二度目の転機は、高等部の卒業が間近に迫ったある冬の日のことだ。庵いおりの縁側に琴葉と並んで腰掛けながら談笑していたところ、ふいに彼女が切り出した。

「あのね朱莉、聞いてちょうだい。私、卒業したら結婚しようと思うの」

「え……？」

　友人の唐突な告白に、朱莉はしばし固まった。

「ほら、朱莉も知っているでしょ？　誠せいちゃん」

「……ああ、刀とう藤どう家の」

　言われて、朱莉は何度か顔を合わせた誠実そうな青年を思い出す。琴葉とは昔むかし馴な染じみで、刀藤流宗家の次男坊。朱莉も一緒に道場に招かれた際などには、戯れに立ち合いなどしたこともあった。

「それは……おめでとうございます」

「うふふ、ありがと。でもお嫁に行くって言ったらお父様に大反対されちゃって」

　琴葉はいつものようににこにこと笑いながら事もなげにそう言うが、それはそうだろう。琴葉は六城家の一人娘なのだ。当然婿むこを取るものだと誰もが思っていたはず。

「でも、私は負けないから。絶対お父様も説得してみせるもの！」

　両手の拳こぶしを握り、可愛かわいらしく気合いを入れる琴葉。

　その姿に朱莉は改めて感かん銘めいを覚えた。

　琴こと葉ははどんなことがあろうとも、どれだけ時間がかかろうとも一度決めたことは諦あきらめずにやり遂げる。朱あか莉りがこうして学校に通うことができたのも、ずっと傍そばで琴葉が応援してくれたからだ。

　だから今度もきっとやり遂げることだろう。

「それで、朱莉は卒業したらどうするの？」

「え？　ええっと、それは……まだ迷っています」

　ふいに話を自分のほうへ向けられ少し焦ったが、正直にそう話す。明快な琴葉と違って、相変わらず曖あい昧まいな自分に倦うみながら。

「そっか……でも、朱莉がしたいことをするのが一番よ？」

　心の内を見透かしたようなその言葉にも、朱莉は苦笑を返すことしかできない。

　実際、朱莉は迷っていた。

　六りつ花かへ──アスタリスクへ行ってみたい。多くの《星脈世代ジエネステラ》が一瞬の煌きらめきを謳おう歌かするあの都市へ。あそこでなら曖昧な自分も何者かになれるような、そんな気がする。

　だが、そんなことを八や薙ち草ぐさの一族が許してくれるはずもない。反対されるのは目に見えている。何よりも、これ以上母へ余計な負担をかけることになりはしないかという思いが拭ぬぐえないのだ。

「あのね、朱莉。私は大金持ちのお嬢様で何不自由なく育ってきた箱入り娘だから、きっと朱莉の悩みは理解できないと思うんだけど」

「そうですね。琴葉のそういう正直すぎるところ嫌いじゃないですよ」

「でもね、そんな私でも応援はできるから」

　琴葉はそう言って、朱莉の手をぎゅっと握った。

「だから、朱莉には頑張ってほしいな」

「……ありがとうございます」

　朱莉もそっと琴葉の手を握り返す。

　それはなんとも身勝手な言葉だった。同時に、この上なく琴葉らしいエールだ。

　朱莉はその日の夜、親族たちに自分の意思を伝えた。当然のように反対されたが、朱莉が覚悟していたほどの勢いはなかった。すでに朱莉の存在は周囲に知られており、親族たちの間にも諦てい観かんが広まりつつあったからだ。そのせいか、思ったよりも簡単に親族たちは折れた。隠し通すことができなくなった以上、忌いみ嫌う存在を近くに置いておきたくないという気持ちもあったのかもしれない。

　ただし、いくつかの条件も出された。一つは経済的な援助は一切しないということ。つまり学費や生活費は自分で稼かせげということだ。そしてもう一つは、これ以上目立つようなことがないようにすること。《星武祭フエスタ》に参加したり序列入りしたりなどして、八薙草の名が騒がれるようなことがないようにしろということだった。

　元より朱あか莉りの目的はアスタリスクという都市で暮らすことだったので問題なくそれを飲み、母には自らの気持ちをしたためた手紙を書いて送った。

　その後、朱莉は無事星せい導どう館かん学園大学部の入学試験に合格し、晴れて水上学園都市六りつ花かの地を踏むことになる。

　そして──あの夜、マディアス・メサと出会ったのだ。


第二章　八や薙ち草ぐさ朱あか莉り・三

「──でも、本当によかったのかい？　あんな約束をしてさ。率直に言って、あの会長はあまり信用できない類たぐいの人間だと思うよ。ああ、いや、先輩の事情に踏み込むつもりはないんだけど」

　その声に過去へと思いを馳はせていた朱莉は、はっと現実に引き戻された。

　生徒会室に呼び出された帰り道。

　隣を歩くマディアスは珍しくどこか遠慮がちに頭を掻かいている。

　朱莉とマディアスは先日の《[image: ]武祭エクリプス》に出場したことで、偶然その試合を観戦していた星導館学園の生徒会長に実力がばれてしまい、次回の《鳳凰星武祭フエニクス》に出場するように言われたのだった。二人は平穏な日々を望んでいたものの、特待生であるマディアスに拒否権はない。朱莉も親族に反対されているのでと固辞したのだが、それならば自分たちが説得するからと半ば強引に約束を取り付けられてしまったのだ。

　夕日の差す渡り廊下にはマディアスと朱莉以外の姿はない。朱莉は足を止めると、いつものように曖あい昧まいな苦笑を浮かべたままゆっくりと首を横に振った。

「お気遣いありがとうございます。ですが、そもそも今回の件は《[image: ]武祭》にさえ出場しなければ露見しなかったはず。むしろ私のほうがマディアスを巻き込んでしまった形です。申し訳ありません」

「いやいや、俺が無理に押しかけたんだから先輩が謝ることじゃないよ」

　朱あか莉りが頭を下げると、マディアスは困ったように手を振る。

　実際、マディアス・メサというこの青年は一風変わった人間だった。一見すると人当たりもよく、気さくで優しい好青年なのだが、時折ふとその瞳ひとみが恐ろしいほどに冷たく乾いて見える。それは自分以外の存在はすべて土塊つちくれで出来ているとでもいうような、他者に対してなんの興味も関心もない──断絶した目だ。

《[image: ]武祭エクリプス》であの《瑕面スカーマスク》や《堕おちた剣けん聖せい》と戦った時も、戦いそのものにこそ多少関心を持ったようだが、相手に対してはほとんどなんの感慨も抱いていないようだった。

　その冷れい淡たんさは恐らく彼の出自に起因するものなのだろう。少し話に聞いただけだが、子どもの頃から死と隣り合わせに戦い続けてきたのであれば、そのように心が壊え死ししてしまっても不思議ではない。

　そして朱莉はマディアスのそんな人間らしからぬ部分に共感を持った。同情でも憐れん憫びんでも連帯感でもない。自分と同じサイドに立ちながらまったく異なるその在り様に、敬意と通じ合う何かを感じたのだ。

　朱莉は今まで他人を好きになったことがない。もちろん琴こと葉はは子どもの頃からの大切な友人だが、どうしても自分とは違う世界の人間なのだという隔絶があるのも事実だ。以前の朱莉は、それを《星脈世代ジエネステラ》と常人との違いに起因するものだと思っていた。しかし、こうしてアスタリスクにやってきて多くの《星脈世代》たちと触れ合ってみると、やはり同じような隔たりを感じてしまう。つまるところ、このどうしようもない孤立感は朱莉本人に何かしらの問題が──あるいは欠陥が──あるためで、それはこの先も決して癒いやされることがないのだと……そう諦あきらめかけていたところに現れたのが、マディアスだった。

「まあなんにせよ、先輩が嫌だったら《鳳凰星武祭フエニクス》に出る必要なんて……」

「いえ、大丈夫です。それに……これはいい機会なのかもしれません」

「いい機会？」

　再び歩き始めた朱莉の横に並びながら、マディアスが鸚鵡おうむ返しに問う。

「ええ、私が母と向き合うための」

　そして、この曖あい昧まいな自分を変えるための。

「……それは、先輩にとってどうしても必要なことなのかい？」

「さあ……そう言われると、どうなのでしょうね？　自分でもよくわかりませんが……でも、そう思わせてくれたのはマディアス、あなたですよ」

「俺が？」

　意外そうに眉まゆを上げるマディアス。

「俺は別に何もしてないと思うけど……」

　朱あか莉りはそれには答えず、一歩前に出るとくるりと振り返って苦笑を返す。

　そんなことはない。マディアスはいつでも朱莉を助けてくれた。初めて出会った時も、《[image: ]武祭エクリプス》の時もそうだ。ただ、朱莉にとって一番大きなことは、マディアスという存在そのものだった。自分と同種の人間が、この世界には確かにいるのだということ。自分はただ一人きりではないのだということ。

　それはつまり──

「ありがとうございます、マディアス。私と出会ってくれて」

　朱莉にとって、初めて人を好きになれるかもしれないということなのだ。

　生徒会長から再度の呼び出しがあったのは、翌週のことだった。

　生徒会室に向かうと、驚いたことにそこには朱莉の祖父を含めた親族数名の姿があった。いずれも八や薙ち草ぐさ一族の重じゆう鎮ちんだ。

「……ご無沙汰しております、お爺じい様さま」

　朱莉が頭を下げると、祖父は昔同様嫌けん悪おと侮ぶ蔑べつに満ちた目で朱莉を一いち瞥べつし、つまらなそうに鼻を鳴らした。

「ふん、相も変わらずへらへらと締しまりのない顔をしおって」

　肉親の情など一分たりとも感じられない、冷たい声。

「まったくですな。みっともない」

「ああ、まるで変わっておらん」

　祖父の背後に控えた親族たちも、同じような声でそれに追従する。

（……？）

　が、朱莉はその声と態度に違和感を覚えた。

　朱莉に対する嫌悪感こそ変わっていないものの、その向こう側には妙に浮うわついた卑ひ賤せんさが見え隠れしている。

「……本当にこのような不出来な娘がお役にたちますものか」

　そして祖父が困ったように首を振りながら、ちらりと視線を執務机の向こうの生徒会長に向けた。その視線には隠そうとしても隠しきれない諂へつらいの色が滲にじんでいる。

　それだけで朱莉はすべてを悟った。

　生徒会長はまさしく祖父たちを──八薙草の一族を『説得』してみせたのだ。

「いえいえ、彼女は実に優秀ですとも。我が学園にとって、多大な貢献をしてくれることは間違いありません」

　生徒会長は朗らかに笑いながら、さらりと付け足した。

「無論、皆さんにとっても」

「そうであれば嬉うれしいのですが……いや、何分我々は小さい頃からこの娘の不始末には悩まされてきたもので。ですが、生徒会長殿がそう仰おつしやるのであれば、ええ、ええ」

　それは最終確認のようなものだったのだろう。

　祖父はうんうんとうなずいて見せた後、再び朱あか莉りに氷のような冷ややかな目を向けた。

「聞いての通りだ、朱莉。今回に限り、おまえに申し付けた……あー、《星武祭フエスタ》？　とやらへの出場禁止を解く。励はげむがいい」

　そこにある忌き避ひと嫌けん悪おは一切変わっていない。朱莉の《星武祭》への出場を認めることで生徒会長から……ひいては銀ぎん河がからどのような対価を引き出したのかは知る由もないが、少なくともその功績が朱莉本人に帰することはないようだ。

　わかっていたことではあるが。

　だが、朱莉自身今更この老人たちに認めてもらおうなどとは思っていなかった。

　朱莉が望むのは、ただ一人。その人からの愛なのだ。たとえ叶かなわぬとしても。

「……お母様は、なんと？」

　朱莉が苦笑したまま小さくそう問うと、祖父は不機嫌そうに眉まゆ根ねを寄せた。

「当然、あれも承知の上だ。決まっておろう」

　本当にそうだろうか？

　朱莉の母はすでに一族の中での発言権を失って久しい。仮に今回のことが意にそぐわなくとも、どうにもできないはずだ。いや、そもそも入院している母に伝わっているかどうかさえ……。

「なんだその目は？　儂わしが虚言を弄ろうしておるとでも？」

　祖父の目が釣り上り、その体中から怒気が溢あふれ出だす。

「いえ、決してそのような……」

「まあまあ、彼女は確かに母親のことを気にかけていました。負担や無理強いをせずに説得してみせると言ったのも僕です。約束はきちんと履行せねばなりません。皆さんにも、彼女にも、平等にね」

　すると生徒会長が祖父と朱莉の間に割って入り、にこやかにそう言った。

「というわけで八や薙ち草ぐさ君、君自身がその目で確かめてみたまえ」

　そして生徒会長が執務机に備え付けられた端末を操作したかと思うと、朱莉の前に空間ウィンドウが展開する。

「っ！」

　そこに映し出されたのは見覚えのある和室だ。

　八薙草の屋敷の、奥の間。

　その中央に敷かれた布団から上半身だけを起こしてこちらを見ているのは、間違いなく朱莉の母だった。

「お母……さん」

　こうしてその顔を見るのは何年振りになるだろうか。長い黒髪に、面おも長ながな顔立ち。朱あか莉りの記憶の中の母よりも幾いく分ぶん痩やせてみえるが、それ以外はあまり老け込んでいるようにも見えない。

「ですが、お母さん……いえ、お母様は入院されているはずでは……」

「先頃退院したのだ。あれもそれなりに回復したのでな」

　つまらなそうに祖父が言う。

「そうだったのですか……知りませんでした」

「なぜわざわざおまえに伝える必要がある？」

　祖父は徹底してにべもない。

『──朱莉』

　その声を聴いた途端、朱莉の全身をかつてない衝撃が貫いた。

　母から名前を呼ばれたことなど、記憶にさえなかったからだ。

　母の表情は明らかに曇くもっていた。戸惑いと憔しよう悴すいがありありと滲にじみ、冷たく疎すくむようなその視線は変わっていなかったが、祖父たち同様にその向こうには別の感情が見え隠れしている。ただ、それがなんなのかは読み取れない。

『今更言うまでもありませんが、私はおまえを受け入れることはできないでしょう。私とおまえは違いすぎるし、それを許容するには私は弱すぎるから』

　掠かすれた小さな声で、溜ため息いきを吐きだすように母が言葉を紡つむぐ。

『ただ……今回のことでおまえが八や薙ち草ぐさの家に益えきをもたらしたのは事実です。父様たちは認めないかもしれませんが、その点について私はおまえに感謝します』

　空間ウィンドウの向こうで、母がすっと頭を下げた。

「そんな、やめてくださいお母様……！　私はただ……」

　朱莉は慌ててそれを止めようとするが、母は構わず続ける。

『だからこれは打算の産物です。おまえにとって慰みになるかもわかりません。ただ……それでもよいのであれば、私も努力してみましょう。受け入れることは無理でも、せめておまえと向き合えるように』

「──っ」

　朱莉は思わず目を見開いた。

　熱くこみあげてくる強い衝動を抑え込むように身体からだを震わせながら、一言だけ絞り出す。

「……十分です、お母様」

　母の言葉に嘘うそがないことはわかった。だとしたら、これ以上何を望むというのか。

「納得してくれたかね、八薙草君」

　生徒会長がさも満足そうな顔で何度もうなずきながら、朱莉の肩をぽんと叩たたく。

「《鳳凰星武祭フエニクス》での活躍、期待しているよ？」

　生徒会室を出ると、マディアスが壁にもたれかかるようにして立っていた。

「ああ、待っていてくれたのですか。ありがとうございます、マディアス」

「……意外だな。その感じだと、交渉は上う手まくまとまったみたいだ」

「はい、お陰様で」

　マディアスは一瞬訝いぶかしむように目を細めたが、すぐにいつもの飄ひよう々ひようとした顔に戻る。

「ま、それならそれでいいさ。ということは、《鳳凰星武祭》での俺のパートナーは朱あか莉り先輩で決まりってわけだ」

「そうなりますね。足手まといかもしれませんが、よろしくお願いします」

　深々と頭を下げると、マディアスは大仰に肩を竦すくめて見せた。

「先輩がちゃんと訓練を積めば、俺なんかすぐに追い抜けるはずだよ。もっとも、今回はそんな必要もないだろうけど」

「え？」

「ざっと調べてみたけれど、今回の《鳳凰星武祭》は特に大物が出てくるような気配もない。それこそ突然《万ばん有ゆう天てん羅ら》クラスが出場してくるっていうのでもなければ、優勝はまあそんなに難しくないんじゃないかな」

　とんでもないことをさらっと言ってのけるマディアス。

「準備って言うなら、むしろ叶かなえてもらう望みを考えておいたほうがいいと思うけど」

「望み、ですか……確かに難しいですね」

　金銭を望めば少なくとも学費の心配はなくなるが、さすがにそれは牛ぎゆう刀とう割かつ鶏けいにもほどがある。となると、自分の望みよりもやはり八や薙ち草ぐさ家の展望に関することになるだろうか。

「そういうマディアスは何か望みを考えているのですか？」

「うーん、実力がバレてしまった以上は特待生から完全に自由の身になるっていうのも考えたけど、契約は卒業までだからもう少し我慢すればいいだけだしなぁ。欲しいものも特にはないし……」

　マディアスは顎あごを摩さすりながらそう考え込んだが、ふと思いついたとでもいうように顔を上げて朱莉を見た。

「ああ、そうだ。だったら朱莉先輩をもらおうかな」

「……え？」

　一瞬何を言われたのかわからなかった朱莉だが、すぐに見る見る顔が真まっ赤かに染まる。

「あ、あの、マディアス、それは……！」

「ははっ、冗談だよ、冗談。一応《星武祭フエスタ》の建て前的に非人道的な願いは申請できないことになってるからね。人を貰もらい受けるなんて通るわけがない」

「……ですよね」

　からかわれたことに気が付いた朱あか莉りはむくれて見せつつも、心のどこかで少し落胆している自分に驚いた。

「さて、取らぬ狸たぬきのなんとやらはここまでにして、一応少しは練習でもしておくかい？」

「あ……そ、そうですね」

《鳳凰星武祭フエニクス》までもうそれほど時間もない。

　マディアスの言うように本当に強敵がいないのだとしても、蓋ふたを開けてみるまで何が起こるかわからないのが《星武祭フエスタ》だ。ずっと暗い庵いおりの中で一人、その華々しくも苛か烈れつな世界を見てきた朱莉はそれをよく知っている。

「それじゃ、改めてこれからもよろしく、朱莉先輩」

　マディアスはそう言って右手を差し出してきた。

「ふふっ、こちらこそ」

　朱莉はその手を取ると、そっと握る。

「あれ……？」

　と、マディアスが意外そうな顔で眉まゆを上げた。

「？　どうしました？」

「いや……朱莉先輩がそんな普通に笑うのを初めて見たからさ」

[image: ]

「え……？」

　この日、この時が、朱あか莉りとマディアスにとってすべての分ぶん水すい嶺れいだった。

　良くも、悪くも。

　　　　　　　　＊

「──委員長、そろそろお時間です」

　マディアスが部下の声に重い瞼まぶたを開けると、見慣れた執務室の天てん井じようが目に入ってきた。

　どうやら椅い子すの背もたれに身体からだを預けたまま、少し眠ってしまっていたらしい。時間を確認すると、《王竜星武祭リンドブルス》の開会式までもうそれほど猶予がない。

「ああ、すまない。起こしてくれて助かったよ。まさかこの大切な日に寝過ごして遅刻などできないからね」

「随分とお疲れのようですね」

　部下が苦笑しつつ、コートを手渡してくる。

「何しろここのところ統合企業財体のお偉方につきっきりだ。さすがの私も神経がすり減っているらしい」

「無理もありません。史上最大最高の《王竜星武祭》に大会談コンコルデイア、その両方を取り仕切っているのですから」

　まだ年若いその部下の声には純粋に賞しよう賛さんと感かん嘆たんが込められていた。素直な男らしい。だとすれば、これ以上の出世は見込めないだろう。

「大会談のほうはもうとっくに私の手を離れているよ。私が今やっているのはあくまで根回しと接待だ。《星武祭フエスタ》を維持発展させていくためのね」

　コートを羽は織おり、窓の外へ目を向ける。

　並び立つビルの向こうに見える巨大なドームは今からマディアスが向かう場所であり、今日から二週間に亘わたって世界を熱狂と興奮の渦うずに巻きこむその中心地だ。

　そしてかつて──マディアスと朱莉が二人肩を並べて闘たたかった場所でもあった。

「いよいよ開会ですね」

　部下の声にも隠し切れない興奮が滲にじんでいる。

「……そうだね。いよいよだ」

　マディアスは万感の思いを込めてそうつぶやいた。

　そこに秘められたものが何かは部下にも、いや、同志であるディルクやヴァルダにもわりはしないだろう。それはすべてマディアスだけのものだ。憎悪も、怒りも、憐れん憫びんも、葛かつ藤とうも、そのすべてが。

「さあ、行こうか。この《王竜星武祭リンドブルス》はきっと歴史に残るものになる。──いや、必ずそうしてみせるとも」


第三章　《王竜星武祭リンドブルス》開幕

「──先の《獅鷲星武祭グリプス》開会式で、私はこう言った。『《星武祭フエスタ》のレベルは年々向上している』と。それは厳げん然ぜんたる事実であり、否定することはできない。おそらくこれからも《星脈世代ジエネステラ》の能力は世代を重ねるごとに伸び、煌式武装ルークスの性能は高まり、それらに合わせて戦術も進化していくことだろう。未来の《星武祭》は、過去の、そして今日の《星武祭》を更新した先にあるものだ」

　シリウスドームのステージに設しつらえられた壇上で、マディアス・メサが観客と選手に向かって高らかに謳うたう。

　綾あや斗とがこうしてステージ上からその姿を見上げるのも、これで三回目だ。

「だが、それらは断じて《星武祭》の価値の優劣を左右するものではない。《星武祭》を愛する皆さんならばすでにご承知のように、どのような《星武祭》にも唯一無二の輝きがあり、その魂たましいの激突が放つ光こう輝きのスペクトルは他の《星武祭》では決して見られるものではないのだ。《王竜星武祭》を二連覇したあのヘルガ・リンドヴァル警備隊長や、グランドスラム達成者たる汪ワン小苑シヤオエン導どう師しの、今なお色いろ褪あせることのない試合の数々を見ればそれは一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう」

　マディアスの口調は自信に満みち溢あふれ、明めい朗ろう快かい活かつで、否いや応おうなく人を惹ひき付ける魅力を秘めている。十万を超えて集まった観客の興奮を巧たくみに御し、闘たたかいを前に緊張と静かな熱気に逸はやる選手たちの心にすらするりと入り込んでくる。

　実際、その話術は大したものだ。おそらく綾あや斗とも素直に感心していただろう。

　その正体が、あの《処刑刀ラミナモルス》だとわかる以前であれば。

「だが──その上で敢あえて言おう。《星武祭フエスタ》には厳げん然ぜんたる優劣があると。それはどれだけ多くの人々を魅了したかどうかだ。放つ輝きの色相ではなく、その強さにこそ焦点を当てたならば、そこに格差はどうしても生じてくる。それは時の流れとは切り離された領域だ。先に挙げた二人の試合が証明しているように」

　この数ヶ月間、綾斗たちが地道に続けてきた調査活動は無駄ではなかった。警備隊が保有する警備カメラの映像や、銀ぎん河がからもたらされたマディアスの活動報告──当然それらは膨大な量だ──綾斗たちが《処刑刀》や《ヴァルダ＝ヴァオス》と遭遇した場所の現場検証など、様々な検証を積み重ねた結果導き出された人物、それこそがマディアス・メサなのだ。

　クローディアとイザベラに至ってはほとんど確証に近いものを得ているようにも見える。これは銀河という巨大組織の内部にいる者の知見だろう。

　ただし、確たる証拠があるのかといえばそれはない。クローディアたちの見立てでは、おそらく《ヴァルダ＝ヴァオス》によって洗脳されたシンパが銀河内部にも一定数存在するのだろうということだった。ただでさえマディアスは《星武祭》運営委員会という統合企業財体ですら手を出し難にくい治外法権の中にいる上、改かい竄ざんまで自由自在ときては追い詰めるのは容易ではない。

「そして、今こそ私はここに断言する！　今回の《王竜星武祭リンドブルス》はまさしく唯一無二にして、史上最高の《星武祭》になると！　過去のいかなる《星武祭》も、これから先のあらゆる《星武祭》も、今回の《王竜星武祭》を上回る輝きを放つことはないだろう！　それほどの奇跡が、今日ここに集っているのだ！」

　マディアスが大きく腕を広げ、観客を煽あおるように声を張る。

　同時に津波のような大歓声がシリウスドームを揺らした。その狂乱にも近い盛り上がり方は、今までの《星武祭》と比べるとどこか異質だ。《鳳凰星武祭フエニクス》も《獅鷲星武祭グリプス》もすごい熱狂だったが、今回は何か一歩踏み越えたような危うささえ覚える。

　確かに、マディアスが言うように今回の《王竜星武祭》を超えるような大会は二度と生まれないかもしれない。前人未到の《王竜星武祭》三連覇に、史上二人目のグランドスラム達成がかかっている上、かつてないほどの数の序列上位者や名を馳はせた猛者がこの大会には集まっているのだ。

「さて……せっかくの機会なので、《星武祭》の優劣についてもう一つだけ触れておくとしよう」

　歓声が収まるのをじっくりと待ってから、一転して落ち着いた声でマディアスが続ける。

　この緩急も実に上う手まい。すでに観客は完全にマディアスの手の内にあると言っていいだろう。

「《鳳凰星武祭フエニクス》を制したタッグも、《獅鷲星武祭グリプス》の頂点に輝いたチームも、そしてこの《王竜星武祭リンドブルス》の覇者も、彼らが勝ち取ったその栄えい誉よと栄光は最強の名の下に等しく称たたえられるべきものだ。その尊とうとさはいずれも疑うべくもない」

　滔とう々とうと続くマディアスの演説を聞きながら、綾あや斗とはそっとステージを見渡した。

　集まった選手たちは二百五十六人。《鳳凰星武祭》ではこの二倍、《獅鷲星武祭》ではこの五倍の数がこのステージに集まっていた。だというのに、闘気の密度は些いささかも見劣りしないどころか、それらを上回っているようにも感じられる。

　その中には当然見知った顔も多くいた。綾斗の隣では紗さ夜やが立ったままこくりこくりと船を漕こいでいるし、同じ星せい導どう館かんからはむっつりとした顔で腕を組んだレスターや、《輪蛇王クエレブレ》ファードルハ・オニールや《倒とう鬼き》東あずま薙ち[image: ]いばらといった序列上位者が軒のきを連つらねている。

　そして、もちろん──綾斗から少し離れたところには、《華焔の魔女グリユーエンローゼ》ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルトの姿もあった。

（ユリス……）

　いつも通りにすっと背筋の伸びた、凛りんとした佇たたずまい。しかし、そこにはどうしても隠しきれない悲ひ壮そう感かんのようなものが感じ取れた。ユリスがこの《王竜星武祭》にかける不退転の決意は、尋じん常じようなものではない。

「しかし、私は知っている。いや、皆さんも知っているはずだ。この《王竜星武祭》こそが『真の《星武祭フエスタ》』と呼ばれていることを。今から七十三年前、初めて開かれた第一回の《星武祭》は個人戦のみだった。歴史を辿たどるならば、確かに《王竜星武祭》はそう呼ばれるに相応ふさわしいのかもしれない。ただ……私が思うに、本質はそこではない。《鳳凰星武祭》も《獅鷲星武祭》も、求められるものは二つ──力と絆きずなだ。かけがえのないパートナーと、共に闘たたかう仲間たちと、手に手を取り合ってこそ、確かな絆があってこそ勝ち抜くことができる大会だ。それは尊ぶべきもので、計り知れない価値を持つものだ」

　と、マディアスの口調がにわかに熱を帯び、ドーム内にざわりと困惑のようなものが走る。

　それはマディアスの発言が妙に踏み込んだものだったからだ。《王竜星武祭》が『真の《星武祭》』と呼ばれていることは周知の事実だが、運営側がそれを認めることは通常ありえない。言うまでもなく、《鳳凰星武祭》や《獅鷲星武祭》に格落ち感を与えてしまうからだ。その言葉には配慮が残されているとはいえ、不快に思う者は少なくないだろう。

　直接会った印象からも、マディアスのバランス感は図抜けている。こんな不用意な失言をするとは思えない。

　だとしたら、これは明らかに意図的な──

「だが、この《王竜星武祭リンドブルス》は違う。この原初のステージで求められるのは己の力のみ。どのように強い絆きずなも助けにならない。ただ自分自身の力だけが道を切り開く、極めて純粋な闘争の場なのだ。それ故に、《王竜星武祭》は『真の《星武祭フエスタ》』と呼ばれるに値するのだと私は思っている。……そう、力！　それは絶対にして普ふ遍へんのもの！　それは寄る辺なき世界に道筋を照らすもの！」

　マディアスの言葉が、ふいに力を増す。その途端、ざわめいていたドームが一瞬で静まり返った。観客も、選手も、綾あや斗とでさえも、そこに込められた強い気迫に息を飲む。

「──さあ、この栄光の座に集いし諸君！　いざ、力を示せ！」

　マディアスが握り締しめた拳こぶしを突き上げそう叫ぶと、一拍の間を置いてから拍手と喝かつ采さいの嵐あらしがステージを包み込んだ。

　選手たちの中にも、その熱にあてられるようにして同じように拳を突き上げている者が大勢見て取れる。

（一体何を企たくらんでいる、マディアス・メサ……）

　対照的に綾斗はマディアスに冷ややかで冷静な目を向けながら、何か大きなものが動き出した予兆を感じ取っていた。

　　　　　　　　＊

「はい、綾斗くん。タオル」

「ありがとう、シルヴィ」

　勝手知ったるシリウスドームの控室。

　ウォーミングアップを終えた綾斗に、笑え顔がおのシルヴィアがタオルを差し出してくれる。

「それにしても、さすが綾斗くんだね。試合直前だっていうのに、いつも通りの自然体だもん。全然気負ってる感じがないっていうか」

「ただ単に慣れただけだよ。何しろ三年連続だからね」

　もちろん今でもまったく緊張しないというわけではないが、《鳳凰星武祭フエニクス》の時とは比べるべくもないだろう。

「でも、開幕試合に選ばれたのは初めてでしょ？」

「まあ、それはそうだけど……」

　開幕試合とはその名の通り、その《星武祭》で一番最初に行われる試合──特にこのメイン会場であるシリウスドームで行われる初日の第一試合のことを指す。いわゆる有力選手ばかりが割り当てられるシリウスドームでも、当然ながら最も注目度が高い試合と言っていいだろう。

《星武祭フエスタ》の概要は基本的に《鳳凰星武祭フエニクス》も《獅鷲星武祭グリプス》も《王竜星武祭リンドブルス》も変わらない。このシリウスドームを含む十一の会場で毎日三十二試合を行い、四日目までに一回戦を、六日目までに二回戦を、七日目までに三回戦を執り行う。ここまでの一週間がいわゆる『予選』だ。その後、休養日である八日目に改めて抽選を行って、九日目からいよいよ『本戦』がスタートする形になる。

　ちなみに絶対王者である《孤毒の魔女エレンシユキーガル》オーフェリア・ランドルーフェンの試合は、一回戦の大トリである四日目となっていた。

「じゃあ、やっぱり優勝候補の余裕ってところかな？」

　言って、悪戯いたずらっぽく目を細めるシルヴィア。

「それを言うならシルヴィだって、明日が試合なのにこうしてわざわざ応援に来てくれてるじゃないか。これも優勝候補の余裕かい？」

　今大会の優勝候補筆頭は間違いなくオーフェリアだが──実際大手のブックメーカーが出しているオッズは軒のき並なみそうなっている──二番手に付けているのが前回準優勝者のシルヴィアであることも衆目の一致するところだろう。綾あや斗とはその次、三番手といったところか。

「もー、そんなわけないじゃない。これは余裕じゃなくて、純粋に愛情だよ、愛情」

　シルヴィアはにっこり笑って、綾斗の胸を人差し指でつつく。

「あ、愛情って……」

　いつもながらシルヴィアはどこまで本気なのかがわからない。

　と。

『ピピー！　はい、そこまでー。離れて離れて』

　突如として、場違いに甲かん高だかい音が響いた。

　見ればふわふわと浮かぶ空間ウィンドウの向こうでジト目の紗さ夜やが笛を咥くわえている。

『シルヴィ、無意味に接近しすぎ。警告』

「あらら……相変わらず厳しいなあ、紗夜ちゃんは」

　シルヴィアが苦笑しながら小さく両手を挙げて降参の意を示すと、紗夜は口を尖とがらせながら抗議の目を向ける。

『それはこっちの台詞せりふ。相変わらず油断も隙すきもない。こんなこともあろうかとこの笛を作ってきて良かった』

「ああ、自作なんだ……それ」

『ふふふ、備えあれば憂うれいなし』

「いや、どうせ備えるなら試合に備えようよ。紗夜ちゃんだってこれから試合でしょ？」

　さすがのシルヴィアもやや呆あきれ顔がおだ。

　それにしても、紗さ夜やもシルヴィアもいつの間にか随分と仲良くなったものだ。やはりここ数ヶ月、対金きん枝し[image: ]へん同盟のチームとしてずっと一緒に行動してきただけはある。いや、紗夜だけではなく綺き凛りんやクローディアともシルヴィアはまるで昔からの友人のように打ち解けていた。

　これはシルヴィアの人柄だろう。

『ユリスも綺凛も不在とあれば綾あや斗とを守れるのは私だけ。たとえ遠く離れていようとも、私の目の黒いうちは不ふ埒らちな真ま似ねは許さない』

「……いや、そんなに遠くもないよね。プロキオンドームまで片道二十分くらいだし」

　そこにはさすがに綾斗も突っ込みを入れる。第一、さっきの開会式では綾斗の隣に立っていたのだ。紗夜も初戦は今日だったため、開会式が終わるなり試合会場のプロキオンドームへと移動していた。

『そう、問題はそこ。今更ながらなんで私だけ仲間外れにされなければならないのか。他の皆は全員そっちで試合だというのに。甚はなはだ不満』

　空間ウィンドウの中で、紗夜がぷくっと頬ほおを膨らませる。髪を伸ばして少し大人っぽくなったようにも見えるが、こういう仕草は以前とまるで変わっていない。

「まあ、今回はちょっと顔ぶれが尋じん常じようじゃないからね。普段なら紗夜ちゃんも十分ここで試合できる実績なんだけど……やっぱり序列入りしていないのが響いたかな」

　シルヴィアの言う通り、《鳳凰星武祭フエニクス》ベスト四に《獅鷲星武祭グリプス》優勝という紗夜の実績はシリウスドームで試合を行うに申し分ないものだ。しかし、異常なくらいに実力者が集まった今回の《王竜星武祭リンドブルス》では在名祭祀書ネームド・カルツに名を連つらねていない分が不利に働いたのは否いなめないだろう。

　加えて各ステージのバランスも考こう慮りよしなければならない関係上、三つある大型ステージや七つの中規模ステージにもそれぞれの日程で顔となるような選手を配置せざるを得ないらしい。紗夜はそのあたりでちょうど良い立ち位置であったのだろうことは綾斗にも察せられる。事実、紗夜は今日のプロキオンドームでトリを務めることになっているはずだ。

「私は前回の《王竜星武祭》も経験してるけど、今回は運営も気合いの入り方が段違いだもの。ずっとシークレットになっていたここのメイン解説だって、まさかのビッグサプライズだったし」

「ああ、彼女か……俺もビックリしたよ」

　綾斗はそう言いながら、視線を壁際の空間スクリーンに向ける。

　そこにはメインステージ実況であるお馴な染じみのＡＢＣアナウンサー梁やな瀬せミーコともう一人、ぼさぼさの髪の毛に分厚い眼鏡めがねをかけた不機嫌そうな女性が映っている。顔のつくりは美人と言っても差し支えないだろうに、ばっちりメイクを決めたミーコとは対照的だ。

『──それでは改めてご紹介いたしましょう！　今回の《王竜星武祭》でこのメインステージの解説を担当してくださるのは、なんとなんとこの人！　《星武祭フエスタ》開催期間中は一日に数億人が閲えつ覧らんしているとも言われているアスタリスク関連最大の個人サイト、『詩の蜜酒オドレリール』の管理人であるザハルーラさんです！』

『……どーも』

『普段メディアには一切露出しないというザハルーラさんが、まさかまさかのサプライズ登場です！　しかし、一体どうしてまたご出演していただけたのでしょうか？』

『あたしだって別に出たくなかったの！　誰が好き好んでわざわざこんな晒さらし者ものになるってのよ！　ああもう、それこれも全部Ｄの奴やつが……！』

　そう言うとザハルーラは髪の毛を掻かき毟むしりながら、がくりとうなだれてしまった。

　その様子に隣のミーコも顔を引きつらしていたが、そこはさすがプロ。

『え、えーと、ザハルーラさん……？』

　止まることなく、果か敢かんに斬きり込んでいく。

『はぁー……ただまあ、確かに今回の《王竜星武祭リンドブルス》をこの目で見てみたかったって思いがなかったといえば嘘うそになるわ。理由はそれでいいでしょ』

『で、ですよねー！　今回の《王竜星武祭》はそれほどまでに特別な大会ということなのでしょう！　そうなんです！』

　こうして見ているだけでもなかなか扱あつかい辛づらそうな人物だと察せられるが、果たしてこの先大丈夫だろうか。

『えー、では気を取り直しまして、ズバリ今大会の優勝予想などをお聞きしても……』

『あー、あたしそういうの嫌いなのよね。『詩の蜜酒』なんてサイト引き継いでおいてなんだけどさ、どんな選手にだって相性ってものがあるわけで。本戦の組み合わせが発表された後ならまだしも、予選の段階でどうこう言っても仕方ないでしょ』

『そ、それはまあおっしゃる通りなんですが、そこをなんとか……』

「……ズバズバ言う人だなあ」

　綾あや斗との口からもついそんな感想が漏もれてしまう。

「私はああいう人嫌いじゃないけど、ミーコ先輩は大変そうだなー」

『てゆーか、あれ本当に本物？』

　苦笑するシルヴィアに、訝いぶかしがる紗さ夜や。

　確かにザハルーラは今日まで顔出しはおろか年齢も性別も不明だったくらいに謎なぞの多い人物だ。紗夜以外にも疑う人間は少なくないだろう。

「ま、そこは解説を聞けばすぐにわかるでしょ。悔しいけれど、『詩の蜜酒』の分析と序列付けは的確だもの。ふふっ、楽しみだよね」

　今や各学園の在名祭祀書ネームド・カルツよりも精確と言われる『詩の蜜酒』のランキング。世のブックメーカーの大半はここをオッズの基準にしているとも囁ささやかれている。本物だとしたならば、どのような解説をしてくれるのかは綾あや斗ととしても気になるところだ。

『でも言ってることは正しい。優勝候補に有力選手のバーゲンセールみたいな今回も、お約束通り予選ではみんな別ブロックに分かれてる。ここから優勝予想しろと言われても、私なら《孤毒の魔女エレンシユキーガル》以外の名前を挙げられない』

「本戦まで身内で潰つぶしあわずに済むっていう点では私たちにもありがたいんだけどね」

《星武祭フエスタ》の恒例ではあるのだが、予選の組み合わせは相当意図的に有力選手がぶつからないように配置されている。おかげで綾斗も、少なくとも再度抽選が行われる本戦に入るまではシルヴィアや紗さ夜や、ユリスといった面子メンツと闘たたかうことはない。

「ただ、今回はいくつかダークホースがいるからなあ。うちの美み奈な[image: ]とちゃんもそうだけど、星露シンルーの手ほどきを受けた子たちは要注意だと思う」

「ああ、魎りよう山ざん泊ぱくの……」

　界龍ジエロンの生徒会長である《万ばん有ゆう天てん羅ら》范フアン星露が、密ひそかに他学園の学生を鍛きたえているというのは、すでに各学園の上層部では周知の事実だ。その名も私塾魎山泊。どういう意図があって自学園の不利になるようなことをしているのかはわからないが、そこにはシルヴィアが名前を挙げたクインヴェール女学園の《拳けん忍にん不ふ抜ばつ》若わか宮みや美奈[image: ]、星せい導どう館かん学園からもユリスやレスターといった序列上位者が参加しているらしい。一時期ユリスに傷が絶えなかったのは、そういう事情があったようだ。

『……一体その内の何人が《王竜星武祭リンドブルス》に参加してるやら』

　紗夜がやれやれと首を振る。

　星導館とクインヴェールに関しては、クローディアとシルヴィアが生徒会長ということで情報が入ってきたが、他の学園に関しては誰が何人くらい魎山泊に参加しているのかほとんどわかっていない。

　とにかく予選でも油断はしないほうがいいということだ。

『あ、あははは……と、そうこうしているうちにそろそろ開幕試合の開始時間が近づいてまいりました！』

「おっと、もうそんな時間か」

　ミーコの台詞せりふを聞いて時計を確認すれば、確かにもうステージへと向かわねばならない頃合いだ。

『がんばれ、綾斗』

「気を付けてね、綾斗くん」

「ありがとう、二人とも」

　綾斗は軽く手を振ってから控室を出た。

　ステージの入場ゲートへ続く薄暗い通路にも、会場の熱気と興奮が否いや応おうなく伝わってくる。期待と羨せん望ぼう、罵ば声せいと嘲ちよう笑しよう、声援と怨えん嗟さ、およそあらゆる人の感情が昂たかぶり渦うずを巻く、最も醜みにくい欲望の戦場への一本道。

　初めてここを歩いた時には、隣に立つパートナーがいた。

　次の大会では、共に闘たたかう仲間がいた。

　しかし、今回は綾あや斗とただ一人だ。

「……っ！」

　そう思っていたのだが、綾斗は通路の先に立つその人影を見て目を見開いた。

「ユリス……」

　足を止めた綾斗の口から、知らずその名が零こぼれる。

　ユリスも今日、このシリウスドームで試合を控えているためここにいても不思議ではない。だが、これまでずっと距離を取ってきたユリスが、まさかここに来て綾斗を待っていようとは思わなかった。

「……」

　ユリスは沈痛な表情で黙り込んだまま、やや顔を伏せるようにして壁際に立っていたが、やがて逡しゆん巡じゆんを振り払うように顔を上げて言った。

「私は……私は、どうしてもこの大会を勝ち抜かなければならない。オーフェリア・ランドルーフェンを止められるのは、私しかいないからだ。そこに辿たどり着つくまでに立ち塞ふさがる者は誰であろうと倒すまで。……たとえ、おまえであろうとも」

[image: ]

「……うん」

　綾あや斗とは、ただうなずくだけだ。

「だから……」

　ユリスは苦しそうにそう言いながら、ゆっくりと綾斗に向かって歩いてくる。

　そして綾斗とすれ違いざまに、小さな声でぼそりとこうつぶやいた。

「だから──私がおまえを応援できるのは、私とぶつかるまでだ」

「っ！」

　その言葉に綾斗は思わず振り返るが、ユリスは歩みを止めることなく去っていく。

　ただ、綾斗にとって今はその一言で十分だった。

　ユリスは何も変わっていない。それがわかっただけで。

「ありがとう、ユリス！」

　その背中に掛けた言葉に返ってくる声はなかったが、綾斗はユリスの姿が見えなくなるのを最後まで見届けてから歩き出す。

　綾斗にはこの大会で優勝しなければならない理由がある。何しろ、姉である遥はるかの命がかかっているのだから。そしておそらくは、ユリスにも同様の何かがあるのだろう。すべてを排してでも、勝ち抜かなければならない事情が。

　なのにそれを押してまで、ああ言ってくれたのだ。

　実際に綾斗とユリスがぶつかるかはまだわからない。それまでに綾斗が負けることもあるだろうし、ユリスが敗やぶれることもあるだろう。もしかしたら二人とも……という可能性だって十分にある。

　それでも、今のユリスの言葉があれば綾斗は自信を持って闘たたかえる。

　もちろん最善はそれまでに綾斗やユリスの問題が解決することだ。そのために今も綺き凛りんやクローディアは必死に《処刑刀ラミナモルス》と《ヴァルダ＝ヴァオス》の尻尾しつぽを掴つかむために走り回ってくれている。

（俺も早くそっちに手を貸したいけど……参加者は大会に専念するよう釘くぎを刺されてるからなあ）

　だから、信じるしかない。

　綾斗は改めてそう心に刻むと、眩まばゆい光が待ち構える入場ゲートをくぐった。

『さあさあさあー！　続いて東ゲートから姿を現したのは優勝候補の一角、一昨年の《鳳凰星武祭フエニクス》と去年の《獅鷲星武祭グリプス》を制して史上二人目のグランドスラムに手をかけている今シーズンの立役者！　万物を焼き斬きる純星煌式武装オーガルクス《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の使い手にして、星せい導どう館かん学園の序列一位！　天あま霧ぎりー！　綾斗選手ー！』

　無数の照明による光の洪水と怒ど涛とうの大歓声に怯ひるむことなく、綾斗はブリッジを渡ってステージへと飛び降りる。

　すでに対戦相手は入場済みのようで、不敵な笑えみを浮かべながら綾あや斗とを待ち受けていた。

「へへっ！　さすがに大人気だな、天あま霧ぎり綾斗さんよ！　あやかりたいもんだぜ」

　アルルカント・アカデミーの制服を着崩し、腰に両手を当てて仁王立ちした大男だ。浅黒い肌と大柄な体格に、短く切きり揃そろえられた黒髪。目付きは悪く、うっすらと生えた無ぶ精しよう髭ひげもあってか、妙に老けた印象を受けるが、綾斗より二つ年上なのでまだ二十歳そこそこといったあたりだったはずだ。

　ゴース・ケブート。アルルカントの《黒夫人派ソネツト》に所属する実じつ践せんクラスの学生で、序列は確か二十一位。普通に考えれば《冒頭の十二人ページ・ワン》でこそないとはいえ、十分序列上位者と呼ぶに相応ふさわしい実力者だ。

　繰り返しになるが、《星武祭フエスタ》の予選は原則として予定調和的に有力選手が潰つぶし合わず勝ち抜けるようになっている。が、無論それだけは興こう行ぎようとして成立しないため、番狂わせの可能性が残る程度の実力者が各ブロックに配置されるようにもなっているのだ（もっとも今回に限ってはどのブロックにもほぼ有力選手がいるような異常事態なのでそうした配慮の必要性は薄いかもだが）。

　加えて言うならば、開幕試合があまりにも一方的に早く終わりすぎても困るという運営の思惑もあるのだろう。

「まったくついてるぜ！　ここでアンタを仕留めりゃ、オレも一気に名前が売れるってもんだ！」

　そう言いながら、ゴースは槍やり型の煌式武装ルークスを起動させる。

「悪いけど、こっちもそう簡単に負けてあげるわけにはいかなくてね」

　一方の綾斗も《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を取り出すと、それだけで大歓声がドームを揺らした。

「けっ！　言ってやがれ！　あんまりオレを舐なめてると、痛い目にあうぜ？」

　露骨に舌打ちをして、綾斗を睨にらみつけてくるゴース。

『さてさて、いよいよ開幕試合が始まろうとしているわけですが、やはり見所としては大番狂わせ……ならずとも、ケブート選手がどの程度まで天霧選手に食らいつくことができるかというところでしょうか？』

『んー……あたしも公式序列戦の試合映像を見ただけだから、なんとも言い辛づらいんだけど……』

『天霧選手の経歴は今更申し上げるまでもないかもしれませんが、ケブート選手も今年転入してきて早々に序列入り、先月には見事二十一位へとランクインした期待の選手ではありますね』

『ま、期待の新人って割には歳としがちょっと行き過ぎてる感はあるわね。いや、それよりもさ……』

　実況と解説の声を聴きながら、綾斗は《黒炉の魔剣》を日本刀程度の大きさで起動してみせた。

『おおっと、ちょっと待ってくださいザハルーラさん！　あれは……！』

『おー、ようやく《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を適正サイズに調整できるようになったんだ。これはサイトの評価も更新しないと』

　綾あや斗とがこうして自分に最適なサイズで《黒炉の魔剣》を使うのは、公式戦では初お披ひ露ろ目めだ。一気にざわめきと興奮が観客席を走り抜けるのがわかる。

「ふ、ふん！　そんなこけおどしにひっかかるかよ！」

　明らかに怯ひるんだ様子のゴースだったが、序列二十一位の実力があればこれがどのような意味を持つのかわからないということはないだろう。綾斗も公式序列戦の試合映像は見ているが、手堅い試合運びをするオーソドックスなタイプの選手だった。

『数少ない天あま霧ぎり選手の弱点と思われてきた純星煌式武装オーガルクスの適正化が叶かなったとなれば、これは大きいですね！』

『ああうん、それは間違いない……んだけど、それよりもやっぱりさ……』

　そうこうしているうちに綾斗とゴース、お互いの校章が発光し、いよいよ機械音声が試合の開始を告げる。

『《王竜星武祭リンドブルス》Ａブロック一回戦一組、試合開始！』

　その直後。

『──やっぱりあいつ、強いわよ？』

　綾斗の胸先に、鋭く尖とがった槍やり先が迫っていた。

「っ!?」

　綾斗はなんとかそれをかわしたが、ゴースは流れるような動きで続け様に風を穿うがつような突きを見舞ってくる。狙ねらいは明らかに校章のみ。綾斗はギリギリのところでその攻撃を凌しのぎつつ、ようやく見つけた隙すきをついて反撃に移ろうとしたが、ゴースはまるでそれを読んでいたかのように槍を引き戻している。その槍先の輝きが一気に膨れ上がるのを見た綾斗の背筋にぞわりとしたものが走った。

（流星闘技メテオアーツ……！）

　綾斗はとっさの判断で反撃を諦あきらめ大きく背後に跳んだ。

　振り下ろされた巨大な槍先が綾斗の前髪をかすめ、地面にクレーターを作る。

「あーらら、決めきれなかったかい。しくじったなあ……」

　もうもうと土煙が舞い上がる中、ゴースはクルクルと槍を回してから構え直し、さも残念そうにそう言った。

　会場も実況も、さっきまでの興奮が嘘うそのように静まり返っている。

『うん、今の攻防は天あま霧ぎり綾あや斗との反応が素晴らしかったわね。もし少しでも油断していたら、勝負は決まってたかもしれない』

　唯一、平然と解説を続けるザハルーラの声だけがドームに響き渡り──

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　すぐにそれを追うようにして観客たちの興奮した雄お叫たけびが綾斗たちに降り注いだ。

『え、あ、いや、すみません！　ですが、ちょ、ちょっと待ってください？　天霧選手は序列一位で、《鳳凰星武祭フエニクス》と《獅鷲星武祭グリプス》を制覇していて……一方のゴース・ケブート選手は、その……』

『実績はともかく、見たまんまよ。ケブート選手の実力は、序列一位相手にも引けを取ってないわ』

　そう。ゴースの実力は間違いなく一級品だ。いや、下へ手たをすればそれ以上──あのアーネストや暁彗シヤオフエイクラスに並びうるかもしれない。

「せっかくいかにもな、これ以上ないってくらいのかませっぽいムーブまでしたってのに、いやはや残念だねえ。騙だまされちゃくれなかったかー。これでも人をだまくらかすのは得意なんだけどな」

「……いや、正直すっかり騙されてたよ」

　綾斗がゴースの実力を見誤っていたのは事実だ。少なくとも、綾斗が試合映像で見た選手とはその実力もバトルスタイルも別人だと言っていい。足運び一つとってもまるで違う。

　おそらくこの会場で見抜けていたのはザハルーラただ一人だろう。

「へぇ、なるほどなるほど。つまりあんたはどんな相手でも手を抜かないタイプなんだな。厄介なこったねえ」

　ゴースがニヤリと笑う。

　口調からその顔付き、まとう雰囲気までもが別人に変わったかのようだ。最初に見せた目付きの悪さはすでに失うせ、柔和だがどこか不気味で暗い顔になっている。

「それはそうだよ。相手に失礼だからね」

　綾斗がそう言うと同時にゴースの手にした槍やり型煌式武装ルークスが火花を上げ、柄の部分からズリ落ちた。

「おおっと、こいつは……ひゅー、さっすがは《叢むら雲くも》だー。やるもんだねえ」

　ゴースはおどけたようにそう言うと、残った柄を投げ捨てて大げさに肩を竦すくめてみせる。

『最後の流星闘技メテオアーツを回避した時に一撃入れていたみたいだからね。そのあたりは天霧綾斗も抜け目がないわ』

『な、なるほど！　確かにいかに実力が高くとも、天霧選手の《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を相手に通常の煌式武装ルークスでは分が悪いですね……！』

　あの一撃が見えていたとなると、ザハルーラはいよいよもって本物らしい。

「ははっ、ちげーねえ。実況の姉さんの言う通りだ、四し色しきの魔ま剣けんにそこらの煌式武装で挑むのは無む茶ちや無謀ってもんだぁな」

　言いながら、ゴースは別の発動体を懐ふところから取り出して見せる。

　そのコアを目の当たりにした瞬間、綾あや斗との直感が不穏なものを告げた。

「んじゃまあ、こっちもそれなりのもんを使わせてもらおうかねーっと」

　起動した槍やり型煌式武装は一見すると先ほどまでゴースが使っていた煌式武装とほとんど変わりなく見える。

　だが、綾斗にはそのコアがまとう邪悪で陰いん惨さんな気配に覚えがあった。

『えーと、あれは純星煌式武装オーガルクス……ではありませんよね？　少なくとも、アルルカントに登録されている純星煌式武装にあのようなものはありませんし……ケブート選手の所属を考えると、前回の《獅鷲星武祭グリプス》でチーム・アンドロクレスが発表した量産型純星煌式武装みたいな新武装でしょうか？』

『んー、あたしも見たことがないな……いや、待てよ。でも、そういえばずっと昔のデータに……』

　困惑する実況と解説をよそに、綾斗は鋭い視線をゴースへと向ける。

　綾斗の脳裏をよぎったのは、長い銀髪の少女の姿だ。

「──滅星煌式武装ロスト・ルクス、か」


第四章　予選・一

「──なんだ、あれは？」

　突如として背後から響いたその声に、ソファでくつろいでいたディルク・エーベルヴァインは眉まゆ根ねを寄せて振り向いた。

「……なんでてめえがここにいやがる」

　シリウスドームのレヴォルフ黒学院専用特別観戦室。豪ごう奢しやなホテルの一室と見み紛まがうばかりのその部へ屋やにはディルク以外に誰もいない、はずだったのだが。

「マディアスのところへ寄ったのだが、念のためしばらくは接触を控えるよう言われてな」

　壁際に立ったまま平然とそう言い放つのは、《ヴァルダ＝ヴァオス》だ。

「ここのところエンフィールドの連中があいつの身辺を嗅ぎ回っていやがるからな。当然だろ」

　あそこまでマークされているということは、おそらく《処刑刀ラミナモルス》の正体がほぼバレたと見て間違いない。それでも直接的な行動に出てこないのは、彼らの背後にいるのが他ならぬ銀ぎん河がだからだ。これが他の統合企業財体相手であれば即座にマディアスが捕まって終わりなのだろうが、銀河が最も重視しているのはこのヴァルダという存在の秘ひ匿とくと確保──或あるいは隠滅──であり、下へ手たに表だって動くわけにはいかない事情がある。そこへそのヴァルダ本人がのこのこ顔を出せばすべてがご破算だ。

「が、だからってなんでわざわざオレのところに来る？　試合が見たけりゃ好きな場所で好きなように観戦してろ。ただし、オレたちの迷惑にならない場所でな」

　ディルクは犬猫でも追い払うように小さく手を振るが、ヴァルダはそれを無視して窓際へと移動した。その眼下では今も天あま霧ぎり綾あや斗ととゴース・ケブートの開幕試合が行われている。

「あれはなんだ？」

　そして珍しく不機嫌そうな声で、再度そう尋ねてきた。

「去年の量産型純星煌式武装オーガルクスとやらも大概に醜しゆう悪あくな代しろ物ものだったが……あれはその比ではないな。率直に言って、不愉快だ」

「ほぉ……」

　その苛いら立だち様に、ディルクは微かすかな愉ゆ悦えつを感じて腕を組む。ディルクにとっては他者の不幸や失敗、破滅こそが内なる荒野を潤うるおす一滴の甘かん露ろだ。

　この異世界からの来訪者がここまで感情を露あらわにすることは滅めつ多たにない。

「そうか、てめえは滅星煌式武装ロスト・ルクスを知らなかったか」

「……滅星煌式武装？」

　ディルクは手元に浮かべていた空間ウィンドウを拡大した。

　そこには試合の中継映像が映し出されている。ディルクにとっては、直接ステージを見るよりもこちらのほうがよほど見やすい。

　そこでは綾あや斗との放つ《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の斬ざん撃げきを、ゴースが手にした槍やり型煌式武装ルークスで華麗に弾はじき返かえしたところだ。

「ふん！　今の《叢むら雲くも》とここまでやり合うとは、アシュダハも上等な駒こまを隠してたもんだ。まあ、過去の亡霊には宝の持ち腐れってもんだがな」

「アシュダハだと？　では、滅星煌式武装ロスト・ルクスとは……」

「ああ、連中が開発した……正確には開発している武器だ。どうせあれだって完成品じゃねえだろ」

　そもそも滅星煌式武装とは、すべての煌式武装を──純星煌式武装をも超えるという目標の下に開発された武器だ。過去にこのアスタリスクで起こったロスト・ページ事件、そして名前こそ付いていないものの少し前に起こったそれと同様の一連の事件は、この滅星煌式武装を巡ってのものだった。すでにその責任者は逮捕されているが、黒幕と思われる組織にまでは追及が及んでいない。

　それも当然だろう。その組織──アシュダハは本来存在し得ないものなのだから。

「一応、プロトタイプと思おぼしき物は存在するが……とてもじゃねえがコストと見合った性能じゃねえ。何十人も生いけ贄にえに捧ささげた挙句、決まった一人にしか扱あつかえねえんじゃ割に合わねえにもほどがある。ご大層なお題目に釣り合う結果も出せてねえしな」

「連中の目的はなんだ？」

　ヴァルダは試合を見つめながら、無機質な声で言った。

「さぁて……大方、今回の《王竜星武祭リンドブルス》があまりにも盛り上がってるんでちょっかいをかけたくなったんだろ。連中にとっちゃ、少しでも水を差せればそれでいいんだろうしな」

　アシュダハの行動原理は明快だ。現在実質的に世界を支配している六つの統合企業財体への復ふく讐しゆう──と言っても、彼らに真っ向から統合企業財体とやり合うだけの力はない。

　世界経済が崩壊した《落星雨インベルテイア》後、生き残るために合併と吸収、提携と同化を推し進めた企業たちは、やがて統合企業財体という八つの巨大な怪物へと成り果てた。銀ぎん河が、界龍ジエロン、Ｅ＝Ｐ、Ｗ＆Ｗ、ソルネージュ、フラウエンロープ、そして今は亡きサマンダルとセヴェルクラーラである。

　サマンダルは中東の石油資本を基礎とした統合企業財体で、復興期当初には他の統合企業財体を圧倒する権勢を誇ったが、やがてエネルギーがマナダイトへと移行するにつれ衰退。経済戦争に敗北し、他の統合企業財体に分割吸収される形で消滅した。

　セヴェルクラーラは北方に本部を置いた統合企業財体で、その直ちよつ轄かつの開発部門は当時世界トップクラスの技術力を有していたとされる。しかし中央アジアで発見された巨大な特一等級ベルティス隕いん石せきを巡って他の統合企業財体と対立し、ソルネージュ、フラウエンロープ、界龍ジエロン、銀ぎん河がを巻き込んだ五つの統合企業財体による大規模な武力衝突に発展。一時は優勢に戦況を進めていたが、これ以上の独走を良しとしない残りの統合企業財体の介入と、協定を結んでいたソルネージュ、界龍が離り反はんしたことにより孤立し、敗北した（この紛争を機に統合企業財体は直接的な武力衝突を極力避けるようになり、パワーバランスの均きん衡こうを重視するようになる）。

　アシュダハとはこのサマンダルとセヴェルクラーラの残党が寄せ集まった組織であり、今もなおそれなりの規模とそれなりの力を持っている。それこそどこぞの学園にこっそりと手て駒ごまを送り込むくらいの力はまだ十分に残っているだろう。

　ただし、それでも統合企業財体に比べれば塵ちり芥あくたのようなものだ。彼らにできることなど、せいぜいが嫌がらせ程度のものでしかない。

「水を差すとは具体的に？」

「ちったあ自分で考えろ。たとえば……今回の目玉はなんと言ってもオーフェリアの三連覇と《叢むら雲くも》、《華焔の魔女グリユーエンローゼ》のグランドスラムが成るかどうかだ。その一角が早々に落ちるようなことがあればどうなる？」

「くだらんな。無む益えき極まりない」

「不本意だが、同感だな」

　吐き捨てるようなヴァルダの言葉に、ディルクも小さくうなずいてみせる。

「まあ、普通に考えれば本命は別にあるんだろうよ。だが、問題はそこじゃねえ。よりにもよって、この開幕試合でそいつが相成ったってことだ。とても偶然で済むような話じゃねえし、かといってアシュダハに選手選考へ関与するだけの力があるとも思えねえ」

「っ！　……マディアスか」

「おそらくな。あの野郎、どれだけ独断専行すれば気が済むんだか」

　マディアスが直接アシュダハと関係を持っているとは考え難にくい。アシュダハはその成立経緯から、統合企業財体に所属している人間と手を組むことはありえないからだ。マディアスがアシュダハの企たくらみを利用したというのが真相だろう。

　改めて会場の様子に目を配れば、観客たちはまるで決勝戦かとも思うような盛り上がりを見せている。

（確かに開幕試合からこんなハイレベルなバトルを見せられれば否が応でも盛り上がるだろうよ。だが、一歩間違えれば《叢雲》が負けることだってありえる話だ。オレとしちゃ一向に構わねえが、少しばかりリスクが高すぎるんじゃねえか？）

　金きん枝し[image: ]へん同盟としても、今回の大会は過剰なくらいに盛り上がってくれたほうがいい。

　それはわかるが──

「そろそろ決着だな」

「……ふん！」

　ディルクは鼻を鳴らすと、一ひと先まず空間ウィンドウへと視線を戻した。

　　　　　　　　＊

「ははっ、話に聞いていた以上の使い手だなぁ、天あま霧ぎり綾あや斗とー！」

　迫りくる穂先を《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》で弾はじき返かえすと、目もくらむような閃せん光こうが迸ほとばしり、肩が抜けるかと思うほどの衝撃に弾き飛ばされてしまう。

「くっ……！」

「くぅー、きっくねえ……！」

　それはゴースも同じで、衝撃を殺すように背後に跳びつつ槍やりを地面に突き立てて着地する。その身のこなしは大柄でありながら柔軟で素早く、隙すきがない。

　──またこれだ。

　ゴースの槍──滅星煌式武装ロスト・ルクスと《黒炉の魔剣》が接触すると、まるで互いが反発するかのように強い力で吹き飛ばされてしまう。それだけではなく、一合斬きり合う毎ごとに《黒炉の魔剣》が悲鳴を上げているのがわかった。

　あの衝撃は、使い手よりもむしろ《黒炉の魔剣》自体に負担を与えているようだ。

　だが、それはやはりゴースも同じはず。

　見ればゴースの持つ滅星煌式武装はすでにコアのあたりから火花を散らし、光こう刃じんを形成する穂先も不安定になっているようだ。このままでは先に音を上げるのはあちらだろう。

　と、その綾斗の視線に気が付いたのか、ゴースはにやりと口元を歪ゆがめる。

「おおっと、こいつの心配をしてくれてんのかい？　優しいねえー。だがまあ、それも仕方がないってもんよ。何しろ純星煌式武装オーガルクスと、それも万物を焼き斬るあの名高い《黒炉の魔剣》とやり合うんだ。そりゃあ、どう考えたって負担もでかくなるだろー？」

「……もう一度聞こう。なぜあなたがそれを、滅星煌式武装を持っているんだ？」

　綾斗は間合いを削りながら、再度同じ質問を投げかけた。

　お互いに弾き飛ばされるとはいえ、それで有利なのは長物を武器とするゴースのほうだ。綾斗は剣を合わせずにその懐ふところに飛び込まねばならないため、どうしても後手に回らざるをえない。

「なんでと言われてもなあ……。オレはただ、支給された武器を使ってるだけさ。話を聞いた時はどうかと思ったが、使ってみればなかなかどうして悪くない。ま、究極の煌式武装ルークスって触れ込みにしちゃあちと物足りないがねー」

「支給された……？　いや、それよりも詳細を聞いているなら、それがどれだけ危険な武器かわかってるはずじゃ……！」

「ああ、そこは心配ご無用。この滅星煌式武装はあのお嬢ちゃん用に作られたそれと違って、残されたデータからうちのスタッフが汎用化したもんでね。余計な機能を省いて純粋に出力だけを超強化してあるのさ。……もっとも、最初の起動に数十人分の星辰力プラーナが必要になる燃費の悪さは変わらないんだが」

「……っ！　それを知っていながら、あなたは……！」

「おいおい、おっかない顔だなあ。だがよ、まずはご自分の相方を心配したほうがいいんじゃないのかい？」

　悪意の欠片かけらもなさそうな柔和な笑えみで、ゴースが《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を指さす。

「こいつは普通の煌式武装ルークスなら大抵は一撃で破壊しちまう。いくら《黒炉の魔剣》とはいえ、そろそろきつくなってくる頃合いだろう？」

「……それはお互い様じゃないかな。むしろ、ダメージだけならそっちのほうが上だと思うけど」

《黒炉の魔剣》には耐えてもらうことになるが、こちらはもうしばらくなら持もち堪こたえられるだろう。一方で、ゴースの滅星煌式武装ロスト・ルクスはあと一合斬きり合えるかどうかだ。

「ああ、そいつは確かにおっしゃる通りさ。そんじゃ……そろそろ交換するとしようかね」

　ゴースはあっさりそう言うと、懐から別の発動体を取り出して起動する。

「まさか、二本目……!?」

　それは間違いなく、今までゴースが使っていた滅星煌式武装と同じ物だ。

「《黒炉の魔剣》相手に一本だけじゃ厳しいのはわかってたからねえ。ま、これでも難しいなら三本、四本と使い潰つぶすだけだ。惜しんじゃいられないからなー」

　新たな滅星煌式武装を構えながら、ゴースがにやりと笑った。

「そうそう、それとこいつを滅星煌式武装なんて古い名前で呼ぶのはやめてくれや。こいつは──〝煌星[image: ]らいルクスイーター〟ってんだよお！」

　そう言い終えるや否いなや、ゴースは一気に間合いを詰めてくる。

「ちぃ……っ！」

　綾あや斗とは繰り出される三段突きを《黒炉の魔剣》で受けることなく回避するが、さすがに完全には避よけ切れない。頬ほおや脇わき、二の腕をかすめた刺突が、うっすらと血を滲にじませる。

『これは驚きの展開だー！　優勝候補の一角である天あま霧ぎり選手が、まさかまさかの大劣勢！　……ザハルーラさん、これはひょっとしてもしやの大番狂わせがあるのでは？』

『んー、どうかしらね。スペックも技量も天霧選手のほうが上ではあるのよ。ただそれ以上に……ゴース・ケブート選手が巧うまい』

『巧い……と言いますと？』

『端的に言うと場数や経験からくる試合運び、かな……。たぶんゴース・ケブート選手は相当格上と闘たたかい慣れてるんだと思うわ』

　そんなザハルーラの解説に、綾斗はまったく同感だった。

　ザハルーラが指摘したように総合力では、ゴースよりも綾あや斗とのほうが勝っているだろう。ただ一点、ゴースが綾斗よりも優れているものがあるとすれば、それはごまかす技術だ。ゴースは驚くほどにそれに秀でている。フェイントから間合いの取り方、身のこなし、その一挙手一投足に至るまで、どれが本当でどれが嘘うそなのかとにかく読み辛づらいのだ。

　足を払いにきたと思えば、その軌道が避ける綾斗を追尾するように跳ね上がる。胸を突きにきたかと思えば、その気配を匂わせただけで、次の瞬間には上段からの斬ざん撃げきが降ってくる。

　反撃しようにも、まずこちらが有利に運べる状況に移らせてもらえない。

　結果として──

「そらそら、どうした《叢むら雲くも》さんよお。いつまでもかわし続けることができるってんならそれもいいが、さすがにそうもいかないだろうー？」

　石突きでの打突を掌しよう打だで弾はじきつつ、続き様に繰り出された横よこ薙なぎの一撃は身を屈かがめて避けるが、ゴースはそれを読んでいたように綾斗をガードごと蹴けり飛ばしてくる。

「ぐぅ……っ！」

　星辰力プラーナで防御したものの、その重い一撃に吹き飛ばされた綾斗の身体からだはステージ上を転がった。さすがというかなんというか、格闘技術にも隙すきがない。

　さらに間髪を容れずに追撃を仕掛けてきたゴースの突きは、態勢を立て直す前では回避しきれず、仕方なく《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》で受け止める。

「うぐっ！」

　その際の衝撃で綾斗はもう一度弾き飛ばされるが、今度は空中でバランスを取ってなんとか着地した。

「ふぅ……ごめん、《黒炉の魔剣》」

　手にした純星煌式武装オーガルクスにそう話しかけると、《黒炉の魔剣》も小さく震えてそれに答えてくれる。負担をかけているのは間違いないようだが、《黒炉の魔剣》としてもまだまだやる気のようだ。むしろ、〝煌星[image: ]らいルクスイーター〟に対する怒りのようなものを感じ取ることができる。

　とはいえ、それに甘んじて真っ向から斬きり合うわけにもいかない。

（《黒炉の魔剣》と闘たたかうってことはこんな感じだったんだな……）

　相手の攻撃を受け止めることもできず、こちらの攻撃を受けられてもいけないということがこれほど不自由とは。わかっていたつもりでも、いざ自分で体感してみると厄介なことこの上ない。

「……仕方ないか」

　この試合は当然《処刑刀ラミナモルス》も見ているだろう。対《処刑刀》のために身に着けたこの技は──あくまでその一部だとはいえ──できれば見せたくなかったが、ここで敗やぶれてしまうようでは元も子もない。

　綾あや斗とは一つ溜ため息いきを吐ついてから、右手に持った《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》をだらりと下ろし、半身に構えを取った。深く落としていた腰を上げ、つま先の付け根に体重を移動させる。

　そして。

『おおーと！　なんと天あま霧ぎり選手、闘たたかいの最中だというのに目をつむったー!?』

「おいおい……一体なんの真ま似ねだい、そいつは？」

　呆あきれたようなゴースの声に応えることなく、綾斗は暗くら闇やみの中で神経を集中させる。

　天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうの知覚拡充技術である〝識しき〟の境地は、元より視覚を封じても問題ないくらいに周囲の状況を把握することができるが、これはそれをさらに一段階深化させるためのものだ。

　知覚の範囲を極限まで集中させることにより、対象の気配──その動きの起点のみを感知する。微び細さいな筋肉の動きから呼吸まで、すべてを感じ取る。

　暗く閉じた世界の中で、ゴースの呼吸、心臓の鼓動、筋肉の動き、あらゆる挙動からその意識そのものまですべて『動』を、『静』の世界に浮かび上がらせる。ほんの少しでも集中が途切れれば即座に霧む散さんしてしまうか細い光を探すように、ただただひたすらに知覚を研ぎ澄ませる。

　その上で。

「観念したってわけじゃなさそうだが……まあいいさなあ。やってみりゃわか──」

　刹せつ那な、綾斗は目をつむったままゴースの懐ふところに飛び込んでいた。

「んなっ!?」

　疾はやさは必要ない。ただしかるべき場所に、しかるべき一撃を届けるだけでいい。

　──暗くら闇やみの川を揺蕩たゆたうように、ゆらりと。

　慌てたゴースが迎え撃とうと繰り出した一撃を、しかし綾斗は文字通り首の皮一枚のところで避よけると、《黒炉の魔剣》を一いつ閃せんする。

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術極伝が一──〝[image: ]つごもり〟」

　綾斗がそう呟つぶやいて目を開くと同時にゴースの胸の校章が二つに割れ、地に落ちた。

「試合終了エンド・オブ・バトル！　勝者、天霧綾斗！」

「ははっ、マジかよ……」

　唖あ然ぜんとした顔のゴースをよそに、一呼吸遅れて機械音声が綾斗の勝利を告げる。

　さらにもう一拍の後に、大歓声と喝かつ采さいがステージを包んだ。

『開幕試合決着ー！　大方の予想に反して激戦となったものの、終わってみればやはり勝利を手にしたのは天あま霧ぎり選手です！』

『うん、いきなり見応えのある試合だったわね。いいじゃない、来たかいがあったってものだわ』

　マイクを通して会場に響くミーコの声にはどこかほっとしたような、一方のザハルーラの声には満足そうな色が滲にじんでいる。

「いやあ、参った参ったー」

　と、あっけらかんとした様子のゴースが話しかけてきた。

「途中まではいけるっぽいと思ってたんだけどなあ、最後の技はありゃなんだい？　超高精度のカウンターってところなんだろうが……」

「まあ、そんなところかな」

　綾あや斗とはそう言葉を濁す。さすがに秘伝の種明かしをするわけにはいかない。

「オレが見るに、あの構えを変えたところがポイントの一つだと思うんだよなー。今までの低く腰を落とした古流の構えから重心を変えただろう？　動き出しを重視する姿勢に切り替えたっつーかさ」

「……」

　やはりよく見ている。

　天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術極伝〝[image: ]つごもり〟は、完全なる後の先を成す技だ。攻撃であれ防御であれ回避であれ、相手のあらゆる動きの気配を察してその起点そのものに正確無比なカウンターを叩たたき込こむ──ゴースが得意とするフェイントも、それが真偽いずれかに分化する前であれば同じことだ。

　そしてこれは極伝すべてに共通することだが、極伝の技には一切の型がない。天霧辰明流の極伝とはむしろ理念に近いものなのだ。

　故に、一度見たからといって即座に対応できるものではないだろうが、それでもゴースくらいの使い手となれば二度目が通じる確率はぐっと低くなるだろう。

　もちろん、《処刑刀ラミナモルス》も。

「ふふん、まあいいかー。なんにしろ負けは負けだ。じゃあな、それなりに楽しめたぜ」

　ゴースは相変わらず屈託のない笑えみを浮かべて軽く手を振ると、ゲートのほうへと去っていく。

「あ──」

　綾斗はその背中に声をかけようとして、思い直した。

　滅星煌式武装ロスト・ルクスに関してなど聞きたいことがいくつもあったのだが、尋ねたところで素直に答えてくれるはずもないからだ。

「ふぅ……だけど、初戦からこれじゃ先が思いやられるなあ」

　わかっていたこととはいえ、今回の《王竜星武祭リンドブルス》は一筋縄ではいかないらしい。

　綾あや斗とにとって、それを痛いほど思い知らされた開幕試合となった。

　　　　　　　　＊

「だから言ったじゃないか。あいつは相当手て強ごわいって」

　ゴースがゲートをくぐって通路に戻ると、壁に寄りかかるようにして立っていた小柄な人影がからかうようにそう言った。

「なんだ、おまえさんも来てたのかい」

「そりゃあアスタリスクここに関しちゃボクのほうが先任だもの」

　人影は目ま深ぶかにフードを被かぶっているせいで、その表情は見通せない。

「しかし、うちのトップエースが一回戦敗退とはね。情けないなあ」

「ははっ、返す言葉もないねえ。開幕試合を引き当てた時にはできすぎだと思ったもんだが、どうやら上う手まく使われたみたいだな」

　運営委員会の中にはゴースの正体を見破やぶった上で利用しようと企たくらんだ者がいるらしい。

「でもまあ、相変わらずごまかすのは得意そうで安心したよ。──例の〝煌星[image: ]らいルクスイーター〟、本当はもう予備なんてないんだよね？」

「そりゃあ、こいつは虎とらの子だからなー」

　言って、ゴースは不敵に笑う。

　綾斗にはその動きを縛るために三本目や四本目があるかのように見せかけたものの、ゴースが今回与えられた〝煌星[image: ]らい〟は二本だけだ。

「二本目まで壊されたらどうしようかとハラハラしたよ。それは本来ボクが預かる予定だったんだからね」

「はいはい、わかってるよぉ」

　ゴースは投げやりにそう言うと、人影に発動体を放り投げる。

「それより早く抜け出さないと、いつ警備隊が来るかわからない。さっさとおさらばしようぜ」

　あそこまで大っぴらに滅星煌式武装ロスト・ルクスを使ったのだ。当然気が付く者は気が付いているだろう。

「ま、そうだね。余興は終わり。ボクらの仕事はここからが本番だ」

　人影は発動体を懐ふところに仕し舞まうと、控室とは反対方向へと歩き出した。

　アシュダハから彼らに下された命令は二つ。

　一つはこの《王竜星武祭》に参加して有力選手を潰つぶすこと。これは純粋な嫌がらせで、ゴースとしても相変わらずみみっちいと思わないでもない。無論、仕事は仕事なのでやるだけのことはやったが。

　そしてもう一つは──

「とはいえ、金きん枝し[image: ]へん同盟とやらが何を企たくらんでいるかはまだまだ不透明。キミが動けるようになったのは正直ありがたい。ボク一人で探るのは限界があるからね」

「大会談コンコルデイアを前にどこもかしこも警備が厳重だもんなあー。オレたちみたいのにとっちゃ、動き辛づらいったらありゃしないぜ」

　ここ最近、金枝[image: ]同盟なる組織が暗躍していることはゴースたちが身を置く裏の世界でも密ひそかに噂うわさになっていた。

　アシュダハとしては彼らが統合企業財体に対してどのような影響をもたらすのか図りたいらしい。

　場合によっては彼らの計画に協力することもあるかもしれない。

　当然、その逆も。

「さーて、それじゃ早速働いてもらおうかな。キミはまず埠ふ頭とうの調査を頼むよ、ゴース。ここ数日、入港する貨物船の数が妙に多いんだ。手続き上は問題ないことになってるけど、ちょっときな臭くてね」

「へいへい、了解。まったく人使いが荒いねえ、ルーフ」

　二人はそんな風に小声で話しながら、そのまま通路の陰に溶けるように消えていった。


第五章　予選・二

《星武祭フエスタ》の中の《星武祭》と呼ばれる《王竜星武祭リンドブルス》において、レヴォルフ黒学院は最多の優勝回数を誇る。その理由はいくつかあるが、最もシンプルに説明するならばレヴォルフとは純粋に強者のみが集まる場所だからだ。

　友でもなく、美でもなく、武でもなく、智ちでもなく、誉ほまれでもなく、ただ力のみを求めた者たちの巣そう窟くつ──それがレヴォルフなのだ。少なくとも、その門をくぐるまでは（後の結果として、競争から落ちこぼれた者たちが堕だ落らくしてしまうケースも少なからず存在することは否定できない）。

　校章に刻まれた覇は道どうの象しよう徴ちようたる双そう剣けんはまさしくレヴォルフの精神そのものであり、それ故にレヴォルフの序列争いは熾し烈れつを極める。六学園で最も過酷であり、最も入れ替わりが激しいとされる《冒頭の十二人ページ・ワン》争いは伊だ達てではない。かつては序列一位の座に就ついた者が一晩のうちに引きずりおろされるということもよくある話だった。

　もっとも、あくまでそれも過去の話だ。

　ここ数年、レヴォルフでは序列上位の……具体的に言うならば一位と二位の変動は一切起こっていない。

　すなわち序列一位たる《孤毒の魔女エレンシユキーガル》オーフェリア・ランドルーフェンが──そして、序列二位たるこの男《砕星の魔術師バサドーネ》ロドルフォ・ゾッポがすべての挑戦者を退け続けてきたからだ。

「はっはー！　たまらねえな、このスポットライト！　たまにはこうして表舞台に出てくるのも悪くねえってもんだ！」

　ロドルフォはカノープスドームのステージ上でサングラス越しに煌きらめくライトを見上げながら、上機嫌にそう言った。撫なでつけられた赤髪に、分厚い胸板。にたりと笑った口元には、輝くような白い歯が覗のぞいている。まるで身体からだ中じゆうから匂い立つような生気を発しているかのようだ。

『ひゃっほー！　みんな見てるか見てやがるかー！　ついにあのロドルフォ・ゾッポのご登場だぜー！』

　ハイテンションな実況の声は、このカノープスドーム担当のＡＢＣアナウンサークリスティ・ボードアンのものだ。歯はに衣きぬ着きせぬ物言いに情熱的な勢いのある話しっぷり、何よりもその美び貌ぼうと露出過多な出いで立たちから最近人気急上昇中なのだとか。今もこの真冬に水着姿という正気を疑うような恰かつ好こうだ。

　とはいえロドルフォとしても、どうせ実況されるのであればノリがいいに越したことはない。

『最強の序列二位と謳うたわれながら、今まで決して《星武祭フエスタ》に出場しようとしてこなかったこの男！　巷ちまたの噂うわさでは歓楽街ロートリヒトを根城とするマフィアの頭目であるとも言われているが、そんな凶悪凶暴な《魔術師ダンテ》が果たしてどんな闘たたかいを見せてくれるのかー！』

『あわわわわ！　そこに触れるのはまずいって、クリスティさん……！』

　そこへ慌てたように気弱そうな男の解説が割って入る。こちらはなんでも十年くらい前の《王竜星武祭リンドブルス》ベスト四だとかなんとか言っていたが、生あい憎にくとロドルフォは男には興味がない。

（ああ、しかし解説と言やぁシリウスドームの担当はＺの姉御だったか……くくっ！　妙に縁のある連中が集まってやがるぜ！）

　ロドルフォは喉のどを鳴らしながら、珍しく過去に思いを馳はせた。

　まだロドルフォが幼い時分にいた《研究所》で、競い合った同輩たち。

（Ｄの野郎にＰ、それにＺの姉御。まったく、懐かしいじゃねえか）

《研究所》においては優れた成績を残した者だけが名前を名乗ることが許された。もっとも名前といっても、アルファベット一文字だ。《研究所》史上最高傑作と褒ほめ称たたえられたロドルフォも、当時はＲと呼ばれていた。

　このアスタリスクには他にも《研究所》出身の学生がそれなりにいるようだが、アルファベットを冠した者はロドルフォが知る限りそれだけだ。

「……ロドルフォ・ゾッポ！」

　と、追つい憶おくに浸っていたロドルフォに、鋭い声が飛んでくる。

　見れば正面に立つ界龍ジエロンの制服を着た青年が、怒気に満ちた目でロドルフォを睨にらみつけていた。

「おいおい、おっかねえな。なんだてめえ、俺に恨うらみでもあるってのか？」

「ああ、その通りだ」

　簡潔に答える界龍の青年──序列二十五位の、名前は確か子墨ジーモと言ったか。見るからに生真面目そうな顔付きに、バンダナのような布で髪を覆おおっている。よく鍛きたえられた体たい躯くはいかにも界龍の拳士らしい。

「はっはっはー！　なるほど、そうかそうか！　だったら仕方ねえな！　存分に睨んでくれて結構だ！　どうせそれしかてめえにゃできねえんだからよ！」

　ロドルフォがそう言って笑い飛ばすと、子墨の表情がますます険しくなる。

「……私がおまえを恨む理由は聞かないのか？」

「聞いたところでなんになるよ？　元より恨みなんざ四方八方にバラ撒まきすぎて、一々覚えてられやしねえさ！　ま、てめえが話してえなら止めはしねえがな！」

　すると子墨は重い息を吐いてから、小さく首を横に振った。

「そうか、おまえはそういう男なのだな。……ならば、これは私自身のけじめのために語らせてもらおう。おまえたち《オモ・ネロ》と江湖幇ジヤンフーバンとの抗争は覚えているだろう？」

「あん？　いつの話だそりゃ。あそことやりあうなんぞ日常茶飯事だぜ？」

　江湖幇とは《オモ・ネロ》と同じく歓楽街ロートリヒトに巣食うマフィアの一つだ。構成員は界龍ジエロン出身者が中心で、組織の規模としてはそれほどではないのだが、界かい隈わいでも一、二を争う武闘派として知られている。

「では先の抗争で無謀にもおまえを直接襲った若者に覚えはないか？」

　そこまで言われてようやくロドルフォは思い出した。いつぞや再開発エリアの一角で大規模な戦闘になった際、ロドルフォの護衛を単身で突破してきた鉄砲玉がいたのだ。

「あーあー！　そういやいたな、そんなガキが！　江湖幇のボンクラにしちゃ珍しく骨のあるやつだったぜ！　そうか、てめえあのガキの身内かなんかってわけか？」

「……あいつは不ふ肖しようの弟だ」

　感情を押し殺した声で言いながら、子墨ジーモは武器を取り出して構える。煌式武装ルークスではなく、直径四十センチ程度の金属製の輪に刃が付いたもの──いわゆる乾けん坤こん圏けんと呼ばれている武器だ。

　一方でロドルフォは腕組みをしたまま、悠然と話を続ける。

「ほぉー、弟ねえ。しかしよ、あのガキもこっち側に身をやつしたなら結局は俺と同じ穴の貉むじなだ。やるかやられるかの世界でのことを、外の人間にとやかく言われる筋合いはねえと思うがな。逆さか恨うらみってやつだろ、そいつは」

「その通りだ。道を失して匪ひ賊ぞくに堕おちた者の末路といえばただそれだけのことなのだろう。だが……だがしかし！　たとえそうだとしても、あのような……！」

　子墨はそこまで言うと言葉に詰まったように、歯を食いしばった。

「なんだよ、むしろ感謝してほしいくらいだぜ？　あのガキは俺を楽しませてくれた。人を楽しませることができるやつはいいやつだ。だから命だけは助けてやったんだろうが。──ま、ちょいとばかしバラバラになってたかもしれねえがな！」

　白い歯を見せつけるように、ロドルフォが笑う。

「……貴様ァ！」

「《王竜星武祭リンドブルス》ＢＢブロック一回戦一組、試合開始！」

　子墨が激高した表情で叫ぶのと同時に、校章が対照的なまでに冷たい声で試合の開始を告げた。

「一回戦でおまえとぶつかるとはこれぞ僥ぎよう倖こう！　悪鬼め、報むくいを受けるがいい！」

　大きく跳んで距離を取った子墨は、圏を構えたまま身体からだを捩ねじり──

「破っ！」

　全身のバネを使って右手に持ったそれを投じた。

　直後、空気の壁をぶち破やぶったかのようなとてつもない衝撃波が迸ほとばしり、放たれた鉄環がロドルフォに襲い掛かる。

「おおっ!?」

　ロドルフォは驚きながらもそれをかわしたが、かすってすらいないのにそれがまとう衝撃波だけで制服の袖そでが千ち切ぎれて霧む散さんした。直撃すれば、ただではすまないだろう。

「まだまだ！　もう一撃！」

　さらに左手に握っていた圏けんを続け様に子墨ジーモが放つ。しかも先ほど投じた圏は空中に舞い上がって弧を描くと、まるでブーメランのように戻ってきていた。超高速且かつ超威力の投とう擲てき武器による、前後からの挟み撃ち。

　が、そのヒリヒリとした感覚がロドルフォの口元を喜き悦えつに歪ゆがませる。

「はっはっはー！　なんだよ、おい！　案外やるじゃねえか！」

　ロドルフォが軽やかなステップで飛び交う圏をかわしてみせると、ざわめいていた観客たちから大歓声が降り注いだ。

「くっ……！」

　子墨が悔しそうな表情で、手元に戻ってきた圏をキャッチする──と言っても、無論普通に掴つかめるようなものではない。その勢いを自らも独こ楽まのように回転することによって殺しながら、なんとか捕まえたという格好だ。

「なるほど、てめえもまだまだその玩具おもちやを上う手まく扱あつかえてねえってところか。で、一体全体そいつはなんだ？　純星煌式武装オーガルクスってわけでもなさそうだが……」

　かといって、ただの金属製の鉄環があのような威力を出せるはずもないだろう。

　見れば圏の衝撃波により、その軌道に沿うようにして地面がえぐられている。

「……これは我が師父《万ばん有ゆう天てん羅ら》が作りし仙せん具ぐ〝混こん弄ろう圏けん〟。本来は門外不出である界龍ジエロンの宝を、我が師父は寛大にも私に預けてくださったのだ。ロドルフォ、おまえへの仇あだ討うちのためにな！」

「おおー、そいつが仙具か！」

　界龍の仙具についてはロドルフォも噂うわさに聞いたことがあるが、実物をその目で見るのは初めてだ。

「いいぜいいぜ！　もっと俺を楽しませてくれよ！」

「ほざけ！」

　子墨が再度圏を放ち、ステージ上に衝撃波が荒れ狂う。

『おおーっ！　こいつはすっげー！　風を切きり裂さくどころか、空間ごとえぐりとるかのような猛もう攻こうだー！　あのロドルフォが防戦一方、まるで手も足も出せてねーぞー！　もしや噂ほどじゃねーのか、《砕星の魔術師バサドーネ》ー！　いやいや、それとも飛び道具に頼りまくりの子墨ジーモがチキン野郎なのかー!?』

『まあ、彼相手に接近戦を仕掛けるのは自殺行為だからね。誰だって遠距離攻撃に徹するはずだよ。とはいえ、この武器の破壊力は想定外だけど……』

　そう。解説の言う通り、少しでもロドルフォについて知っている者ならば、まずその間合いに入ろうとは思わない。だからこそ、ロドルフォは今まで散々そのレンジの外から攻撃を仕掛けられてきたわけだが、今回はその中でもかなりイケているほうだ。少なくとも遠く離れたビルからの狙そ撃げきや、複数人でとにかく無数の光弾をぶちかましてくるようなつまらないやり口とは一味も二味も違う。

　……とはいえ、だ。

「ただ速いだけの攻撃なんざ、慣れちまえば当たるほうが難しいぜ！　まさかこれだけってわけじゃねえよな？」

　ロドルフォはすでに混こん弄ろう圏けんとやらの攻撃を見切っていた。投とう擲てき武器はどうしても軌道が読みやすい。多少の変化は付けられるようだが、それこそ自由自在に動かせる煌式遠隔誘導武装レクトルクスのような武器のほうが速度や威力で劣っていてもよほど厄介だ。

「ならば、これでどうだ……！」

　すると子墨は両腕を後ろに伸ばした状態から、今度は両腕を交差させるようにして同時に左右の圏を投じた。左右から襲いくる圏をロドルフォは難なくかわしたものの、一体どういう力が働いているのか、そのうち一つはそのままロドルフォの周囲を直径数メートル程度の楕だ円えん軌道を描いたまま回り続けている。圏の軌道周回による檻おりというわけだ。

　もう一つはすぐにまた子墨の手元へと戻っていったが、子墨は帰ってきた圏を回転しながら受け流し、勢いを殺すことなく即座にまた投げ返してくる。

「おおっと、こいつはまずいな……！」

「これならばそうそう避よけられまい！」

　勝ち誇った子墨の言うように、周囲を圏の軌道に囲まれている以上身をかわそうにもほとんど空間がない。

「……ま、仕方ねえか」

　ロドルフォはそうつぶやくと、その衝撃波を星辰力プラーナの防御で耐えつつ襲い掛かってきた圏を片手で掴つかむ。

　当然その勢いで身体からだごともっていかれそうになるが、ロドルフォは子墨と同じように身体を回転させて勢いをコントロールしつつ、さらに周囲を回っていた圏にぶつけ合わせた。

「おらぁ！」

「な……っ!?」

　超威力の投擲武器同士がかち合えば、結果は言うまでもない。

「はっはっー！　なんだ、仙せん具ぐとやらも存外脆もろいもんだなおい！」

　ロドルフォが粉々に砕け散った混こん弄ろう圏けんの残ざん骸がいを見ながらそう嘲あざけると、子墨ジーモは呆ぼう然ぜんとした表情で力なくつぶやいた。

「馬鹿な……混弄圏を掴つかみ取とるなど……」

「ああん？　てめえにできて俺にできねえ道理はねえだろ？　目の前であれだけやり方を見せられりゃあ十分だ」

「っ！　まさか、見ただけで……？」

　愕がく然ぜんとする子墨には構わず、ロドルフォが続ける。

「そんなことより他の仙せん具ぐはねえのかよ？　今のは中々楽しめたぜ！　ぜひとも次の弾を見せてもらいたいもんだな！」

「……！」

　再度白い歯を見せて笑いながらロドルフォが両手を広げると、子墨は奥歯を噛かみしめながら拳けん銃じゆう型の煌式武装ルークスを取り出した。

「……なんだそりゃ？」

　どう見ても予備のバックアップであろうその煌式武装に、ロドルフォはがっくりと肩を落とす。

「はぁ……どうやら品切れみてえだな」

「黙れ、外道が！」

　子墨が叫びながら撃ってくる光弾を片手で弾はじきながら、ロドルフォは頭の中でスイッチを切り替えた。

　ロドルフォのモットーは人生を楽しむことだ。人生を楽しむこととは日々を楽しむことで、日々を楽しむこととは楽しいと思える時間を増やすことだ。たとえばそれは美う味まい飯を食うことであったり、いい女を抱くことであったり、ギャンブルに興じることであったり、闘たたかいのスリルを感じることであったり様々だが、肝心なのはその場その場で最も楽しめるよう自分の視点を切り替えることにあるとロドルフォは思っている。

　かつて公式序列戦でオーフェリア・ランドルーフェンに敗やぶれた際も、ロドルフォはその敗北そのものを楽しんだ。なぜならばオーフェリアはロドルフォが初めて出会った『明確に自分よりも強い存在』であり、ロドルフォは生まれて初めて凌りよう駕がすべき目標を得たからだ。

　だから今度も、これ以上のスリルを得られないのであれば楽しみ方を切り替えればいい。

「そんじゃ、次はこっちからいかせてもらおうか」

　ロドルフォはそう言うと、ホルダーから発動体を取り出して煌式遠隔誘導武装レクトルクスを起動させる。

『な、なんだありゃあ!?　でけえ！　でかすぎるぜ！　ロドルフォが起動させた煌式遠隔誘導武装は全部で三本！　ただしどいつもこいつも超重量級だー！』

『ううーん、煌式遠隔誘導武装レクトルクスは大型化すればするほど扱あつかいが難しくなるはずなんだけどな……』

　ロドルフォ愛用の煌式遠隔誘導武装は、一メートルを超える光こう刃じんを備えた特殊仕様だ。

　煌式遠隔誘導武装と言えば星せい導どう館かん学園の《華焔の魔女グリユーエンローゼ》が使うノヴァ・スピーナがその代名詞のようになっているが、同時に六本の端末を操るというのは相当に卓越した空間把握能力がないと難しく、ロドルフォにも真ま似ねはできない。

　一方で端末の大型化には空間把握能力ではなく、増大した出力を制御するための細やかな星辰力プラーナコントロール技術が求められる。ロドルフォの適性はむしろこちらにあり、それを突き詰めた結果がこの三本の大型煌式遠隔誘導武装だった。なお母機は腕輪型になっているが、これはロドルフォの能力と併用する際邪魔にならないようにするためだ。近接戦闘の距離であれば、ロドルフォにとってはどんな武器よりも自身の能力のほうが頼りになるのだから。

「さあ、楽しくやろうぜ、楽しくよお！」

　ロドルフォが腕を振ると、三本の端末が一斉に子墨ジーモへと斬きりかかる。

「ちぃっ！」

　さすがは界龍ジエロンの序列入りだけあって、身のこなしは一流だ。上下左右から襲いかかる光刃を曲芸のように飛び跳ねながら回避しつつ、手にした拳けん銃じゆう型煌式武装ルークスで果敢にも端末に反撃している。もっとも、ロドルフォの操る大型煌式遠隔誘導武装はその程度の豆鉄砲ではびくともしないが。

「はぁ……はぁ……！　ぐっ！」

　やがて子墨の息が切れかけてきたところを端末の一本が狙ねらい済まし、その手の煌式武装を真っ二つに両断した。

「はははははは！　これで武器もなくなったな！　さて、どうする界龍の拳士さんよ？」

　ロドルフォは高笑いをしながら一度端末を呼び戻す。

　子墨は一瞬怯ひるんだような顔を見せたが、すぐに強い意志でそれを押し込めると改めて構えを取った。

「たとえ刀折れ矢尽きようとも、私にはまだ拳こぶしがある！」

「いいねえ、そうこなくっちゃな！」

「参る！」

　子墨は爆発的な踏込で一気に間合いを詰めてくると、渾こん身しんの力を込めたであろう拳をロドルフォの腹部へ叩たたき込こんだ。

　が。

「……どうした？　今何かしたか？」

「──っ!?」

　子墨ジーモの顔に驚きよう愕がくが広がる。

　界龍ジエロンの拳士が星辰力プラーナを集中させた一撃をまともにくらえば、いかにロドルフォといえども相応のダメージは免まぬがれない。

　それは事実だ。

「う、うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　子墨は絶叫しながら拳こぶしを、掌しよう打だを、蹴けりを、雨あられとロドルフォにぶつけてくるが、そのどれもがロドルフォに傷一つ付けることができていなかった。

　これこそが《魔術師ダンテ》としてのロドルフォの能力──星辰力への干渉。

　ロドルフォは一定範囲内における星辰力を自在にコントロールすることができる。それがたとえ他人の星辰力であろうとも、だ。

　界龍の拳士は攻撃の際に拳や脚に星辰力を集中させて攻撃力を高める術に長たけるが、ロドルフォがそれを阻害し霧む散さんさせているため、あくまでただの拳でありただの蹴りにすぎない。無論、それでも常人と比較すれば破格の威力を持つのだが、星辰力で防御してしまえばそこまでだ。

「ぐ……！　う、うああ……」

　いつしか疲れ果てた子墨が、崩れ落ちるようにがくりと膝ひざを突く。

「おっと、お疲れだな。それじゃ、そろそろ終しまいにするか？」

　ロドルフォがそう言ってにやりと笑うと、表情を失った子墨の瞳ひとみを絶望が支配するのがわかった。

　弱者を嬲なぶり、蹂じゆう躙りんする。まさしく最高の気分だ。

「──思いのほか楽しかったぜ」

　その言葉と同時に、子墨の全身が爆発した。

　より正確に言うならば、ロドルフォが子墨の星辰力に干渉して暴発させたのだ。無意識化でも星辰力はまず生命を守るよう働くため、本来なら決してありえない現象だが、ロドルフォにはそれが可能だった。

　だからこそ、誰しもがロドルフォを恐れ、こう囁ささやき合うのだ。

《星脈世代ジエネステラ》である限り、決してロドルフォ・ゾッポに勝つことはできないと。

「試合終了エンド・オブ・バトル！　勝者、ロドルフォ・ゾッポ！」

　　　　　　　　＊

　──プロキオンドーム、界龍第だい七なな学がく院いん特別観覧室。

「ふむ、子墨は敗やぶれたか。まあ、そうであろうな」

　その身体からだには大きすぎる椅い子すにちょこんと腰かけ、頬ほお杖づえを突きながら空間ウィンドウで試合を見ていた星露シンルーが、溜ため息いき交じりにそう言った。

「残念です。それに師父からお預かりした貴重な仙せん具ぐまで……誠に申し訳ありません。木派の代表として、お詫わび申し上げます」

　隣に控える虎峰フーフオンとしてはただただ頭を下げるしかない。

　何しろ子墨ジーモは木派の一員であり、虎峰が特に目をかけていた門弟なのだ。虎峰も責任は免まぬがれないだろう。

「よいよい、初代や先代が拵こしらえたものならばともかく、今の儂わしが作った仙具など所しよ詮せんは手て慰なぐさみの品よ」

　それほど興味もなさそうにひらひらと手を振る星露を見て、虎峰はほっと胸を撫なで下おろす。もっとも、仙具を失ってしまったことに関しては、何よりも子墨本人が気に病んでいるはずだ。情報によれば意識を失っただけで命に別状はないとのことだが、いずれにせよしばらく入院しなければならないのは間違いない。早く今の星露の言葉を伝えて、せめて心の負担くらいは軽くしてやらねば。

「それよりもロドルフォ・ゾッポ、やはり恐るべき男よな。《魔術師ダンテ》としての才覚は当然として、身体能力、戦闘センスに戦闘技術、どこをとっても図抜けておる。まさしく百年に一人の天才じゃ」

「へー、師父にそこまで言わせるとはこりゃ本物ねー」

　星露を挟んで反対側に控えるセシリーが驚いたように目を丸くする。

　虎峰としても認めたくはないが、確かにロドルフォの強さは圧倒的だった。おそらく虎峰が闘たたかったとしても勝機はほぼないだろう。とにかく界龍ジエロンの拳士とは相性が最悪なのだ。

「……大師兄ならばあの男に勝てましょうか？」

　おそるおそるそう尋ねると、星露は珍しく腕組みをして考え込んでしまった。

「うーむ、難しいのう。戦闘技術そのものは暁彗シヤオフエイのほうが勝っておる。が、それでもロドルフォ・ゾッポの能力に対応する術すべはあるまい。何よりも……今のあやつの強さがわからんのではな」

「う……」

「大師兄、まさか帰ってくるのが間に合わないなんてことは……ないですよねー？」

　セシリーも困ったような苦笑いだ。

《王竜星武祭リンドブルス》までには戻ってくるとの知らせをよこした暁彗だったが、なんと未いまだに武者修行の旅から帰ってきていなかった。

　試合は明日。このままでは不戦敗である。

「はぁー……せめて携帯端末くらい持って行ってくれてたらねー」

　修行の邪魔になると言って連絡手段を断ったのは暁彗本人だ。

「ま、いないものは仕方があるまいよ。それに……ロドルフォ・ゾッポの相手をするならば、こやつのほうがよほど適任であろう」

　星露シンルーの言葉にはっと視線をステージへ向けると、そこには界龍ジエロンの制服に小紋を羽は織おった黒髪の女性が姿を現したところだった。

「おー、きたきたー！　がんばれー、冬ふゆ香かー！」

　それを見たセシリーが、無む邪じや気きに応援の声を張り上げる。

『さーて！　お次の試合は界龍の序列三位《神しん呪じゆの魔ま女じよ》こと梅うめの小路こうじ冬香選手と、アルルカントの序列三十二位《神辣腕アイガイオン》ことサンジーヴ・ジェイン選手によるＹブロックの一回戦！』

『何かと謎なぞが多い界龍の序列上位陣、最後の一人がついにお出ましってとこやね。いうても、肝心要かなめの序列一位がまだ《星武祭フエスタ》には出てけえへんっちゅーか年齢的にまだ出られへんのよ』

『でもでも、序列二位の武ウー暁彗シヤオフエイ選手は前回の《獅鷲星武祭グリプス》に続き今大会にも出場してるもんね！　いよいよ界龍神秘のベールが開け放たれるのか、乞こうご期待！』

　いかにも軽快な調子の実況と解説は、プロキオンドーム専属のような形になっているＡＢＣアナウンサーのナナ・アンデルセンとアルルカントＯＧの左さ近こん千歳ちとせだ。本来解説にはその《星武祭》で実績のある元選手などが選ばれるのが通例なのだが、なぜかこの千歳だけはそういったものとは関係なく呼ばれ続けている。

『対するアルルカントのジェイン選手は、《獅子派フエロヴイアス》実じつ践せんクラスの選手やね。センティマニデバイスの改良版をひっさげて、いざ下げ剋こく上じようなるかいうところやろなあ』

「げっ……」

「うわ……」

　センティマニデバイス。

　その単語を聞いた途端、虎峰フーフオンとセシリーの顔が同時に曇くもる。

「ほっほっほ！　そうかそうか、ぬしらには苦い記憶かえ」

「……未熟だった昔の話です」

「今やったら絶対負けないですしー」

　からかうような星露の口調に虎峰とセシリーが向きになって否定するのは、実際痛いところを突かれているからだ。

　まだ二人が星露の門下に入る以前、タッグを組んで出場した《鳳凰星武祭フエニクス》決勝戦で相対したアルルカントの学生が使っていたのが、他ならぬこのセンティマニデバイスだった。奮闘むなしく準優勝に終わったあの悔しさは、虎峰も忘れていない。

（あの厄介な武装を相手に、冬香さんがどう闘たたかうのか……）

　実のところ虎峰もまだ冬香の使う秘術とやらは見せてもらっていなかった。

　星露シンルーに一撃を入れたという梅うめの小路こうじ家千年の秘奥。

　いよいよその正体がわかるとあって、虎峰フーフオンはぐっと身を乗り出した。

「──闘たたかう前に一言よろしいですか、レディ」

　黒髪に褐かつ色しよくの肌、フレームレスの眼鏡めがねといったいかにも優男然としたその青年──サンジーヴは、そう前置きしてから冬ふゆ香かに話しかけた。

「まぁ……どないしはりましたん？」

　頬ほおに手を当て小首を傾かしげる冬香に、こほんと咳せき払ばらいをしてゆっくりと口を開く。

「今回我ら《獅子派フエロヴイアス》が用意したセンティマニデバイスの最新型は、最高傑作だと自負しております。場合によっては卑ひ怯きよう者ものとの誹そしりを受けるやもしれませんが、それも覚悟の上。レディもどうぞ恨うらんでいただいて結構です」

「それはそれは、えらい気きい遣つこうてもろて、すんまへんなぁ」

　にっこりと笑えみを返す冬香は、まるで動じた様子もない。

　サンジーヴはもう一度、今度は少し大きめの咳払いをしてから言葉を続ける。

「ごほん……！　まあ、信じられないのも無理はありません。あなたのデータはほとんどありませんが、それでもこうして対たい峙じすれば僕にもある程度その力は推し量れます。一対一ならば、天地がひっくり返っても僕があなたに勝つのは不可能でしょう」

　そう言いながら、サンジーヴはセンティマニデバイスを起動させた。

　と、背中のバックアップユニットから、金属製の腕が全部で八本生えてくる。その内半分には遠距離攻撃用の銃型煌式武装ルークスが、残りの半分には近接戦闘用の剣や槍やりといったタイプの煌式武装が装備済みだ。

「従来のセンティマニデバイスが扱あつかえる副腕は二本が限界でした。それもあくまでサポートを行うための補助具でしかなかった。しかし、この新型は脳手術によってバイパスを形成し、まさしく自分の腕を増やしたような感覚で扱うことができるのです！」

　今回もまたエルネスタやカミラがそうしているように、自律式擬形体パペツトを使用した場合は代理出場となってしまう。かといって通常の戦闘用擬形体を何体揃そろえようと《星脈世代ジエネステラ》の相手にはならないし、ナルシスが作り上げた現時点で最高峰の戦闘用外骨格も一級線の選手には通用しなかった。

　しかしこの新型センティマニデバイスであれば、個の能力を維持したまま数的有利に変換することが可能なのだ。使用者のそれを合わせれば合計十本の腕──つまりこれは一対一の個人戦である《王竜星武祭リンドブルス》において、一方的にチームで挑むことができるということを意味する。これがどれほど有利なことかは論じるまでもないだろう。

　しかも連係においては決して齟そ齬ごが生じぬ、まさに完全無欠のチームだ。

「おお、怖い怖い。そない恐ろしいもん出しはったら、逃げ出してまいとおすわぁ」

　それでもなお、言葉とは裏腹に冬ふゆ香かはにこにことした笑えみを崩さない。

「……いいでしょう。ではその余裕がいつまで持つか、試してさしあげますよ、レディ！」

　サンジーヴは口角を引ひき攣つらせながらそう言った。

「《王竜星武祭リンドブルス》Ｙブロック一回戦一組、試合開始！」

　試合開始の合図と共に、サンジーヴは銃型煌式武装ルークスを装備した腕を伸ばして様々な角度から狙ねらいを付ける。伸縮自在で関節も存在しない機械の腕は、どちらかと言えば触手と呼んだほうが近いだろうか。

「んー、確かにあちこちから狙われんのは、あましええ気はしいひんわぁ。つきおうてられんさかいに、こっちもお友達に助けてもおかいなぁ」

　冬香がそう言いながら懐ふところから取り出したのは、一本の扇子だった。一見するとただの扇子のようだが、よく見ればその骨から扇面に至るまで、びっしりと複雑な模様や呪じゆ文もんが描かれている。

（いや……違う！　あれは呪じゆ符ふだ！　描かれているのではなく、あの扇子自体が呪符の集合体なのか……！）

　界龍ジエロンの道士タオシーたちが使う術式補助用具。何が仕込まれているのかはしらないが、このまま好き勝手に発動させるのは上う手まくないだろう。その前に一気にケリをつけなくては。

「撃てー！」

　サンジーヴの号令と共に五本の腕から、無数の光弾が冬香に降り注ぐ。

　が、しかし。

　光弾の雨はまるで陽炎かげろうのように揺らめく冬香の身体からだをすり抜けるだけだ。

「幻術!?　いや、だがいつの間に……！」

　慌てて周囲を探すと、サンジーヴの死角に立っていた冬香が、舞うようにして手にした扇子を扇あおいだところだった。

「──急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう、勅ちよく」

　可か憐れんでたおやかな声が響くと、ステージ上に巨大な魔法陣が展開してもうもうとした白煙が吹き上がる。

　そして──

「ひっ……!?」

　その煙の中から現れた異形の化け物たちに、サンジーヴは思わず腰を抜かしてへたり込んだ。巨大な一つ目の鴉からすや、巨大な頭に一歩足が生えた怪物、鎧よろいを着こんだ骸がい骨こつや、鋭い牙きばが並んだ口を持つ岩の塊、大きさも姿も様々で、その数は優に数十……いや、百体はいるだろうか。

「な……な……っ！」

「ふふ……いつ見てもうちの式神さんらはほんま可か愛いらしいなぁ」

　冬ふゆ香かはうっとりした声で化け物の群れを眺めているが、サンジーヴはそれどころではない。見れば化け物たちは皆、明らかに自分の意思を持って各々自由に動いている。冬香が操っているわけではないのだ。

「ひ、卑ひ怯きようだ！　反則だ！　こんな、こんなものが認められるはずがない！」

　サンジーヴはそう喚わめきながらもにじり寄ってくる化け物たちを十本の腕で薙なぎ払はらうが、多勢に無勢なのは否いなめない。見る間に一本、また一本と腕が引き千ち切ぎられ、破壊されていく。

「く、くくく来るな！　来るなー！」

　サンジーヴはへたり込んだまま後ずさりするようにして下がるが、気が付けばステージの隅へと追い詰められてしまっていた。

『あー、ジェイン選手は反則みたいに言ってるけど……実際のところどうなのかな？　千歳ちとせさん、知ってる？』

『過去にも召喚系の能力者は少ないながらもおったからなあ。有名どころだと、《翡ひ翠すいの黄昏たそがれ》で大暴れしたギュスターヴ・マルローみたいなんもおるし。本人の能力で呼び出した存在である以上、自律行動しても問題なしっちゅうのが運営の判断やね』

『だそうでーす！　ジェイン選手、残念！』

「そ、そんな……！」

　愕がく然ぜんとするサンジーヴに、冬香がころころと鈴の音のような声で笑いながら小さく手を振った。

「ほな、アルルカントの旦だん那なはん──百ひやつ鬼き夜や行こう、あんじょう味わいよし」

　化け物の群れに飲み込まれていくサンジーヴを見ながら、虎峰フーフオンはごくりと生なま唾つばを飲み込んだ。

「これが冬香さんの、梅うめの小路こうじ家の秘術……」

　なるほど、これは確かに驚異的な術だ。呪じゆ符ふという補助具を介しているとはいえ、とても人間業とは思えない。

　そう思っていたのだが。

「たわけが、こんなものはただのこけおどしじゃ。梅小路が式神の作成と使役に特化した一族であるのはその通りじゃが、今回冬香が呼び出したのは下級の小物共にすぎん」

　隣に座る星露シンルーから、そのような叱しつ責せきを受けてしまった。

「そ、そうなのですか？」

「それこそ天あま霧ぎり綾あや斗とあたりであれば《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の一振りで消し飛ぶ程度の有象無象よ。第一、ぬしはこの儂わしがあのような妖あやかしの出来損ない共に一撃くらわされたとでも？」

「い、いえ、まさか！　そのようなことは……！」

　とっさに首をぶるぶると横に振る虎峰フーフオン。

　よくよく見れば式神たち一体一体はそれほどの強さでもないようだ。だとしたら、この百倍数がいようとも星露シンルーの敵ではないだろう。

「ま、星せい仙せん術じゆつを学んでるあたしとしてはこれでも十分驚異的なんだけどねー。冬ふゆ香かにはまだ、とっておきがいるのよ」

「とっておき？」

　セシリーの言葉を鸚鵡おうむ返しに問うと、その代わりに星露がさも楽しそうに含み笑いをしつつ答えてくれた。

「くふふふ！　そうじゃ、それこそ梅うめの小路こうじの一族が千年にわたって練り上げてきた究極の式神──その名を冥めい慟どう鬼きという」


第六章　予選・三

《蛇じや剣けんオロロムント》は、現在星せい導どう館かん学園が所有する純星煌式武装オーガルクスの中でも一ひと際きわ危険な『呪のろいの剣』と呼ばれている。牙きば状の光こう刃じんが連結して無限伸縮するその蛇腹剣は、かすり傷からでも相手を幻惑に誘う毒を持つ強力な純星煌式武装だが、危険とされるのはむしろその代償のほうだ。

　起動すると同時に訪れる麻薬のような多幸感は抗あらがい難がたく、そのためこの純星煌式武装の使い手はいつしか戦闘時以外にも常に起動しているようになる。一方で起動中は少しずつだが確実に星辰力プラーナが消費されていく上、依存性も極めて高く、その使い手はまさしく中毒患者のように心身を蝕むしばまれやがて廃人と化すのだ。

　一定期間引き離せば回復するものの、多くの使い手は依存性が消える前になんとかして再びこの呪われた剣を手に入れようと、新たな使い手を襲ってまで奪おうとする（厄介なことにこの純星煌式武装はどんな使い手であろうと高い適合率を示すため稼働率が高い）。《蛇剣オロロムント》の使い手となった者に降りかかる最初の呪いは、以前の使い手を倒すことだとはよく言われる話だ。

　そんな呪われた剣を四年近くにわたって使い続けながら、未いまだ壊れることなく星導館学園序列三位の座を守り続けている男こそ《輪蛇王》ファードルハ・オニールである。

「くふぅ……今回はダウナーなほうか」

　病的なまでにげっそりと痩やせ、その瞳ひとみだけを爛らん々らんと輝かせたファードルハは、シリウスドームのステージ上でくすんだ栗くり色いろの長髪を掻かき揚あげながらうっとりとそう言った。

《蛇じや剣けんオロロムント》の代償は圧倒的な昂こう揚よう感をもたらすアッパータイプと、深く静かな恍こう惚こつ感かんが訪れるダウナータイプの二種類が存在し、どちらになるかは起動するまでわからない。

「……ああ、今日も素敵だよオロロムント」

　チキチキと光こう刃じんがかち合う音を立てながら、自分の身体からだに巻きついてくる《蛇剣オロロムント》に目を細めるファードルハ。

　純星煌式武装オーガルクスには適合率だけでは測れない相性というものがある。星せい導どう館かん学園のクローディア・エンフィールドと《パン＝ドラ》、或あるいはガラードワースの前《聖騎士ペンドラゴン》であるアーネスト・フェアクロフと《白濾の魔剣レイ＝グレムス》のように、厄介な代償とも上う手まく付き合っていける使い手は大概そのコツを捉とらえているものだ。その点はファードルハも同様だった。

　ファードルハは知っている。《蛇剣オロロムント》はただ寂しいだけなのだと。繋つながりを求め、使い手を繋ぎ止めたいが故にそうしているだけなのだ。

　だからこそ、ファードルハはその多幸感に浸りつつも溺おぼれることはない。己を律し、一日の起動時間を厳しく定め、それを守り続けている。すべては少しでも長く、この純星煌式武装に寄り添うため──そう、これは愛だ。ファードルハ・オニールは、《蛇剣オロロムント》を愛している。《蛇剣オロロムント》が彼を愛するように。

「きしししししししし！　いやはや、これは重ちよう畳じよう。こんなに早く純星煌式武装を相手にできるとは思ってもいませんでしたよ」

　と、正面に立つ対戦相手の女性が不気味な笑えみを浮かべながらそう言った。肉付きの薄い身体に長い手足、大きな眼鏡めがねに三さん白ぱく眼がん、アルルカントの制服の上から白衣をまとい、髪はセミロングで大きなヘッドホンのような機械で押さえつけるようにしている。

　名前は確か──

『さあさあ、いよいよ試合開始時間が迫ってまいりましたが……ザハルーラさん、やはりポイントは研究クラスの所属であるローランズ選手が、あの《蛇剣オロロムント》に対してどのように立ち向かうかでしょうか？』

『《大博士マグナム・オーパス》と言えばそっちの道じゃ知らない者はいない落星工学の天才科学者よ。それがまさか自分自身で出てくるとは思わなかったけど……』

　そう。ローランズ。ヒルダ・ジェーン・ローランズだ。

　ざっと調べてみたところ、実況のミーコが言ったように研究クラスの学生らしい。確か《超人派テノーリオ》とかいう派閥のトップだとか。先の《獅鷲星武祭グリプス》のチーム・アンドロクレスのように戦闘能力を有する研究クラスの学生も存在しなくはないが、少なくともこのヒルダにはそのような実績は何もなかった。

「……ま、どうでもいいか」

　元よりそれほど興味もない。

　というより、ファードルハにとっては《蛇じや剣けんオロロムント》以外のすべてがどうでもよかった。今はただこの大会で優勝し、望みとして《蛇剣オロロムント》を正式に自らの所有物とすることしか考えていない。

　どうせどのような相手であれ、《蛇剣オロロムント》が一ひと太た刀ちを浴びせればそれで試合は終了だ。そして変幻自在に動き回り、三百六十度あらゆる角度から攻撃可能なこの純星煌式武装オーガルクスの刃を、完全に掻かい潜くぐるなどいかなる達人であろうとも不可能と言えた。

「あー、スキル・インスタレーション装置のほうはいまいち調整が上う手まくいってないようですねえ。最低限の出力でやるしかありませんか」

　ヒルダは頭のヘッドホンのような機械を指で何度か叩たたきながら、まるで緊張感のない様子で何やらぶつぶつと独り言をつぶやいている。

「《王竜星武祭リンドブルス》Ｉブロック一回戦三組、試合開始！」

　──先手必勝だ。

　ファードルハが腕を振ると、その意を受けた《蛇剣オロロムント》はその名のごとく蛇のように無数の光こう刃じんでできた身体からだをくねらせ、ヒルダへと襲い掛かる。その速度は並の選手であれば見切ることさえできないだろう。

　だが。

「ん……？」

　鎌かま首くびをもたげたその切っ先が、ヒルダの頭上でピタリと止まる。

　ファードルハがそのような命令を下したわけではない。手の中の《蛇剣オロロムント》からも戸惑いが伝わってくる。しかも一度引き戻そうとしても、びくともしないのだ。何か見えない力で押さえつけられているかのように。

「きししししししし！　なるほどなるほど、やはりこの程度の純星煌式武装であれば苦にもなりませんか」

　ヒルダは身動き一つしていない。だらりと両腕を下げ、鋭い歯を覗のぞかせながら不気味な笑い声を上げているだけだ。

『こ、これはどうしたことでしょう!?　オニール選手の攻撃が途中で止まってしまった……？』

『違うわよ、馬鹿！　よく見なさい！　あんたも《星脈世代ジエネステラ》ならわかるでしょ！』

　ザハルーラのその言葉に一瞬遅れて、ファードルハも気が付く。

「な、んだ……？　それは……」

「きししししし！」

　ヒルダの体内から、膨大な星辰力プラーナが膨れ上がっている。その量たるや、とても人間のものとは思えない。それこそ、こんな化け物のような量の星辰力はあのオーフェリア・ランドルーフェンくらいしか……。

『あっ!?　うわっ！　ほ、本当だ！　え、あれ、じゃあ、これは……』

『ありえないくらいの万応素マナが変換されてるわね。つまり──ヒルダ・ジェーン・ローランズは《魔女ストレガ》よ。間違いないわ』

『で、ですが、そんなデータは……』

　困惑した様子のミーコ同様、ファードルハもまた混乱していた。

　ヒルダが《魔女》であったことに、ではない。国家登録されていない《魔女》や《魔術師ダンテ》などの存在は周知の事実だし、それを《星武祭フエスタ》まで隠し通すなどということも少なからずある話だ。

　そうではなく、ヒルダが《魔女》の能力で《蛇じや剣けんオロロムント》を完全に押さえつけている事実に驚きよう愕がくしているのだ。原則的に、《魔女》や《魔術師》の能力は純星煌式武装オーガルクスに及ばない。たとえば同じ炎を放つ能力を持った能力者と純星煌式武装がその力をぶつけ合えば、絶対に後者が勝る。これは揺るがない不文律だ。

　無論、条件によってはその攻撃を弾はじいたり防いだりすることも不可能ではないとはいえ、そもそもの出力が違う純星煌式武装の動きそのものを《魔女》の力で抑え込むなどありえないはずなのだ。

『これは……一体なんの能力なの？　風？　磁場？　いや、違うわね……』

　ザハルーラの声も信じられないといったように震えている。観客にもこの状況の異様さが伝わったのか、不気味がるようなざわめきが静かに広がっていくのがわかった。

「さてさて……お次は、と」

　そんな周囲に構うことなく、ヒルダが無む造ぞう作さに腕を振る。

　と、突如ファードルハの身体からだは意識が吹き飛ぶかのような強い衝撃と共に弾き飛ばされた。

「ぐぁっ!?」

　ごろごろと地面を転がりながらも、ファードルハの視線は再度ヒルダが腕を振り上げる姿を捉とらえている。

（まずい……！）

　とっさに跳ね起きると、寸前までファードルハが倒れていた地面が何か見えない力に押し潰つぶされるかのようにひび割れへこんだ。

（回避可能ということは、少なくとも直接対象に干渉する能力ではないということか）

　冷や汗を拭ぬぐいつつ、ヒルダの能力を少しでも分析する。

「ほほう、さすがは序列三位。いい反応ですね。……いや、今のはあたしの追撃が遅かっただけですか。うん、そうかもしれません。きしししし、まだまだ慣れませんねえ」

　ヒルダは相変わらず一人でぶつぶつと独りごちているようだが、ファードルハはその隙すきに手放してしまった《蛇じや剣けんオロロムント》の下へと戻ろうと走り出した。

「おおっと！」

　そんなファードルハを止めるようにヒルダが腕を振るが、見えないだけの攻撃など序列上位者にそう何度も通じるものではない。軽やかなステップでその『何か』を回避すると、口元を歪ゆがめた。

「俺とオロロムントを舐なめるなよ……？」

「はい？」

「散！」

　ファードルハが空中に固定されている《蛇剣オロロムント》へ腕を伸ばしてそう命じた途端、その純星煌式武装オーガルクスの刀身を構成する無数の光こう刃じんが爆発したかのような勢いでヒルダへ向けてばら撒まかれた。

「おおっ？」

　空中で指向性散弾の詰まった地雷が爆発したようなものだ。とてもそのすべてを回避できるようなものではない。

　ヒルダもその能力を使ってなんとか防いではいたようだが、よく見れば身体からだのあちこちに切り傷ができている。

　そして《蛇剣オロロムント》にとってはそれだけで十分だった。

「あら……？　あらら……！　これは上う手まく立っていられませんね。なるほどなるほど、これがオロロムントの毒ですか」

　がくりと膝ひざを突いたヒルダは、額を右手で押さえながらそう呻うめく。

《蛇剣オロロムント》の毒は即効性だ。すでに眩暈めまいと倦けん怠たい感かんで満足に星辰力プラーナを集中させることもできないだろう。《魔女ストレガ》にとっては致命的だ。

　空中に固定されていた《蛇剣オロロムント》が、ヒルダの能力から解放されたのかどさりと地面に落ちる。更にその刀身にはもう新な光刃が形成されつつあった。

「いやいや、これはお見事です。まさか離れていても純星煌式武装を操作できるとは、よほど高い適合率をお持ちのようで……いや、この場合は強い絆きずなとでも言いましょうか？　おお、おお、世界がぐにゃぐにゃですね！　これは得難い体験です！　きしししし！」

　汗を浮かべて苦しそうな表情でヒルダがそれでもなお笑う。この状況で笑えるとは、どうやらこのヒルダという女もどこかが壊れているらしい。

「まあいい。あとはその校章を砕けばそれで終わりだ」

　ファードルハは悠然と歩いて《蛇じや剣けんオロロムント》を拾い上げようとしたのだが。

「──ああ、ダメですダメです。ダメですよ。まだ次の実験が残っているのですから」

「っ！」

　その寸前で、ファードルハはまるで見えない壁にぶつかったかのように行く手を遮さえぎられてしまった。

「……馬鹿な」

　驚いたファードルハが見やると、ヒルダは地面に胡坐あぐらをかいて座り込みながら、鋭い歯を見せ付けるかのように不気味な笑えみを浮かべていた。

「きしししし！　さすがに立っているのは厳しいので、こんな格好で失礼しますよ。星辰力プラーナの集中も難しいようですが……まあ、だったら大おお雑ざつ把ぱにやるだけです。こんな風にね」

　ファードルハは見えない壁を手探りで調べるが、信じ難がたいことにこの壁はステージそのものを丸々分断しているかのようだった。

「どうぞそこで大人しく見ていてください。ええ、決して退屈はさせませんとも。これからあなたが目にするのは、まさしく世紀の瞬間なのですから。きししししし！」

「……何をする気だ」

　ファードルハが睨にらみつけると、ヒルダは悪魔のような笑みを浮かべたまま、ふらふらと右手を持ち上げてから振り下ろした。

　その途端、ファードルハの眼前の《蛇剣オロロムント》が、軋きしむような音を上げて地面にめり込んだ。《蛇剣オロロムント》のウルム＝マナダイトが、苦く悶もんに満ちた金切り声のような音をステージに響かせる。

「なっ！　や、やめろ！」

　青ざめたファードルハがそう叫ぶが、ヒルダはまるで意にも介さない。

「まあまあ。本番はこれからです」

　ヒルダが空いていた右手に力を込めるようにしてゆっくりと握っていくと、《蛇剣オロロムント》の先端の光こう刃じんにピシリとひびが走り、砕け散る。

「っ！」

　先端の光刃の次はその一つ後ろの光刃が、その次はまたその後ろの光刃が砕け、だんだんと加速しながら根本まで破壊の波が走り抜けていく。

「やっ、やめろ！　やめるんだ！」

　ファードルハはなんとか見えない壁を突破しようと拳こぶしを何度も叩たたき付つけるが、びくともしない。

「やめろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「きしししししししししし！　さあ、括かつ目もくしなさい！」

　さも楽しそうにヒルダが言い放った瞬間、破壊の波は《蛇じや剣けんオロロムント》の柄へと至り──そのコアであるウルム＝マナダイトごと割り砕いた。

「──っ」

　ファードルハはその光景に目を見開き、がくりと膝ひざから崩れ落ちる。

「嘘うそだ……オロロムント……」

『な、なんとなんと、ウルム＝マナダイトを破壊したー!?　果たしてそんなことが可能なのでしょうか！』

『純星煌式武装オーガルクス同士のぶつかりあいであれば、前例がないわけでもないけれど……それでも滅めつ多たにあるものじゃないわ。先の《鳳凰星武祭フエニクス》で《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》が《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》を直接攻撃した時も、外装こそ壊れたとはいえコアであるウルム＝マナダイトは無事だった。それくらいウルム＝マナダイトの強度は高い。それを《魔女ストレガ》の能力でやったのだとすればまさしく前代未聞でしょうね』

　そんな解説の声も、もはやファードルハには届いていなかった。

「あ……ああ……あ……！」

　止めどなく涙があふれ、嗚咽おえつが喉のどをつく。

「うんうん、概おおむね想定通りの結果です。ご協力感謝しますよ……えーと、なんてお名前でしたっけ、あなた。まあ、いいですか。ではごきげんよう！」

　分厚い膜の向こうからそんなヒルダの声が聞こえたような気がしたが、その直後にファードルハの意識はぶつりと途切れた。

「やっぱりここはおめでとう、というべきかな？」

　勝者インタビューを終えたヒルダが薄暗い通路を戻っていると、二つの人影が待ち構えていた。一人はそれなりによく見知った顔で、もう一人は初めて見る顔だ。

「きししししし！　いえいえ、どうせならその言葉はもう少し後にとっておいてもらいたいですねえ。ええ、あたしが優勝した後に！」

　見知ったほうの顔にそう笑いかけると、その女性──エルネスタ・キューネも笑え顔がおで返してくる。

「にゃははは！　さっすが、相変わらずの自信過剰だねー。そんなふらふらな状態でよく言うよ。……って、ふらふらなのはいつもだったか」

「一応あの純星煌式武装のデータはあったので、試合後すぐに解毒剤を打ったのですけどね、思いのほか強力だったようで」

　実際、あの攻撃を受けたのは失敗だった。この頭の装置が万全ならばあの程度どうとでもなったのだが、どうにも調子が悪い。先ほど軽く再調整を行ってみたところ一応出力は安定したのだが、次の試合までには完かん璧ぺきに仕上げておかなければならないだろう。

「それよりも見ていてくれましたか、あたしのデビュー戦を。ぜひとも感想を聞かせてもらいたいものですねえ」

　するとエルネスタの目からすうっと笑えみが消えた。

「……あんたの能力は『力』そのもの、なんでしょ？」

「さすがご明察！　ええ、ええ、その通り！　いえ、あたしは前々から《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》の方々が、炎だの雷だの力を何か別の形に変換して行使しているのを見て、どうにも不合理に思えてならなかったのですよ。おそらくそういうあたしの感性が発はつ露ろした結果なのでしょうね」

《魔女》としてのヒルダの能力は、今言った通り純粋に『力』を操るものだ。いわゆる念動力に近いが、厳密には似て非なるものと言っていい。

「……オーフェリア・ランドルーフェンに続く二人目の人造《魔女》、か。おめでとうと言うなら、むしろこっちに対してだったね」

「きしししし！　それでしたら遠慮なく受け取っておきましょう」

　人為的に《星脈世代ジエネステラ》を作り出すことを目的としたハーキュリーズ計画。

　かつて一足跳びで常人から《星脈世代》どころか史上最強の《魔女》を生み出したその計画は無事再始動を果たし、ヒルダが自分自身を被験体として行った実験も成功を治めた。もっともヒルダは元々《星脈世代》であったため、厳密にはまだ人工的に《魔女》を作り出しただけにすぎない。だからこそ、次こそは常人を被験体として実験を行う必要がある。

　そのために、ヒルダはこの《王竜星武祭リンドブルス》へ出場したのだ。一切の制約なく、自由に実験を行うことができる環境を優勝の望みとして叶かなえてもらうために。

「でも、だったらどうしてさっきのインタビューで何も喋しやべらなかったのかな？」

　先ほどまで続いていた勝者インタビューでは、ヒルダはハーキュリーズ計画に関して一切話さず、自身の能力についてもはぐらかすだけだった。

「もちろん、まだ早いからですよ。すべてを明かすのは、新しい結果が過去の結果を上回ると証明してからです」

「つまり……オーフェリア・ランドルーフェンを倒してから？」

「ええ、どうせ決勝まで進めば嫌でも当たるでしょうからね」

「にゃははははは！　やっぱり自信過剰だってば、あんた」

「きしししししし！　いやいや、それほどでも」

　かつてハーキュリーズ計画にとってのオーフェリアは唯一にして最高の成果であると同時に、二度と再現できないイレギュラーだった。

　しかし、今ではそのどちらでもない。

　なぜなら今や最高の成果はヒルダ自身であり、非常に限定的な状況下であるとはいえ、その再現も可能となったのだから。

「むー！　優勝するのはレナだもん！」

　するとそれまでエルネスタの陰に隠れていた少女が、頬ほおを膨らませながら顔を出した。

「おやおや……もしかしてそちらが例の？」

「自律型擬形体パペツト試作ＬＮ－Ｔ、レナティ。あたしの代理としてこの《王竜星武祭リンドブルス》で優勝してくれる子だよん」

「ほほう！」

　エルネスタとヒルダはそのまましばらく顔を突き合わせ、お互いに不敵な笑えみを浮かべ合う。

　エルネスタの才能は、ヒルダが唯一自分と同格だと認めるものだ。アルルカントの研究クラスは天才とは名ばかりの無才無能の寄せ集めだが、このエルネスタだけは別だった。事実、先の《鳳凰星武祭フエニクス》で活躍したエルネスタ作の自律式擬形体アルディとリムシィには、まだまだ荒削りながら光るものが随ずい所しよに見受けられる。ウルム＝マナダイトを人工知能が制御する技術は、ヒルダとは別のアプローチで同じ領域へ踏み込もうとしているように感じられた。

「あなたがそこまで言うのであれば、よほどの性能なのでしょうね。どれ、もっとよく見せてください」

　そのエルネスタの最新作となれば、興味がわくのも仕方がない。

　ところがヒルダがレナティの顎あごに指をかけて顔を持ち上げようとすると、ばしっとその手を払いのけられてしまう。

「レナに触らないで！　あなた、なんか嫌な感じがする！」

　威嚇する動物のように喉のどを鳴らしながら、レナティが言った。

「おやおや、嫌われてしまいましたね。まあ、昔からどうにも子どもや獣には好かれない性質でしたが……よもや人形風情にまで厭きらわれるとは」

「っ！　レナは人形じゃないもん！」

　レナティの瞳ひとみの色が変わったかと思うと、その右手に巨大な剣型煌式武装ルークスが顕現する。小柄な身体からだには似つかわしくない……というよりも、その柄の部分だけでレナティの半分程度のサイズはあるだろう。

「──おかーさん、こいつ壊しちゃってもいいよね？」

　刃渡りだけで優に二メートルを超える光こう刃じんはこの通路にすら収まり切らず、その先端が壁を突つき破やぶっていた。

「ほほう、コア周囲の独自構造から見るにカミラ・パレートの煌式武装ですね。しかし彼女にしては随分と思い切った設計思想を……」

「えーい！」

　ヒルダが最後まで言い切る前に、レナティが壁ごと破壊しながらその光刃を振るってくるが、ヒルダは焦ることもなく『力』でそれを押おし止とどめた──はずだった。

「おおお？」

　しかしレナティの大振りの斬ざん撃げきは、確かに途中で一度その動きを止めたものの。

「ふみいいいいいいいいいいいいいいいいいい！」

　レナティが気合いを入れた叫び声を上げたと同時に、振り切られてしまう。

　ヒルダはとっさに背後へ跳んでギリギリその切っ先をかわしたが、白衣の裾がはらりと落ちた。

「これはこれは驚きました！　なんたるパワー！　となるとこれは当然、動力にウルム＝マナダイトを……それも一つではなく複数使っていますね？」

「さーてね」

　エルネスタは余裕の笑えみのまま答えない。

「ですが、少々お人形の躾しつけがなっていないのではありませんか？」

「うーん、それを言われると痛いんだけど……ま、仕方ないわよねー。だってあんたが嫌な奴やつなのはあたしも同感だし」

「きしししし！　これは酷ひどい言われようです。慣れてますけどね」

　そう言いながらもヒルダはじっとレナティを観察していた。先ほどからその言動に妙な違和感があるのだ。

「おかーさん、はーなーしーてー！」

「まーまー、ここは堪こらえてよレナティ。これからあなたも試合なんだから、こんなところで無駄なエネルギー使ってる場合じゃないでしょー？」

　レナティの背後からのしかかるようにして腕を回し、諌いさめるエルネスタ。

「やーだー！　あいつこわーすーのー！」

　駄だ々だをこねる子どものようなレナティを見て、はっとある考えが頭に浮かんだ。

「ははぁ……！　もしやそういうことですか、エルネスタ」

「うん、何かにゃ？」

「──その子はあなたのコントロール下にありませんね？」

　ヒルダがそう言うと、エルネスタの顔に今までとは違った笑みが浮かび上がる。

「へぇ……よくわかったねー。さすがは《大博士マグナム・オーパス》」

「なぁに、ただの直感ですよ。なんとなく、あなたならそうするんじゃないかというね」

「そう、このレナティはあたしの命令に従うように作られていない。いいや、それだけじゃない。この子は誰の命令にも従わない。自分で考えて、自分で決めて、そうやって成長するの。もちろん強制停止装置もつけてないよん」

　エルネスタはレナティの頭を愛いとしそうに抱いたまま、静かに言葉を続ける。

「だってそうでしょ？　たとえ自我を持って、どれだけ自由に振舞おうとも、その根本に強制的な命令系が残っていたならやっぱりそれは機械でしかない。あたしの擬形体パペツトが目指すものはその先にあるの」
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「きししししし！　あたしが言うのもなんですが……エルネスタ、あなたは狂っていますね。そのお人形は今すぐにでもあなたを殺すかもしれない。観客席に乗り込んで片っ端から虐殺を始めるかもしれない。そんな兵器をあなたは無責任に作り上げたんですよ？」

「レナ、そんなことしないもーん！」

　むくれるレナティは、すでにヒルダの目には映っていなかった。

「ああ、なんということでしょう！　なんて、なんて……素晴らしい！　いいですねいいですね！　やはりあなたはあたしと同類です！」

　これがエルネスタ・キューネの本性。

　これがエルネスタ・キューネの狂気。

　今の時代のその先に手を伸ばすものだけが見る世界。それに臨む者が自分以外にいようとは。

「にゃはは！　あたし的には死んでもあんたと一緒にはされたくないんだけど、まあ否定はできないかなー。それより、さ」

　エルネスタはそこですっと目を細めた。

「さっきのレナティの一撃、よく回避できたね？」

「お……？」

「あんたは一応《星脈世代ジエネステラ》とはいえ、身体からだを鍛きたえるなんて真ま似ねはしたことなかったはずよね？　《王竜星武祭リンドブルス》に出場するのを決めてから訓練を積んだ程度じゃ、レナティの攻撃が避よけられるはずもないしー」

　おそらくすでに確信があるのだろう。

　エルネスタは自分の頭を指で叩たたいて見せながら、底意地が悪い声で言った。

「その大仰なヘッドホン。スキル・インスタレーション計画の成果物ってところじゃないのかにゃ？」

「これまたご明察。ええ、おっしゃる通り、これは以前停滞していたスキル・インスタレーション計画の手伝いを後輩から頼まれた際に得た技術を、あたしなりに応用してみたものです」

「つまりパクったわけだ」

「人聞きの悪いことを。そもそもあの計画を実用段階にまで仕上げたのは他ならぬこのあたしですよ。これくらい正当な報酬です」

　スキル・インスタレーション計画とは、かつてアルルカント・アカデミーの実じつ践せんクラスに在籍していた二代目《剣けん聖せい》ジルベール・プリムラン──その技能データを直接他者へ上書きするというものだ。理論の上では《剣聖》と同様の戦闘技術を持った学生を量産できるはずだったが、被験体はその負荷に耐え切れず暴走。一時期巷ちまたを騒がした辻つじ斬ぎり事件へと発展した。

「しかし、だとしてもよく《剣聖》様と同じ動きにあんたのもやしボディが耐えられたもんだねー」

「貧弱な身体なのはお互い様です。あなただって身体を鍛えるなんて無駄なことに時間を割いたりはしてこなかったでしょう？」

「ふふーん、あんたと違ってあたしのボディは豊満だし」

「……多少余分な肉が部分的に多いからといって何か意味でもあるのですか？」

　閑話休題。

「ま、ともかく肉体改造はあたしたち《超人派テノーリオ》の専売特許です。不本意ながら多少の鍛たん錬れんも重ねましたし、急ごしらえではありますが《剣聖》様の動きを真似しても筋肉痛にはならない程度の肉体は手に入れましたよ」

「《超人派》の技術の粋を結集した肉体改造か。それはさぞかしすごそうだ」

「ええ、まさしく今のあたしは超人オーバーマンというわけです。きしししし！」

　ハーキュリーズ計画の結晶である絶対的な《魔女ストレガ》の能力と、スキル・インスタレーション計画の成果である圧倒的な《剣聖》の技術。どのような強敵も、今のヒルダの前では等しく無力だ。

「……後天的才能は、先天的才能を凌りよう駕がする。《超人派テノーリオ》のモットーだったっけねー」

「おお、よく覚えていますね。その通りです」

　世界は不ふ均きん衡こうで不公平だ。

《星脈世代ジエネステラ》であること、《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》であること、あるいは力の強さや脚の速さ、優れた容姿に高い知力、そういった生まれ持った何かで人は量られるが、真に優れた者たちは一握りであり、世の大多数は持たざる者たちにすぎない。そして、世を動かすのは結局のところ多数派である後者なのだ。嘆なげかわしいことに。

　ならば、無力で無む知ち蒙もう昧まいな者たちにも才能ギフトを与えてやればいい。

　そうすればこの低俗な世界も少しは見栄えがよくなることだろう。

　それが《超人派》の基本理念だった。

「まあいっか、別に今更ドグマの論争をする気はないし。ただし……この《王竜星武祭リンドブルス》で勝つのはあくまであたし──そしてこのレナティだから。そこのところはよろしく」

「きししししし！　ならば決着はステージ上でつけることにしましょう……と言いたいところなんですが」

「……ですが？」

「いえ、どうにもその子とは当たらないような気がしていましてね」

　ヒルダもレナティも、予選は問題なく抜けるだろう。それは間違いない。

　だが──

「ははぁ、それは例の直感かにゃ？」

「ええ、なんとなくそんな気がしたもので」

　素直にそう答えると、エルネスタはくすくすと肩を震わせながら言った。

「まったく嫌になるねー。実はあたしもなんとなくそう思ってたんだ」

「きしししし！　同じ学園同士潰つぶし合わないで済むのであれば、洲しゆう馬ま君にとっては喜ばしいことでしょうが……ま、実際のところは蓋ふたを開けてみなければわかりません。お互いがんばろうじゃありませんか」

「うんうん、学園のためにもね」

「そうですとも、アルルカントのためにも」

　お互いにこれっぽっちも思っていない空言を言って、別れる。

　──実際、二人がこのシリウスドームで顔を合わせるのはこれが最後となった。

　　　　　　　　＊

　Ｎブロック三回戦第一試合。

「はぁっ……はぁっ！」

「すごいね、プリシラちゃん。《鳳凰星武祭フエニクス》は私も見てたけど……まさかここまで強くなってるとは思わなかったよ」

　シルヴィアは愛用の銃剣型煌式武装ルークスフォールクヴァングのモードを射撃に切り替えながら、そう言った。

「い、いえ……！　それよりも、シルヴィアさんこそさすがです……！　まだ一曲も、歌ってないのに……！」

　ステージの中央に立つプリシラは、手にした棍こんを杖つえのようにして身体からだを支えながら息も絶え絶えといった感じだが、それでもその瞳ひとみに宿る闘志は些いささかも衰えが見えない。

　試合開始から今まで、ずっと攻められ続けているのにも拘かかわらず、だ。

「ごめんね、別にプリシラちゃんを侮あなどってるわけでも手を抜いてるわけでもないんだけど……今回は極力手の内は晒さらしたくないんだよね」

　タッグ戦やチーム戦ではたとえ切り札を暴あばかれようと仲間との協力があれば挽ばん回かいが効くが、個人戦である《王竜星武祭リンドブルス》ではそうはいかない。もし相性が悪い相手にはまってしまえば、取り返しがつかないからだ。それは万能に近い能力を持ったシルヴィアとて例外ではない。

「シルヴィアさんが謝ることじゃありません。ただ単に、私の実力不足ですから……！」

　息を整えたプリシラが、棍を構え直す。

　プリシラ・ウルサイス──先の《鳳凰星武祭》で大暴れをしたレヴォルフ黒学院の《吸血暴姫ラミレクシア》イレーネ・ウルサイスの妹にしてタッグパートナー。そして、極めて珍しい再生リジエネ能力者レイテイブだ。

　といっても、《鳳凰星武祭》でのプリシラはあくまでイレーネのサポートに徹しており、もっと言えばイレーネが《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》の代償によって消しよう耗もうした血液を補給するための役割しかなかった。

　あれから二年半。人が変わるには十分すぎる時間かもしれないが、人が強くなるのにはあまりにも短すぎる時間だ。

　そのはずなのだが。

「いくよ、プリシラちゃん！」

「はい！」

　シルヴィアが間合いを詰めつつ連続して光弾を放つ。正確に急所と校章を狙ねらったその攻撃は、しかしプリシラの棍によってすべて弾はじかれてしまう。その間に右手へ回り込んだシルヴィアは更に至近距離から光弾を見舞うが、プリシラは棍を支柱に大きく跳ぶとシルヴィアの背後に着地して、鋭い突きを繰り出してきた。シルヴィアは即座にフォールクヴァングのモードを斬ざん撃げきへと切り替えて、振り返りざまそれを払う。

（やっぱり……この子、防御だけならすでに一流の領域だ）

　攻撃はそれより数段落ちるとはいえ、数年前までほとんど素人同然だったプリシラが、防御技術だけでもこの域に達するのは相応の才能と努力の両方がなければ不可能だろう。いや、期間の短さを考えればそれでもまだ足りない。それに加えて、よほど良い師に恵まれでもしないかぎりは……。

「ということは、もしかしてあなたも魎りよう山ざん泊ぱくの一員なのかな？」

「っ！」

　上段からフォールクヴァングを振り下ろしながらそう囁ささやくと、それを受け止めたプリシラの表情がさっと変わった。どうやらビンゴらしい。

「……魎山泊をご存ぞん知じなんですね」

「まあ、これでも生徒会長だからね」

　鍔つば迫ぜり合あいをしながら、顔を近づけにやりと笑う。

「破っ！」

　プリシラが棍こんを引き、後ろに跳んで間合いを取った。

「私は……あくまで姉のおまけであそこに入れてもらったにすぎません。成績もずっと最下位でしたし」

「成績？」

「魎山泊の参加者は、星露シンルーさんから独自の序列付けをされるんです。私は丁てい武ぶ、ほぼ落第みたいなものです。といっても、基本的にその順位は自分のものしかわかりません。他の参加者とは顔を合わせないので、誰がいるのかも知りませんから。あ、私は姉と一緒だったのでそこは別ですけど」

「へぇ……それは興味深い話ね。でも、そんなこと言っちゃっていいの？　あそこの情報は秘密なんでしょ？」

「星露さんが言うには、《王竜星武祭リンドブルス》が開幕したからもう解禁だそうです。もっとも、私が知っていることなんてその程度ですけど」

　言いながら、プリシラが棍を構え直す。

　やはりまだまだやる気のようだ。

　それはそうだろう。あの星露に鍛きたえられていたのなら、ちょっとやそっとの力の差で心が折れていては務まらない。

（だとしたら……完全に圧倒して勝つしかない、か）

　シルヴィは大きく息を吸い込むと、かっと目を見開いた。

「ぼくらは壁を打ち崩す　限界の先に境界を越え　傷を厭いとわずに　走れ　走れ」

　ステージにシルヴィアの力強い歌声が響くと、会場のボルテージが跳ね上がるのがわかった。試合でもライブでも、この瞬間はやはりたまらない。

「これがシルヴィアさんの歌……！」

　プリシラの表情が一層険しくなる。

　シルヴィアは治ち癒ゆ以外のあらゆる事象を歌によって制御することが可能だ。

　とはいえ全知全能というわけではなく、当然制限がある。

　まず、一つの歌で行使できる能力は一つだということ。

　二つ目は、能力を仮か託たくする歌は、自分自身で作詞作曲を行わなければならないこと。シルヴィアの能力は繊せん細さいで、単語一つ、音階一つ変わるだけでその強さが大きく変動する。

　そして、その能力の強さ──あるいは難度によって消費する星辰力プラーナが変化すること。たとえばヘルガ・リンドヴァル警備隊長のそれのように時間を操ろうとすれば、あっという間に星辰力が枯渇してしまうだろう。

　最後に、能力の効果は歌唱時間に比例することだ。歌を途中でやめてしまってもすぐに能力が失われることはないが、それだけ効果が発揮される時間は短くなる。

「想おもいだけでは追いつけないから　願うだけでは超えられないから　力の限り　その先へ」

　身体からだの奥底から力が噴き上がる。

　シルヴィアは歌いながら大きく跳ぶと、真正面からプリシラに斬ざん撃げきを見舞った。

「くぅ……！」

　間一髪それを防いだプリシラだったが、シルヴィアは手を休めることなく猛もう然ぜんと連撃を放つ。

　この曲は身体能力を強化するシルヴィアの定番曲だが、それに更に改良を加えた最新版だ。今のシルヴィアは、すべての封印から解放された綾あや斗ととも互角に渡り合えるだろう。

　上段中段下段と織おり交まぜながら、フォールクヴァングを振るうシルヴィア。

　しかし──

「ま、まだまだぁ……っ！」

　なんとそれでもなお、プリシラはシルヴィアの猛もう攻こうを凌しのいで見せた。

　棍こんを必死に振るい、時に避よけ、時に受け、時に弾はじき返かえしながらも、必死でシルヴィアの速度に食らいついてくる。

　いや、違う。正確には凌ぎ切れていないのだ。現に受け損なった斬撃が、その身体のあちこちを切きり裂さいている。

　ただ──それが即座に治癒しているだけで。

（なるほど……防御の技術は一流。それに再生能力を合わせて、超一流ってところか）

　しかも攻撃の手を休めることなく観察すれば、どうやら受け損なっているわけでもないようだった。校章や急所以外のダメージを受けても問題ない場所は、最初から見切っているのだろう。いくら再生するとはいえ、痛みがないわけではないだろうに。

　相当に力を込めた一撃を振り抜いてみるが、プリシラは棍ごと吹き飛ばされながらもやはり直撃は防いでみせた。

「はぁ……！　はぁ……！」

「……素直に感服するわ、プリシラちゃん。よほど叶かなえたい願いがあるのかな？」

　ちょうど一曲歌い終えたタイミングで呼吸を整えながらそう言うと、プリシラは苦笑しながら首を横に振る。

「いえ、私はただお姉ちゃんに見てもらいたいだけなんです。私はここまで強くなったよって。……私じゃシルヴィアさんに勝てないのなんて最初からわかってる。でも、だからってそこで諦あきらめてたら、弱い私のままだから」

「そっか……そういえば、前に『お姉ちゃんにもらってばっかじゃダメだと思って』って言ってたものね。有言実行か……うん、すごいと思う」

　と、プリシラはふいにきょとんとした顔になった。

「え……？　な、なんでそれを……？　どこかでお会いしたことが……？」

「あー、やっぱりわかってなかったか。ほら、去年の学園祭で、綾あや斗とくんと」

「……あっ、あああああああああー！」

　よほど驚いたのか、口をぱくぱくさせながら後ずさるプリシラ。

　そう。シルヴィアとプリシラはこれが初対面ではない。昨年の学園祭でシルヴィアが綾斗と一緒に各学園を回った際、昼食をとったのがプリシラが出していた露店だったのだ。

　もっともその時は変装をしていたので、プリシラは気がついていなかったようだが。

「そ、そうでしたか……ビックリです」

「ふふ、あの時はごちそうさま。パエリア、とっても美お味いしかったよ」

「ありがとうございます。……でも、良かった。これでまた一つ、簡単に負けられない理由ができました！」

　プリシラが不敵な笑えみを浮かべて棍こんをシルヴィアに突き付ける。

「お、それはもしや宣戦布告だったり？」

　あの時のプリシラはどう見ても綾斗に対して思いを秘めている様子だった。これ以上ライバルが増えるのは勘弁してほしいが、だからと言ってシルヴィアにそれを止める権利はない。

　が、プリシラは棍を持ったままあわあわと両手を突きだして否定する。

「い、いえ、そうじゃなくて！　私のそれは……あくまで憧あこがれなんです。私と、お姉ちゃんを救ってくれた人ですから」

「……なるほどね」

　まあ、そういうことにしておこう。

「さってと、それじゃそろそろ私も──全力でいくよ！」

　相手の覚悟がわかった以上、シルヴィアもそれに応えないわけにはいかない。

「望むところです！」

　プリシラも両手で棍こんを頭上に構え、腰を落とす。確か界龍ジエロンの棍法では防御姿勢だったはずだ。あくまで防御に徹するらしい。

　ならば、シルヴィアはそれを打ち破るまでだ。

「はああああああああああああああああああ！」

　シルヴィアは気合いと共に踏み込むと、プリシラの校章目掛けて渾こん身しんの突きを放った。

「ここです！」

　プリシラはそれを待ち構えていたかのように、棍でいなす。

　そしてフォールクヴァングを巻き込むようにして撥はね上げると、握り直した棍の根本でシルヴィアの校章を突いてくる。

　乾けん坤こん一いつ擲てき、全力を投じたカウンターだ。

「……けど、甘い！」

　しかしそれを予測していたシルヴィアは、すでにフォールクヴァングのモードを斬ざん撃げきから射撃へと切り替えていた。のけぞるように背後に跳んでプリシラのカウンターを回避したシルヴィアは、煌式武装ルークスを手元でくるりと一回転させた後、その引き金を絞る。

「きゃああっ！」

　放たれた光弾は過あやまたずにプリシラの胸で輝く双そう剣けんの紋章を打ち砕き、その衝撃でプリシラも吹き飛ぶように倒れ伏した。

「試合終了エンド・オブ・バトル！　勝者、シルヴィア・リューネハイム！」

「ふぅ……」

　防御一辺倒のプリシラに勝機があるとすれば、それはカウンターしかない。最初からその狙ねらいはわかっていた。あとはどのタイミングでそれを仕掛けてくるかだったのだが、偶然ながら上う手まい形で誘導できたのは幸いだったと言える。

「あいたたた……」

　顔を顰しかめながら立ちあがったプリシラは、シルヴィアを見て柔らかく苦笑した。

「完敗です。……この先、本戦でもがんばってください」

「ありがと、プリシラちゃん。それであの……実は前からお願いしたかったことがあるのだけど」

「え？　な、なんでしょう？」

「……あの時のパエリアのレシピ、今度教えてくれないかな？」

　シルヴィアがそう言うと、プリシラは一瞬呆あつ気けに取られたような顔をした後、ぷっと吹き出しながら嬉うれしそうに目を細めた。

「はい、もちろんです！」

　　　　　　　　＊

　ガラードワースの生徒会室。

『──勝者、ノエル・メスメル！』

　空間ウィンドウの向こうで長い前髪に目元まで隠した少女が小さく、しかし嬉うれしそうに拳こぶしを握り締しめるのを確認して、聖ガラードワース学園生徒会長エリオット・フォースターは安あん堵どの息を吐いた。

「やれやれ、こちらは無事本戦出場か」

　直接応援に行ってあげたいのは山々だったが、生あい憎にくとエリオットには山のような仕事がまだ残っている。これも自らの不ふ甲が斐いなさ故だと思うと情けなくなるが、今は今の自分にできることをやっていくしかない。

　それに応援に行くまでもなく、ノエルの勝利はほぼ確定的だった。序列こそ元のままとはいえ、今のノエルの実力はガラードワースでも一、二を争うレベルに達している。これもまた情けない話だが、《白濾の魔剣レイ＝グレムス》抜きではエリオットも敵かなわないだろう。

　それもこれも《万ばん有ゆう天てん羅ら》の手ほどきがあってこそだと思うと頭が痛いのだが。

「はぁ……さて、問題はこっちだ」

　エリオットは溜ため息いきを吐つくと、ノエルが映っている空間ウィンドウを縮小して別の空間ウィンドウと置き換えた。

　そちらでもまさに今、プロキオンドームでガラードワースの選手が闘たたかっているところが映し出されている。

「今日は……たぶんフロベルジュか。比較的マシなほうではあるけれど、できればこのあたりであっさり負けてくれたほうが助かるんだけどな」

　生徒会長にあるまじき発言だったが、もちろんそれには理由があった。

『彼ら』はガラードワースのタブーなのだ。それを今回上層部が半ば無む理り矢や理りにエントリーさせた。おそらくノエルだけでは不安だったのだろう。エリオットもできる限りは反対したのだが、それを覆くつがえすことなどできるわけもない。

　悔しいのは、もし生徒会長がアーネストであったならば、上層部もこんな危険な真ま似ねはしなかっただろうということだ。自分がいかに軽視されているかを突き付けられるのはさすがに辛つらい。

「まったく、頭痛の種ばっかりだ……」

　執務机に頬ほお杖づえを突きながら、エリオットは空間ウィンドウに映し出されるその青年を横目で睨にらみつけた。

　せめてこのまま何事もなく試合が終わってくれることを願いながら。

「……何よあんた、やる気あんの？」

　黒髪を短く切きり揃そろえた小柄なその少女──レヴォルフ黒学院序列九位《沙竜アンフイスバエナ》ロスヴィータ・ディーツェは、不快感を隠すこともなくそう言った。その手に握られたヘッド部分の小さい杖つえのようなハンマー型純星煌式武装オーガルクスは《砂嵐の戦[image: ]タイフオン・アンク》。砂を操る純星煌式武装だ。

　そのロスヴィータと対たい峙じしているのは、あり得ないほど奇妙な男だった。

　すらりと長身で顔立ちは整っているが、黒い革製のマスクで口元を覆おおい、背中まで伸びた髪はなんと虹色だ。より正確に表現するならば、多種多様な色が絡からみ合うようにして混ざり合っている。

　レヴォルフの学生ならばこのような奇き抜ばつな恰かつ好こうもまだ理解はできるものの、信じられないことにこの男は規律と秩序を重んじるガラードワースの学生なのだという。

（しかも名前が黒くろ騎き士しって……ふざけてるの？）

《星武祭フエスタ》のエントリーは学籍通りに登録されるため、確かにクインヴェールのように芸名での学籍を持つ者は《星武祭》でもそういった名で登録されることはある。だが、そうなるとこの男は普段から黒騎士と名乗り、且かつそう呼ばれているということになる。それもあのガラードワースで、だ。悪い冗談にもほどがある。

　その黒騎士はオーソドックスなブロードソード型煌式武装ルークスを手に持っていたが、試合開始が告げられても一向に攻撃してくる気配がない。ロスヴィータから攻撃を仕掛けるとのらりくらりとかわすだけ。まったく何がしたいのかわからない。

「やる気……ですか。ふむ、そうですね。あるかないかで言えば、僕にはあまりありませんね」

　マスク越しのくぐもった声で、黒騎士が肩を竦すくめる。

「はあ？　だったら今すぐに棄き権けんしなさいよ！　あたしを馬鹿にしてるわけ!?」

　目を吊つり上あげたロスヴィータが《砂嵐の戦[image: ]》を振ると、地面から湧わくように現れた大量の砂が形を変え、三頭の巨大な狼おおかみとなって黒騎士へと襲い掛かった。

「そうしたいのは山々なのですが、生あい憎にくと多数決で決まったことでして。かといって、僕は野蛮なことは好きじゃないのですよ。本当ならそういうのにもっと向いている連中がいるのですけどね……まったくままならない」

　そう言いながら、黒騎士は砂狼をあしらうようにしてその牙きばと爪つめをかわしている。

　ふざけた男だが、それなりの実力はあるらしい。

　実際、一回戦でも二回戦でもこの男は対戦相手を秒殺している。ただ、一つ気がかりなのは、一回戦と二回戦、そしてこの三回戦それぞれで使っている武器もバトルスタイルも異なっているという点だ。

　一回戦では複数の銃型煌式武装ルークスを使用した派手な闘たたかい方だったのに対して、二回戦ではブレード型の煌式武装で一刀の下に相手を斬きり伏せていた。データを調べてみても《星武祭フエスタ》にも公式序列戦にも参加した記録はないし、当然映像もない。そもそもこんな奇妙な男である程度の腕が立つならば、いくらなんでも多少は噂うわさになっていてもおかしくないはずなのにそれすらないのだ。

『えーと……ねえ、千歳ちとせさん。黒くろ騎き士し選手のこの動き、一体どういう意図があるの？』

『さあてなあ……一回戦とも二回戦とも全然バトルスタイルがちゃうし……あかん、お手上げやわ』

　実況や解説も同じようで、どう扱あつかっていいのか困惑しているのが伝わってくる。

「ああ、そうだ。どうせならお嬢さんのほうが棄き権けんするというのはどうですか？　それならばお互いに無む益えきな闘いをせずに済むというものです」

　名案を思い付いたとばかりに、黒騎士が言った。

　どうやら本気で言っているらしい。

「──っ！」

　その途端、ロスヴィータはキレた。

　元から気の短いほうで、口よりも先に手が出るタイプだ。我慢してやる義理もない。

「ふざっけんなー！」

　ロスヴィータが《砂嵐の戦[image: ]タイフオン・アンク》に星辰力プラーナを注ぎ込むと、膨大な量の砂が湧わきだして五メートルを優に超える巨大な腕を形成する。

「潰つぶれちまえ！」

「おやおや、いいアイディアだと思ったのですが……」

　砂狼に追い立てられるようにして逃げる黒騎士を押し潰すかのように、砂の拳こぶしがその頭上から襲い掛かった。

　それでも黒騎士は俊敏な動きで間一髪それをかわしたが──

「おおっと……？」

　地面に激突した砂の拳はそのまま崩れるようにして一面に広がり、今度は無数の蛇となって黒騎士を捕える。

　さすがに足元から生えてくる蛇からは逃げ切ることができず、雁がん字じ搦がらめになった黒騎士にロスヴィータは勝ち誇った笑えみを向けた。

「ふふん、良い様ね！」

「これは迂う闊かつでした……さて、弱りましたね」

　なおも謎なぞの余裕を崩さない黒騎士に苛いら立だちを覚えはしたが、いずれにせよこれで終わりだ。

「さあ、あとは絞め落として終わりよ。覚悟なさい！」

「うーん、それはやめておいたほうがいいかと思いますよ……？　と言っても、もう遅いようですが……まあいいでしょう。どうせ僕じゃなくなるのですから、どれだけ野蛮であろうとも知ったことじゃありませんしね」

　最後まで何を言っているのかわからない男だったが、これ以上付き合ってはいられない。さっさと終わらせようとロスヴィータが《砂嵐の戦[image: ]タイフオン・アンク》を振り上げた、その時。

「え……？」

　突如として虚こ空くうから染しみ出てきた黒い泥どろのような液体が黒くろ騎き士しの周囲を包んだかと思うと、拘束していた砂蛇が一気に吹き飛ばされた。

「ちょ、ちょっと何よ！」

　両腕で砂から目を庇かばうようにしながら様子をうかがうと、そこには漆しつ黒こくの泥に包まれた黒騎士が俯うつむくようにして立っている。更に黒い泥は見る間に固まり、まるで鎧よろいのようにその全身を覆おおっていった。その頭部を兜かぶとのように覆う黒泥からは歪いびつに捩ねじれた二本の角が生え、真っ黒な西洋甲かつ冑ちゆうと悪魔を掛け合わせたような不気味な姿が現れる。

　なるほど、今のこの姿であれば黒騎士の名に相応ふさわしい出いで立たちだ。

「へぇ、《魔術師ダンテ》だったわけね！　でも、だからってあたしの敵じゃないわ！」

　急激な万応素マナの変換を感じたので、黒騎士が《魔術師》であることは間違いないところだろう。妙なのは、その際に黒騎士の星辰力プラーナが幾いく重えにも重なって感じられたことだ。こんな感覚は初めてだったが、それに気を回している余裕はない。

「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！」

　すると黒騎士が突然雄お叫たけびを上げた。

　理性など一ひと欠片かけらも感じられない獣のようなその咆ほう哮こうに、ロスヴィータはびくんと身を竦すくませる。

「な、何よ何よ！　驚かせないでよね！」

　しかし黒騎士はそんな文句に応えることもなく、ゆらりとその顔をロスヴィータへと向けた。

「ひっ……！」

　その黒泥の兜からわずかに覗のぞいた双そう眸ぼうは、一目でわかるほどの狂気に満ちている。

　ここに至ってロスヴィータは嫌でも理解した。

　これは先ほどまで闘たたかっていた相手とは別のものだと。

　目の前にいるのは、おぞましく危険な未知の何かなのだと。

「くっ……！　や、やっちゃって！」

　とはいえ、生来の勝気な性格がロスヴィータを踏ふみ止とどまらせた。

《砂嵐の戦[image: ]》を振ると、遠巻きに黒騎士を取り囲んでいた三頭の砂狼が一斉に躍りかかる。砂で作られているとはいえ、その牙きばは鋼こう鉄てつでもあっさりと噛かみ砕くだく威力を持っているのだ。たとえ鎧よろいをまとおうとも、それ諸もろ共ともに仕留めきる自信があった。

　──だが。

　首元に左腕、右足と三か所を同時に噛みつかれた黒くろ騎き士しは、それをまるで意にも介さず手にした剣を無む造ぞう作さに振るう。黒泥をまとったその剣はいとも容易たやすく砂狼を両断し、三頭をことごとく砂へと帰した。

　そしてゆっくりとロスヴィータに向けて歩みを進める。

「そ、そんな……！」

　ロスヴィータは慌てて足元に広がる砂を操ると、数百本にも及ぶ砂の槍やりを作り出した。

「貫けー！」

　無数の砂槍が黒騎士に突き刺さり、串くし刺ざしにする──はずが、そのどれもが黒泥の鎧に阻はばまれ、砂へと戻されてしまう。

「な……何よ、それ……何よそれー！」

　鎧や盾を作り出す《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》は珍しくもない。先の《鳳凰星武祭フエニクス》で活躍した黒騎士と同じガラードワースの《鎧装の魔術師ブライトウエン》などはその代表例だろう。その《鎧装の魔術師》を倒した星せい導どう館かんの《華焔の魔女グリユーエンローゼ》も、炎で作り出した盾をよく使っている。

　が、能力で作り出した鎧や盾はそれほど防御力は高くないのが常だ。ましてや、純星煌式武装オーガルクスの攻撃をすべて跳ね除けるなど絶対にあり得ない。

　絶対にあり得ないはずなのだ。

　だというのに。

「なんなのよ、なんなのよ、もー！」

　ロスヴィータはすでに底が見てきた星辰力プラーナを残らず《砂嵐の戦[image: ]タイフオン・アンク》へ注ぎ込み、砂の刃や砂の斧おの、果ては砂の竜まで作り出すが、そのいずれも黒騎士の足止めにすらならない。その腕を一振りするだけで一いつ蹴しゆうされてしまうのだ。

　黒騎士はゆっくりと着実にロスヴィータに迫ってくる。

「くぅ……！」

　仕方なく一度距離を取ろうとロスヴィータが黒騎士に背を向けたその刹せつ那な。

「グオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！」

　黒騎士は雄お叫たけびと共に剣を一いつ閃せんした。

「うああああっ！」

　ロスヴィータの両足から血が吹き上がり、倒れ伏す。痛みに顔を歪ゆがめながら首だけで振り返ると、すぐそこに漆しつ黒こくの騎士が立っていた。

　逆光の中、両手で持った剣を大きく振り翳かざすその姿は、悪魔そのもののようだ。

「ひっ……！」

　痛みよりも、恐怖が勝った。

　混乱した頭で、それでもなんとかその場から……この悪魔から少しでも離れようとロスヴィータは腕だけで地面を這はいずって逃げ出そうとするが──

「アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　狂気に満ちた咆ほう哮こうの後、そんなロスヴィータの背中を熱い衝撃が貫いた。

「なんてことを……！」

　試合を見ていたエリオットは思わずそう叫んで執務机をしたたかに叩たたく。

　危き惧ぐしていたことが起こってしまった。

　いずれこうなるだろうことはわかっていたのに、止められなかった自分の無力さがつくづく嫌になる。

「戦意を喪失した相手を、背中から刺すなんて……！」

　エリオットは奥歯を噛かみしめながら空間ウィンドウの映像に目を凝らすが、幸いにも急所は外れているように見えた。すぐに医療班が駆けつけていたし、治療院へ送られたならば少なくとも命にかかわるようなことはないだろう。《星脈世代ジエネステラ》の生命力は常人とは比較にならないほどに高く、その身体からだは強きよう靭じんだ。

　が、だからと言って当然許される行為ではない。おそらくは星武憲章ステラ・カルタに抵触したとして、なんらかのペナルティは免まぬがれないはずだ。黒くろ騎き士しが所属するガラードワースも非難は免れないだろうし、エリオットが説明に立たなければならなくなるかもしれない。

「かと言って、何をどこまで説明したものやら……」

　──黒騎士。

　それはガラードワースが密かに育てていた、多重人格の《魔術師》だ。

『彼ら』は全部で十二人存在し、一日毎ごとに人格が入れ替わる。誰か一人の名前を付けるわけにはいかないため、便べん宜ぎ上じよう黒騎士と命名されたらしい。誰が言い出したのかは知らないが、正直そのセンスはどうかと思う。もっとも、当の本人たちは気に入ってると聞くが。

　普段は隔離された部へ屋やで暮らしており、生徒会を含む一部の学生以外とは接触することはない。そもそも一般の学生はその存在すら知らないだろう。しかも黒騎士の管理は上層部と至聖公会議シノドミアスの直ちよつ轄かつとなっている。

　上層部がなぜそんな厄介な学生を飼っているのかといえば、その能力があまりに破格だからだ。

　黒騎士の人格十二人はすべてが《魔術師ダンテ》の素養を持っており、危機に際しては全員の意思が混交して能力が発現する。そのため、能力が発動している間はほとんど獣のようになり、戦闘であれば相手が動かなくなるまで攻撃をやめることはない。

　その能力は、『無敵』。

　十二人分の意思の力で編み上げられた漆しつ黒こくの鎧よろいは並外れた防御力を誇り、先ほどのように純星煌式武装オーガルクスの攻撃さえも防いでしまう。

　四し色しきの魔ま剣けんクラスともなればわからないが、《鳳凰星武祭フエニクス》でアルルカントのアルディが展開していた防御障しよう壁へきと同等以上の防御力はあるようだ。

「はぁ……とにかく上の判断を仰がないと」

　どうせ非難の矢や面おもてに立たされるのはエリオットなのだ。

　ペナルティを軽くしてもらうためにはある程度の事情を説明しなければならないだろうが、どこまで明かしていいのかは独断では決められない。

「まったく、本当に今回の《王竜星武祭リンドブルス》ときたら……」

　エリオットは痛くなる一方の頭を片手で押さえながら、上層部への回線を開いた。


第七章　胎たい動どう

　──時間は少しだけ巻き戻る。これはまだ一回戦の頃の話だ。

　アスタリスクが浮かぶ北関東多重クレーター湖の周囲には、幾いくつかの湖こ岸がん都市が存在する。《落星雨インベルテイア》以前の地方都市を地盤に発展したものもあるが、基本的には必要に応じて新しく作られた物流拠点が大半だ。それらは都市とは名ばかりでほとんど人間は生活しておらず、無数の擬形体パペツトや大型の無人機械が二十四時間作業を続けている。

　そのうちの一つ、アスタリスクからは西に位置する通称『セブン』に綺き凛りんはいた。

「……こうして見ると、アスタリスクの港こう湾わんブロックに少し似ているかな」

　巨大な倉庫の陰に隠れつつ声を潜めながら一人そうつぶやく。

　それも当然だろう。綺凛がいる一帯は、船舶に荷物を積み込むエリアで役割的には六りつ花かの港湾ブロックと同質だ。ここからもう少し奥へ進めば陸路で運ばれてきた物資を集積荷分けする巨大なセンターがあるのだが、今回の目当てはそちらではない。

　夜空を雲が覆おおっているため月明かりはなく、一定間隔で大型の電でん燈とうが立っているものの、それが照らす範囲は広大な敷地に比べれば極めて限定的だ。元々人間が作業するための場所ではないからだろう。緊急時の大型照明機器らしきものはあちこちに見受けられたが、今はただの置物だ。おかげで綺き凛りんとしても動きやすい。予あらかじめ防犯カメラやセンサーの位置と死角は頭に叩たたき込こんである。

「さて、次は……」

　黒ずくめの格好と帽子で申し訳程度の変装をした綺凛は陰から陰へと素早く移動し、大型の倉庫の中を覗のぞき込こんだ。中にはかろうじて見通せる程度の明かりに照らされた、薄暗いがらんとした空洞が広がっている。人の気配どころか機械の姿一つない。

「ここも外れ、と」

　綺凛は携帯端末で小さく展開した空間ウィンドウ上の地図にチェックを入れる。これで綺凛が調べた倉庫は三つ。クローディアが掴つかんだ情報によれば、これらに金きん枝し[image: ]へん同盟に繋つながる手掛かりがあるかもしれないとのことだったが……いずれもすべて空っぽだった。

『──単身での調査となると相当な危険も覚悟してもらわなければならないのですが、現状では綺凛にしか頼めないことなのです』

　申し訳なさそうにそう言って頭を下げるクローディアの姿を思い出す。今は《王竜星武祭リンドブルス》の真っ最中、綾あや斗とや紗さ夜や、シルヴィアといった出場組は当然動けないし、クローディアも多忙を極めている。ヒルダと遥はるかは警備隊としての仕事がある上、そもそも星猟警備隊シヤーナガルムの力が及ぶのはあくまでアスタリスクの中だけだ。一応は不法侵入にあたる行為に加担するわけにはいかないだろう。

　となれば、動けるのは綺凛しかいない。

　不安がないと言えば嘘うそになるが、それ以上に綺凛も綾斗たちの力になりたいという気持ちがずっと勝っている。即答で、引き受けた。

『私の調べたところ、ネモレンシス商会なるダミーカンパニーが金枝[image: ]同盟と……いえ、より正確に言えばマディアス・メサ運営委員長と関係があるとわかりました。例によって証拠らしい証拠は残していませんが、かなりきな臭いことは確かです。綺凛には、そのネモレンシス商会が押さえているセブンの倉庫を調べてきてほしいのです』

　クローディアから渡された情報によると、ネモレンシス商会が先週から押さえている大型倉庫は全部で四つ。残るは一つだ。

　綺凛は最後の大型倉庫の入り口にそっと近づいた。ここは今までの三つと違って、中から煌こう々こうとした明かりが漏もれ出ている。気配を殺しながら中を覗き込むと、しかし予想に反してここもまたがらんどうの空間が広がっていた。

　否いな。完全に空っぽだったわけではない。その広大な空間の中央に、腕組みをして人影が立っている。

「──少しばかり遅かったようですね。ここにあった荷物はすでにほぼ搬出を終えたところです」

　と、その人影が明らかに綺き凛りんに向けてそう言った。淡たん々たんとした、まだ若い女性の声だ。ここにいるということは、おそらく金きん枝し[image: ]へん同盟とやらの関係者だろう。

　なんにせよバレているのなら、仕方がない。逃げるという選択肢もあったが、この女性が何かしらの手掛かりを持っている可能性は高いはず。

　ならば。

「……よくわかりましたね。できるだけ気配は消していたつもりだったのですが」

　綺凛は入り口の陰から姿を現すと、そう言いながら周囲の気配を探る。

　やはり他に人の気配はない。

「私の瞳ひとみはあらゆる真実を見通します。隠れることなど不可能だと思ってください。これはいわばあなたの千せん里り眼がんと同種のものです、刀とう藤どう綺凛」

「っ！」

　綺凛は驚きよう愕がくのあまり、思わず目を見開いた。相手が綺凛を知っていたからではない。

　綺凛がその相手を見知っていたからだ。

「ガラードワースの……パーシヴァル・ガードナー、さん……？」

　聖ガラードワース学園の序列五位、《聖杯》こと純星煌式武装オーガルクス《贖罪の錐角ゴート・アマルテイア》の使い手にして《獅鷲星武祭グリプス》準優勝チームである銀翼騎士団ライフローデスチーム・ランスロットの一員。

　直接話したことはないが、綺凛も《獅鷲星武祭》の開会式前に一度顔を合わせている。

　何よりも負傷により出場できなかったチーム・エンフィールドとチーム・ランスロットの決勝戦を、綺凛は悔しさと不甲斐なさで歯を食いしばりながらベッドの上で見ていたのだ。見間違うはずもない。

　ただしその恰かつ好こうはガラードワースの白を基調とした制服ではなく、黒い軍服のようなものに変わっている。パーシヴァルと言えば男装の麗人としても有名だが、その凛り々りしさを一層際きわ立だたせるような出いで立たちだ。

「な、なんであなたがこんなところに……」

「決まっています。我々の邪魔をする者を排除するためですよ」

　パーシヴァルはそう言うなり、拳けん銃じゆう型の煌式武装ルークスを二丁起動させた。

　とっさに綺凛も雛ひいな丸まるを抜き放ち、正せい眼がんに構える。

「それにしてもさすがはＤ。ここを引き払うのがもう少し遅れていたら、我々は尻尾しつぽを掴つかまれていたでしょう。完かん璧ぺきな予想と的確な指示です。それでこそ私の使い手に相応ふさわしい」

　ぼそりとつぶやくパーシヴァルの表情は無機質で、どこか以前あった時とは雰囲気が違った。同じような無表情でも、あの時はもっと透き通るような印象だったのが、今はまるで濁にごった汚お泥でいのように黒く淀よどんでいる。

「ガードナーさん、あなたは金きん枝し[image: ]へん同盟の仲間なのですか……？」

　間合いを少しずつ削りながらそう問うと、ゆっくりと首を横に振る。

「仲間、というのは少々語ご弊へいがありますね。私はあくまで彼らの銃にすぎません。ただ彼らの敵を葬ほうむるためだけの」

「……あなたは金きん枝し[image: ]へん同盟の目的を知っているのですか？」

「私にとってはどうでもいいことです」

　パーシヴァルの返答はごまかしているのか、それとも本当に知らないのか判断がつかなかったが、少なくとも素直に答えてくれるとは綺き凛りんも思っていない。

「いずれにせよ、あなたが金枝[image: ]同盟の関係者だというのであれば……見逃すわけにはいきません！」

「結構。私も同様です」

　綺凛が正せい眼がんから八はつ双そうへと構えを変え、一方のパーシヴァルはすっと目をつむると祈るかのように言葉を紡つむぐ。

「──私は銃であり、それ以外の何者でもありません。私は敵を討うち滅ほろぼし、その罪はすべて私にあります」

　直後、パーシヴァルが目を見開くと同時にその二丁拳けん銃じゆうから光弾が放たれた。

　正確で隙すきのない射撃だが、今の綺凛にとってそれをかわすことは造作もない。千せん里り眼がんによってパーシヴァルの動きは読めている。一気に間合いを詰めると、そのまま刃を返して胴を薙なぐ。長引かせるつもりは毛頭ない。できるだけ早く仕留め切る。

「はぁっ！」

　が、パーシヴァルはその一撃をなんと銃撃で弾はじいてみせた。光弾で剣激を防ぐとは紗さ夜やと同等の驚異的な技量だが、綺凛にとっては問題ない。この時点ですでに〝連れん鶴づる・新あらた〟に入っている。

　だが。

「あまり舐なめないでほしいものですね」

「なっ……！」

　パーシヴァルの右手に握られた拳銃が放った光弾によって、雛ひいな丸まるが大きく撥はね上げられる。さらにその隙すきを突くようにして左手の拳銃が、綺凛の腹部に押し当てられた。

「くぅ……！」

　容赦なく発射された光弾は空を切きり裂さき、地面を穿うがつ。

　ギリギリ間一髪で身をよじってそれを回避できたのは、千里眼でその行動が読めていたからだ。コンマ一秒の判断が決め手となる接近戦では、たとえ行動が読めていたとしてもそれに対応できるとは限らないため、一瞬の遅れが命取りとなる。その点で言えば、パーシヴァルの攻撃の迷いのなさは厄介だ。

　しかしそれ以上に綺凛が驚きよう愕がくしたのは、パーシヴァルが〝連鶴・新〟をいともたやすく破やぶってみせたことだった。

「驚きましたか？　先ほども言いましたが、私の瞳ひとみはあらゆる虚きよ偽ぎを看かん破ぱし真実だけを見抜きます。故に、あなたの技もその真実の一ひと太た刀ちを看破することが可能です」

　一度距離を取った綺き凛りんに向けて、パーシヴァルがあくまで淡たん々たんと語る。

「……なるほど、そういうことですか」

〝連れん鶴づる〟の本ほん懐かいは呼吸や間合い、目線といった細かな誘導で相手の反撃を封じ、一方的に押し込める状況創そう出しゆつだ。それはつまり無数のフェイントを仕掛け続けることに他ならない。その根底を見抜かれてしまうとあれば、〝連鶴・新あらた〟であろうとも不完全な形でしか成立しないのも致し方ないだろう。

「要するに、あなたにとって私は非常に相性が悪い相手だということです。だからこそ、Ｄは私にこの任務を命じたのですから」

「……」

　どうやら綺凛がこの場にやってくること自体、相手にはお見通しだったようだ。

　綺凛は小さく息を吐くと、今度は雛ひいな丸まるを脇わき構がまえに取る。

「それならばそれで構いません。わたしの、刀とう藤どう綺凛の剣は〝連鶴〟だけではありませんから」

　刀藤流の奥義が〝連鶴〟であることは間違いない。

　ただし、それだけが刀藤流のすべてではないのだ。ただの一振りを、ただの一突きを、剣を振るうという一挙手一投足をどれだけ突き詰めることができるか。綺き凛りんは綾あや斗との父である正まさ嗣つぐからそれを教わっていた。

[image: ]

　確かにパーシヴァルの射撃技術は並外れて高く、真実を見抜くというその目も恐るべきものだ。何があったのかは知る由もないが、動きそのものも《獅鷲星武祭グリプス》決勝戦で見た時よりずっと鋭い。総じて強敵と言えるだろう。

　とはいえ、それでもなお綺凛はまるで負ける気がしなかった。

　先ほどは予想外の形で〝連れん鶴づる〟を崩されたために不意を突かれてしまったが、〝連鶴〟を抜きにしてもまだ接近戦では綺凛に相当分があるはずだ。

「そうですね。このまま戦いを続けるならば、遠からず私はあなたに敗北するでしょう。私の本領は後衛でこそ発揮されるもの」

　驚いたことに、なんとパーシヴァルもそれをあっさりと認めた。

「では、投降してくださいますか？」

　綺凛がその意思を確認すると、パーシヴァルは無表情のまま首を横に振った。

「まさか。言いませんでしたか？　私はあなたの相手をするためにこの任務を命じられたのです。ならば備えの一つも用意しておくのが当然というものでしょう」

　パーシヴァルがそう言うと同時に、綺凛の頭上で轟ごう音おんが響く。

「──っ!?」

　反射的に跳び退くと、倉庫の天てん井じようを突つき破やぶるようにして降ってきた巨大な人影の一撃が綺凛をかすめて倉庫の床を大きくえぐり、砕けた欠片かけらが粉ふん塵じんとなって舞い上がった。

　先ほど周囲を探った時には、確かにパーシヴァル以外に人の気配はなかったはず。

（他に仲間が……？）

　訝いぶかしく思いつつ目を凝らすと、塵じん埃あいの奥で赤い双そう眸ぼうが不気味に輝く。

　それを見た途端、綺凛は得心した。

　道理で気配を察せないはずだ。

　──それは元より人ではないのだから。

「アルディさん……ではありませんね。同型機といったところですか」

「ええ、言わばあれの改良量産型です」

　パーシヴァルの言葉を受けるようにのそりと一歩前に出てきたそれは、なるほどかつて綺凛が《鳳凰星武祭フエニクス》の準決勝で激闘を繰り広げた自律式擬形体パペツトによく似ていた。細部のパーツなどは形状や色が異なるようだが、全体的なシルエットはほぼ同じと言っていいだろう。その手に持った巨大なハンマーも同様だ。

　ただ、受ける威圧感は比較にならない。アルディは相対しただけでこちらを飲み込んでくるような圧倒的な熱量を持っていたが、この擬形体からはそういったものが一切感じられないのだ。むしろその無機質な静けさは正反対とさえ言えるだろう。

　その理由はすぐにわかった。

「この擬形体パペツトには、自我がありませんね？」

「当然です。ただの兵器にそんなものは不要でしょう。それの名前はヴァリアント。純然たる戦闘用自律式擬形体です」

　ばっさりとそう切り捨てるパーシヴァル。

「そうですか……」

　綺き凛りんがそうつぶやいた直後、その擬形体──ヴァリアントは極めて冷徹に襲い掛かってきた。振り下ろされるハンマーを回避しつつ、右手に回り込もうとした綺凛の眼前に、懐かしくも苦々しいあの光の壁が立ち塞ふさがる。

「防御障しよう壁へきまで……！」

「出力にウルム＝マナダイトを使用しているわけではないのでオリジナルほどの堅けん牢ろうさはありませんが」

　即座に方向転換。

　そこへヴァリアントのハンマーが横殴りに迫る。正確で隙すきのない、どこかパーシヴァルのそれと似通った攻撃だ。次々と繰り出される連続攻撃も、一見大振りのようだが戻しが早く途切れがない。

「刀とう藤どう綺凛、あなたの千せん里り眼がんは星辰力プラーナを媒介に思考を視覚的に読み取るものです。であれば、星辰力を持たない擬形体相手ではなんの意味もないということ」

　徹てつ頭とう徹てつ尾び、綺凛対策というわけだ。

「……ふぅ」

　だが綺凛はわずかに眉まゆを顰ひそめるだけでそれには応えず、雛ひいな丸まるを一いつ閃せんする。

　ヴァリアントはそれに対応するように防御障壁を展開させたが、銀色の刃はまるで光の壁をすり抜けるかのように直前で軌道を変え、ヴァリアントの左腕を容易たやすく斬きり落とした。

　それを目の当たりにしたパーシヴァルの鉄面皮が、僅わずかに乱れる。

「防御障壁を掻かい潜くぐるその腕前もそうですが、いとも簡単に鋼を断ち斬るその剣の冴さえ……化け物ですか」

　一度引いたヴァリアントを一いち瞥べつした綺凛は、刀身についたオイルのような液体を血振りで払いながら怒気を込めて言った。

「残念ながら、その擬形体ではアルディさんには遠く及びません。闘いの本質を学んだあの方の一振りには確かな意思がありました。それに比べてその擬形体はただ正確に武器を振り回しているだけで、いかに速く強い一撃であってもなんの脅威も感じません。スペック以前の問題です。改良型というのは撤回したほうがいいのでは？」

「……ふむ。そういうことならば、Ｄに進言しておきましょう」

　思いのほか素直にパーシヴァルがうなずく。

「ですが、もう一つのほうは撤回するつもりはありませんよ」

「もう一つ？」

「言ったでしょう？　改良量産型、だと」

　パーシヴァルがそう言うと、天てん井じように開いた大穴から新たな人影が飛び降りてきたかと思うと、地響きを上げて着地した。それは先ほどまで闘たたかっていたヴァリアントと、寸分違たがわず同じ擬形体パペツトだ。

　いや、一体だけではない。次々に現れるヴァリアントたちの数は、全部で五体。

「一体一体では及ばなくとも、これならいかがです？」

　　　　　　　　＊

　月を覆おおっていた分厚い雲が、いつしか冷たい冬の雨を降らせていた。

「はああああっ！」

　綺き凛りんが放った下段からの一撃は、同時に複数展開された防御障しよう壁へきによって弾はじかれてしまった。その間に背後からヴァリアントが一体、綺凛を叩たたき潰つぶそうとハンマーを振り下ろしてくる。綺凛が水みず飛沫しぶきを上げながら転がるようにして真横へ跳ぶと、そこではまた別のヴァリアントが綺凛を待ち構えている。そのハンマーが振り抜かれるのに先んじて斬ざん撃げきを見舞うが、やはり多重展開された防御障壁を突破することはできない。

　一体ずつであれば今の綺凛が手て古こ摺ずるような相手ではないものの、五体同時に、しかもこうも完かん璧ぺきな連係を取られると厄介なのは確かだ。それでもこの五体だけであれば、時間は掛かったかもしれないがまだ綺凛に勝機があっただろう。

　それを阻はばんでいるのは、他ならぬパーシヴァルだった。

「──汝なんじらに、慈じ悲ひと贖しよく罪ざいの輪光を」

　変わらず淡たん々たんとしたパーシヴァルの声と共に、黄金色の光の奔流が放たれる。

　綺凛は腕の力だけで跳ね起きると、目の前の防御障壁を足場に三角とびの要領でその光をなんとか回避した。しかしもうすぐ後ろに湖が迫っている。後はない。

　純星煌式武装オーガルクス《贖罪の錐角ゴート・アマルテイア》。その光に触れた者の意識のみを刈り取る、防御不可能な光の帯だ。

　元より意識のない擬形体には効果がないため、パーシヴァルはヴァリアントたちごと巻き込むようにしてこの純星煌式武装を撃ってくる。そのタイミングも絶妙かつ的確であり、このパーシヴァルの後方支援が何よりも綺凛を追い詰めていた。自分で言ったように、後衛に回ったパーシヴァルはまさしく十二分にその本領を発揮していると言っていい。

　綺凛は防戦一方の内にいつしか倉庫から外へ追い立てられ、次第に強くなる雨に打たれながらもかろうじて一人と五体による連係攻撃を凌しのいでいたが、このままではそう遠くないうちに押し切られてしまうだろう。

（やはり《芙ふ堕だ落らく》を使うしか……いや、だけど……！）

　綺き凛りんは腰に差したもう一本の刀──純星煌式武装オーガルクス《芙堕落》に意識を向けるが、すぐにぶんぶんと首を振った。

　この《芙堕落》の能力は剣気の貯ちよ蔵ぞう。鞘さやに納められている時間が長ければ長いほどその威力と切れ味を増すが、あまりに長期間蓄たくわえ続けると使い手にも制御できなくなるという（綺凛が過去数回試してみたところ、三ヶ月程度までは問題なく使用できた）。そして現在、この《芙堕落》には四ヶ月近く剣気が貯蔵されている。

　今《芙堕落》を抜けばまず間違いなくこの状況を打開できるだろう。ヴァリアントたちはおろか、パーシヴァルをも打ち倒すことが可能なはずだ。

　それなのになぜ綺凛が躊躇ためらっているかといえば、それも彼らの……金きん枝し[image: ]へん同盟の狙ねらいではないかという疑念が拭ぬぐえないからだった。綺凛が純星煌式武装の使い手となったことはすでに周知の事実であり、ウルム＝マナダイトの能力は公開義務があるためそちらもある程度知られてしまっている。

　彼らは綺凛がこのセブンに単身でやってくることを予想していた。それはおそらくこちらの内情をある程度把握しており、今現在自由に動けるのは綺凛だけしかいないことを知っているからだろう。もしここで綺凛という戦力が失われれば、クローディアたちは金枝[image: ]同盟に対して打てる手が極めて限定されてしまう。

　ここで綺凛を始末できればよし、そうでなくとも《芙堕落》の蓄えをこのタイミングで使わせてしまえば戦力的に大きな低下となる。彼らがそう考えていたとしても不思議ではない。

　クローディアの予想が正しければ、この金枝[image: ]同盟は今回の《王竜星武祭リンドブルス》で何かしら大きな計画を準備しているのだという。《芙堕落》という切り札はその時に備えておかなくてはならない。

　もしこれが自分一人の問題であれば、綺凛は迷わず《芙堕落》を抜いていただろう。だが、今回の一件には綺凛にとって大切な人たちの運命がかかっているのだ。

　とはいえ、もしここで綺凛が敗やぶれてしまえば元も子もないのもまた事実。

　一体、どうすれば……。

「──迂う闊かつですね」

「っ！　しまっ……！」

　その逡しゆん巡じゆんによって生じた一瞬の隙すきを、パーシヴァルが見逃すはずもなかった。

《贖罪の錐角ゴート・アマルテイア》はまだチャージが完了していないようだったが、二丁拳けん銃じゆうから放たれた光弾が綺凛に襲い掛かる。それらを防ぐことはさして難しいことではなかったものの、その間にヴァリアントが二体、綺凛を挟み込むようにしてハンマーを振り上げる。

（これはマズい……！）

　雛ひいな丸まるで光弾を弾はじきながらも綺き凛りんの脳裏では一瞬で無数の回避手段が浮かび上がっていたが、そのいずれもが絶望的な結果だった。どちらか一方の攻撃は凌しのげても、もう片方は回避不可能。下へ手たに受け止めれば、いかに最上大おお業わざ物ものの雛丸でも折れてしまいかねない。

　あとはできるだけダメージを軽減できる方法を取るしか……。

　綺凛がそう覚悟を決めた、その刹せつ那な。

「……噴フンっ！」

　突如として地面が揺れたかと思うと、右手のヴァリアントが衝撃と共に吹き飛んだ。

「っ!?」

　綺凛は困惑しながらも残ったヴァリアントのハンマーを横に跳んで避よけ、改めて状況を確認する。

　降りしきる雨の中、ぼろぼろになった布を頭から被かぶった男性が、綺凛とパーシヴァルの間に立っていた。かなりがっしりした体格で、背も高い。肩から紐ひもで背負うようにして、これもまたぼろぼろのバッグを吊つるしている。

　その足元は、地面が大きく窪くぼんでいた。察するに、彼が綺凛の窮きゆう地ちを救ってくれたのだろう。

「もしやいらぬ世話だったか？　これが尋じん常じような立ち合いであれば俺も手出しはしなかったが……生あい憎にくとそうは見えなかったのでな」

　聞き覚えのある声に、綺凛ははっと顔を上げる。

「いえ、助かりました──武ウー暁彗シヤオフエイさん」

　ぼろ布を脱いだその顔は、一年前に闘たたかった時よりも幾いく分ぶん柔和になっただろうか。髪も伸び、一見すると別人のようだ。

　しかし鍛きたえ抜かれた体たい躯くと、こうしていてもビリビリと伝わってくる圧倒的な力は見間違うはずもない。それどころかその力は綺凛の記憶にあるよりもずっとずっと増しているようだった。

「武暁彗……界龍ジエロンの《覇は軍ぐん星せい君くん》がなぜここに？」

　パーシヴァルが吹き飛んだヴァリアントを横目で見ながらそう問いかける。そのヴァリアントはほとんど原型を留とどめていないほどに破壊されていた。

　見たところ暁彗は武器らしきものも持っていない。拳士なのだからそれ自体は不思議ではないし、窪んだ地面は震しん脚きやくの跡あとだろう。だが、いかに暁彗が卓越した拳士であり、ヴァリアントの防御障しよう壁へきが弱体化しているとはいえ、素手でそれを突破するなど……。

「え……？」

　その時、綺凛の瞳ひとみは暁彗の腕が異様な星辰力プラーナをまとっていることに気が付いた。今まで見たことがない質感の星辰力だ。

「なぜと言われても、ただの通りすがりだ。修行の旅から戻る途中でな。明日までに六りつ花かへ帰らねば、《王竜星武祭リンドブルス》の初戦に間に合わない」

「でしたらどうぞご自由に。ただし我々の邪魔はしないでいただきたいものです」

　パーシヴァルの声は冷静だったが、明らかな棘とげがあった。それはそうだろう、あと一歩というところで思いもよらぬ邪魔が入ったのだから。

「いや、生あい憎にくと俺は武人としてこの娘に借りがある。再び一戦交えるまでは、こんなところで倒れてもらうわけにはいかないのだ」

　言って、にやりと笑う暁彗シヤオフエイ。

　やはり以前とは少し変わったようだ。

『潮時だな。現時点をもってプランＥを破棄。プランＧに移行しろ』

　と、不意に出現した空間ウィンドウから男とも女とも判別のつかない声がそう告げた。おそらく音声を変換しているのだろう。

「ですがＤ、私はまだ……」

『ほぉ、使い手に逆らうのか？』

「……わかりました」

　パーシヴァルは小さく息を吐くと、暁彗と綺き凛りんを睨にらみつけてからくるりと背を向けた。

「いずれ、また」

「待っ──！」

　慌てて追いかけようとした綺凛の前に、ヴァリアントが一体立ち塞ふさがる。

　一体だけなら問題ない、すぐに切り伏せて……と、そこまで考えたところで、ぞわりと総毛立った。

　一瞬の後、ヴァリアントの内部から光が膨れ上がったかと思うと、耳をつんざくような轟ごう音おんと共に爆発四散する。

「くっ！」

　とっさに星辰力プラーナで防御したためダメージはほとんどなかったが、燃え上がる炎と煙の向こうにパーシヴァルと他のヴァリアントたちの姿はもう見当たらなかった。

「どうやら逃げたようだな」

　暁彗はさほど興味がないようで、ぼろ布を被かぶりなおしながらあらぬ方向……湖のほうへ視線を向けている。

「あ、あの、改めてありがとうございました！」

　綺凛は雛ひいな丸まるを納刀すると、深々とお辞儀をした。実際、暁彗の助けがなければ相当に危険な状況だったのは間違いない。

「気にするな。あれに言った言葉は本当だ。おまえとはぜひもう一度闘たたかってみたい。……今回の《王竜星武祭》には出ていないようで残念だが」

「……今の暁彗シヤオフエイさんのお相手が、わたしに務まるかどうか」

　それは謙けん遜そんではなく本心だ。

《獅鷲星武祭グリプス》の時、暁彗と綺き凛りんの間には本来埋めようもないほどの実力差があった。何しろ綾あや斗とと二人がかりで挑んでなお、その上を行かれたのだから。

　千せん里り眼がんの力でなんとか一矢を報むくい、《星武祭フエスタ》のルール上こそ勝利となったものの、とても勝ったと言えるようなものではなかった。

　この一年で綺凛も修練を積み、相応に強くなったという自負はあるが、それは暁彗も同じだろう。

（《芙ふ堕だ落らく》を抜いて、初めて勝機が見えるかどうかといったところかな……）

「さて、では俺はこれで失礼する。一刻も早く界龍ジエロンへ戻らねばならないのでな」

「はぁ……ですが、この時間ではもう連絡船はありませんよ？　そもそもこのセブンからは貨物船しか出ていませんし……」

　アスタリスクの玄関口となっている湖こ岸がん都市は湖を半周ほど周った先だし、入島審査の関係上貨物船には一般の客は乗ることができない。

　綺凛が乗ってきた小型艇があるにはあるが、あれは一人用だ。

「問題ない」

　暁彗は歩きながら短くそう言うと、無む造ぞう作さに湖に飛び降りた。

「っ！」

　綺凛が駆け寄ると、暗い湖面に暁彗が星辰力プラーナを足場にして立っている。

「まさかそのままアスタリスクまで行くつもりなのですか……？」

　なんの準備もなく叩たたき込こまれたというのでなければ、短い時間足と水面の間に星辰力を集中させて立つというのは、星辰力のコントロールに優れた《星脈世代ジエネステラ》であれば可能な技術だ。暁彗ならば苦も無くこなすだろう。ただし、当然星辰力はどんどん消費されていくし、揺れる湖面ではそれを維持するのも難しい。ここからアスタリスクまで歩いて戻るなど、はっきり言って正気の沙汰ではない。

「迂う遠えんな回り道をするより、一直線に戻ったほうが早いだろう？　これまでもそうしてきた。それに恥ずかしながら路ろ銀ぎんも乏とぼしい……というより底をついている」

「これまでもそうしてきたって……失礼ながら、どちらからお戻りに？」

「欧州」

　平然とそれだけ言うと、暁彗は軽く手を振ってから夜の闇やみに消えて行った。

　綺凛はその背中を呆ぼう然ぜんと見送るしかない。

「……今回の《王竜星武祭リンドブルス》は、本当にすごい方々ばかり集まっているみたいですね」

　今更ながら自分も出場していればと、そんな考えが少しだけ浮かんだが、すぐにそうでないからこそこうして綾斗たちの力になれているのだと思い直した。

　それぞれの立場で、それぞれが全力を尽くすこと。

　今はそれしかないのだ。


第八章　反撃準備

　綾あや斗とが部へ屋やに入ると、すでにそこには紗さ夜やとシルヴィアの姿があった。

「あ、やっほー綾斗。いらっしゃい」

「お疲れ様、綾斗くん」

　ホテル・エルナトの一室。

　ソファの上にごろんと寝転がったままもしゃもしゃとスナック菓子を貪っていた紗夜と、ちょうど紅茶を淹いれていたシルヴィアが綾斗を出迎えてくれる。

　場所とメンバーからもわかるように、金きん枝し[image: ]へん同盟に対する定例会議だ。

　だが、今日はその前に。

「うん、お疲れ様。それから──二人とも、改めて予選突破おめでとう。さすがだね」

　綾斗がそうお祝いの言葉を伝えると、紗夜とシルヴィアはお互いに顔を見合わせにへらと相そう好ごうを崩す。

「ま、当然の結果」

「そう言う綾斗くんも、改めておめでとう」

「ははっ、ありがとう」

　そう、綾あや斗と自身も昨日の試合で無事三回戦を突破し、本戦へと出場を決めていた。

　それぞれが試合を終えた後、空間ウィンドウ越しではすでに『おめでとう』と伝え合ってはいたものの、やはりこうして顔を合わせてとなると感慨が違う。

「それにしても、まだ予選だっていうのにレベルが高かったね。《鳳凰星武祭フエニクス》や《獅鷲星武祭グリプス》とは参加選手の雰囲気というか、試合に臨む意識が違うみたいだ」

　綾斗が紗さ夜やの隣に腰を下ろしながらそう言うと、綾斗の分も紅茶を入れてくれたシルヴィアがうんうんとうなずく。

「だよね。私の体感でも、前回より手て強ごわい相手が多い印象だな」

「そう？　私は別に楽勝だった」

　一方で、紗夜は一人ドヤ顔だ。

「まあ……確かに紗夜は全部の試合を速攻で終わらせてたけどさ」

「えへん」

　紗夜の持つ煌式武装ルークスの攻撃を凌しのげるような選手は、実際そう多くない。

「でもさ、それって組み合わせに恵まれたおかげもあると思うんだけど？」

「む、とんだ言いがかり。事実は事実として認めるべき。私は全試合楽勝だったけど、綾斗は初戦で危なっかしい試合をやってたし、シルヴィは三回戦でウルサイス妹相手に手て古こ摺ずってた」

「うーん、それを言われると……」

「あはは、返す言葉もないね……」

　綾斗とシルヴィアは揃そろって苦笑いを浮かべるしかない。

　確かにトーナメントでは結果がすべてなのだ。

「あ、でも組み合わせと言えば……もう見た？」

「もちろん」

　今日は《星武祭フエスタ》の中なか日びに当たり、完全な休養日だ。同時に本戦トーナメントの抽選が行われる日でもあり、少し前にそれが発表されたばかりだった。

「あれって──」

　と、シルヴィアが口を開いたところで。

「ふぅ……お待たせしました、皆さん。全員揃っていますか？」

　部へ屋やの扉が開き、コートを着込んだクローディアが姿を現した。

　シリウスドームで行われる抽選に生徒会長として参加していたクローディアは、それを終えるなりすぐここへやってきたのだという。

「お、お疲れ様です、皆さん！」

　その後ろから現れたのは、クローディアに呼び出されて一緒にシリウスドームへ赴いていた綺き凛りんだ。

　先日、綺き凛りんがセブンへ潜入したという一件で、先に打ち合わせをしておくことがあったとか。その件に関しては綾あや斗とたちもまだ簡単な報告しか受けていない。

「二人ともお疲れ様。えっと、ヘルガさんと姉さん、それからイザベラさんは今回欠席なんだよね？　だったらこれで全員揃そろってると思うけど……って、あれ？」

　そう言いながら、綾斗は目を丸くした。

　綺凛に続いて、思わぬ人物が部へ屋やに入ってきたからだ。

「よっす！　お疲れさん！」

「え、英えい士し郎ろう……？」

　いつものように軽薄さに満みち溢あふれた笑えみを浮かべる英士郎に、紗さ夜やもシルヴィアもどういうことかと訝いぶかしげな視線をクローディアへと向ける。

「はいはい、皆さんのご懸念はごもっともです。なので、簡単にご説明しますと──」

　　　　　　　　＊

　──一昨日、深夜。

　薄ぼんやりとした街灯が僅わずかに闇を照らすだけの星せい導どう館かん学園中庭を、英士郎は寒さに身を縮ちぢこまらせながら進んでいた。

　寒さ暑さに耐える訓練は積んでいるとはいえ、だからといって寒さを感じなくなるわけではない。冬の夜風はとにかく身に染しみる。さっさと用件を済ませて部屋へ戻ろうと手をこすり合わせていると、少し先の四阿あずまやに人影を見つけた。

「どーも、お待たせしちまいましたかね？」

　そう声を掛けると、その人影──星導館学園生徒会長クローディア・エンフィールドはにっこりと微笑ほほえんだ。

「いいえ。時間通りですよ、夜や吹ぶきくん」

「そんで、今度はどんなご用件で？　このクソ忙しい時期にわざわざこんな時間を取るくらいなんですから、よほどのことなんでしょう？」

　影かげ星ぼしの一員である英士郎に任務を下すだけなら、普通は専用回線での通信で事足りる。それをこうして呼び出して直接話さなければならないとなると、つまり普通の案件ではないということだ。

「ええ、重要な話ですとも。かつてないほどに」

　暖かそうなコートに身を包んだクローディアは、朗らかにそう言うと笑え顔がおのまま《パン＝ドラ》を起動させた。不気味に発光する双そう剣けんが、闇やみ夜よに流星のような淡い軌跡を描く。

「は……？　い、いやいやいや！　なんすかなんすか、会長！　おれ何かやらかしちゃいました!?」

　慌てて後ずさりながら、両手を前に突き出してぶんぶんと振りまくる。

「あなたの言う通り、私は大変多忙です。なので、面倒な前振りはなしでいきましょう」

「……と、おっしゃいますと？」

　身を屈かがめながら、恐る恐るそう問いかける英えい士し郎ろう。

「率直に申し上げます。夜や吹ぶきくん、あなたが綺き凛りんの行き先を──綺凛が単身でセブンへ調査へ赴くという情報を報告した相手を教えてください」

「えっ……？」

　想定外のその言葉に、英士郎は一瞬固まった。

「あー、その、なんのことだかおれにはさっぱり……」

「面倒な前振りはなしで、と言ったはずですよ？」

　ちゃきっと《パン＝ドラ》の切っ先が英士郎の鼻先へ突き付けられる。

「ええっと、だからそれは……」

　英士郎はどうしたものかと右へ左へ視線を彷徨さまよわせるが、クローディアは追及の手を緩ゆるめない。

「あなたが以前から独自に依頼を受けて活動していることはわかっていました。が、あなたはとても優秀です。証拠を残したり、容易に尻尾しつぽを掴つかませるようなことはないでしょう」

「いやいや、そんな過大評価ですって」

　実際、英士郎は影かげ星ぼしに身を置きながらも、こっそりと独自のネットワークから依頼される仕事をこなしている。つまりフリーとしても活動しているわけだ。無論、特務機関のエージェントとして許されるものではないが、クローディアが言ったように証拠を残すようなヘマはしていない……はずだ。

「謙けん遜そんは結構。私があなたを評価しているのは、まさしくその点なのですから」

「へ……？」

「あなたは自分が納得した仕事であれば、その対象が友人や恋人でも関係ない。そうでしょう？」

「……」

　英士郎は黙り込む。確かにそれはある意味で正しい。

　英士郎が仕事に求めるものは、それを自分が楽しめるかどうかだ。その基準をクリアしてさえいれば、対象がなんであれ関係ない。

　それは英士郎のモットーである『常に軽く生きる』ことに起因していた。英士郎も友人や恋人（いればの話だが）はそれなりに大切に思っているし、義理や人情なんてものも一応持ち合わせてはいるが、それらは時として重荷になる。そして、心に重荷があっては人生は楽しめない。だからこそ、英士郎は今を楽しむため、時にそれを捨てることを厭いとわないのだ。

「非情、というのも少し違いますが、とにかくそれはエージェントの素養としては抜群のものでしょう」

　クローディアが《パン＝ドラ》の切っ先を突き付けたままゆっくりと歩みを進めてくるため、英えい士し郎ろうもじりじりと後退するしかない。

「ですから、普段なら別段それを責めはしません。私もあなたの力を借りてきた者の一人ですからね。ただ……今回は事情が事情でして、私も本気なのですよ。星せい導どう館かん学園の生徒会長ではなく、クローディア・エンフィールドという一人の人間として」

「ははは……」

　英士郎は引ひき攣つった笑えみでごまかそうとするが、それでどうにかなるような相手ではないのはわかっている。

　そして事実、英士郎は依頼を受けてクローディアたちの動向を探っていた。綺き凛りんがセブンに向かったことを依頼主に報告したのも本当だ。

「じゃ、じゃあ、仮に！　仮にですよ？　おれがそうした仕事を受けていたとして……依頼主の名前を明かすのだけは勘弁してもらえませんかね？　ほら、会長もご存じでしょう。この業界、さすがにそこのルールは厳守しないとマズいって言うか……」

　クライアントの情報を漏もらすようなことがあれば、二度と仕事はできないだろう。

「ふふっ、もちろん存じておりますとも。ですからこうして頼んでいるのではないですか」

　にっこりと笑え顔がおで言うクローディア。

「大丈夫ですよ、たとえフリーの仕事がなくなろうとも私は変わらずあなたを頼りにしていますから」

「あ……」

　事ここに至って英士郎はようやく悟った。

　クローディアは英士郎と外部の関係を断ち切り、取り込むつもりなのだと。

（このタイミングを計ってやがったな……！）

　かつてのクローディアの計画がなんであったのかは、英士郎も綾あや斗とからそれとなく聞き出した話や状況からおおよその見当はついている。クローディアは以前から英士郎の裏仕事をある程度察していたようだが、そのための駒こまとして英士郎が必要だったため見逃してきたのだろうということも理解できた。

　では、なぜその計画が──失敗したとはいえ──終わった後も、英士郎の勝手を見逃してきたのか。英士郎はまだ何かしらクローディアが自分に対して利用価値を見み出いだしているのだと判断していたのだが、どうやらそれは大間違いだったらしい。

　クローディアは最も美う味まく熟成するタイミングを待って、英士郎という果実を収穫したのだ。敵対する相手の情報を手に入れ、相手の手駒を崩し、完全に自陣へ取り込むために。

「……やってくれますね、会長」

　英えい士し郎ろうはそう言ってすっと目を細める。

「ですが、そういうことならおれは断固として認めませんよ。会長も言ってたじゃないですか、証拠はないって」

「そうですね。残念ながら証拠はありません。何しろ夜や吹ぶきくん、あなたは本当に優秀ですから。でも……生あい憎にくと証拠なんて必要ないんですよ」

　その瞬間、英士郎は背筋にぞわりとしたものを感じて飛とび退のいた。

「……っ」

「あら？　どうしました？」

　そう言うクローディアは変わらず笑え顔がおのままだったが、その全身からは殺気に近い剣気が放たれている。闇やみ夜よにぼんやりと浮かぶ双そう剣けんの輝きは、それこそ鬼火のようだ。

「本気っすか……会長？」

「だから最初からそう言ってるでしょう？」

「……なら仕方ないっすねえ」

　英士郎はホルダーからナイフ型の煌式武装ルークスを取り出し、それを構える──と見せかけて。

「てりゃっ！」

　懐ふところから取り出した煙玉を地面に叩たたき付つけた。

　アナログと笑うことなかれ。爆発したかのような勢いで白煙が広がり、完全に周囲を覆おおうまでに一秒とかからない上、大抵のセンサー類をごまかせる夜吹の里謹製の忍び道具だ。

（さすがに会長とやり合っても勝ち目はないからな……）

《獅鷲星武祭グリプス》で未来予知のストックを粗方使い切ったらしいとはいえ、あれからもう一年以上経たっている。闇討ちならばともかく、真正面から闘たたかって勝てるような相手ではない。

　ともかく今はこの場を逃れて、しばらく姿をくらますのが一番だろう。後のことはそれからゆっくり考えればいい。

　そう考えながら白い煙の中を逃げ出した英士郎の足が何かに引っかかり、身体からだがくるりと回転した。

「は？　……ぐえっ!?」

　そのまま背中から地面に叩き付けられ、押し付けられる。

　何がなんだかさっぱりわからないまま白煙が晴れるのを待つと、仰あお向むけの英士郎に馬乗りになる形でクローディアが優雅に微笑ほほえんでいた。

「ど、どうして……？」

　この煙玉はクローディアの未来予知対策でもあった。仮に未来を予知されようとも、視覚が遮さえぎられた状態でこちらが逃げの一手では、手の打ちようがないはずなのだ。英士郎は目をつむったままでも走り回れる程度にはこの学園の敷地を把握しているし、逃げるルートはそれこそ無数にある。

　無論、何百回とあらゆる方向を追いかける未来を試せばそのうち当たりを引く可能性もゼロとは言えないが、そんな無駄な試行錯誤を繰り返してストックを消費させるほどクローディアも馬鹿ではないだろう。煙玉が使用される前に未来を予知されて防がれたのならばともかく、こうしてそれが成った以上は逃げ切れたも同然のはず。

　そう思っていたのに。

「ふふっ……！　なるほど、確かにこれは少しきついです、ね……っ」

　が、見ればなぜだかクローディアも苦しそうに顔を歪ゆがめている。疲労なのか苦痛なのかはわからないが、あのクローディアがこれだけ表情に出すというのは相当なものなのだろう。

「……会長、一体あんた何をしたんです？」

「申し訳ありませんが、それは秘密です」

　それでもなお歪んだ笑え顔がおを作ってみせたクローディアは、両手の双そう剣けんを交差するように英えい士し郎ろうの首横へ突き立てた。首がハサミに挟まれた状態と言えばわかりやすいだろうか。

「そんなことより私が英士郎くんを評価している点がもう一つあるのですが、おわかりですか？」

「い、いえ、さっぱり」

　さすがにこの状況で軽口を叩たたけるほど英士郎も豪ごう胆たんではない。

「それはあなたが何よりも自分自身を一番大切にしている人間だということです。……以前の私と同じように」

　クローディアの顔から笑えみが消える。

「通常、影かげ星ぼしのエージェントなら……いえ、どこの諜ちよう報ほう工作機関であろうと一流のエージェントであれば、自分よりも任務の遂すい行こうと情報の死守を優先させるのが当たり前です。そういう種類の人間だからこそ、そういう仕事に就つけるわけですからね」

　それは確かにその通りだ。特にレヴォルフの黒猫機関グルマルキンなどは滅めつ私し奉ほう公こうの権ごん化げと言ってもいい。

「ですが、あなたはそういう人間と仕事を嫌けん悪おしている。そうでしょう？」

「……まあ、そうっすね」

　だからこそ夜や吹ぶきの里を出たわけで。

「では、ここで私が映画の三流悪役のようにこう言ったらどうします？　『すべて吐け。そうすれば命だけは助けてやる』」

「『断る』、と言いたいところですが……はぁ、わかりましたわかりましたよ！　おれの負けです！　喋しやべりますよ、なんでもね！」

　クローディアの言う通り、英士郎が普通の一流エージェントであれば口を割るなどありえないのだろう。

　だが──英えい士し郎ろうはあくまで英士郎なのだ。

「はい、よくできました」

　クローディアはそう言うと、満面の笑えみで満足そうにうなずいた。

　　　　　　　　＊

「──と言うわけでして、今日からこの夜や吹ぶきくんもこちらの会合に参加することになりました。友人の情報を売っていた人でなしだからといっていじめないであげてくださいね」

「いやー、どうもどうも。そういうわけだからよろしく頼むわ」

　これ以上ないくらいに軽い調子でぺこりと英士郎が頭を下げる。

「……」

　綾あや斗とたちはしばらくぽかんと絶句していたが、いち早く我に返った紗さ夜やが眉み間けんに皺しわを寄せながら巨大な銃型煌式武装ルークスを起動させ、その銃口を英士郎へ向けた。

「とりあえず、一発かましていい？」

「ま、待て待て待て、沙さ々さ宮みや！　わ、悪かったと思ってるって、マジで！」

　青ざめながら両手を上げる英士郎。

「まあまあ、紗夜。気持ちはわかりますが、ここは矛を収めてください」

「でも、こいつのせいで綺き凛りんがピンチに……」

　クローディアが割って入るものの、紗夜は不満そうに口を尖とがらせるが──

「い、いえ、わたしなら大丈夫ですから。それよりも夜吹先輩は重要な情報をいくつも探ってきてくださったので……」

　はたはたと小さく両手を振りながらそう言う綺凛に、不ふ承しよう不ぶ承しようといった様子で煌式武装を発動体へと戻した。

「そう、重要なのはそこです。綺凛がセブンへ向かうという情報を報告した相手の名前、もう一度あなたの口から教えていただけますか、夜吹くん？」

「……《悪辣の王タイラント》だよ」

「っ！」

　その名を聞いた綾斗たちに緊張が走る。

　レヴォルフ黒学院生徒会長、ディルク・エーベルヴァイン。《鳳凰星武祭フエニクス》ではイレーネたちを差し向けたり、証拠こそ出てこなかったがフローラの誘拐に関与していたりと、綾斗にも因いん縁ねん浅からぬ人物だ。

「ってことは、ディルクも金きん枝し[image: ]へん同盟の一員ってこと？」

「そう思ってまず間違いないでしょうね」

　シルヴィアが鋭い目付きでそう言うと、クローディアも真剣な顔でうなずく。

「はぁ……それは本気で厄介ね」

　シルヴィアの溜ため息いきは心の底からげんなりしたといわんばかりだ。二人は生徒会長という立場から、より深くディルクのことを知っているのだろう。

「レヴォルフではなくて、あくまでディルク・エーベルヴァイン個人が、ってことでいいのかな？」

「母の見立てではそうですね。私も同感です。統合企業財体が直接関与するにはあまりにもリスクの大きすぎる案件ですから」

　綾あや斗との質問に、クローディアが苦笑しながらそう答えた。

　今回、クローディアの母であるイザベラと、警備隊長のヘルガ、そして綾斗の姉である遥はるかはこの会合を欠席している。三人とも多忙極まりないためだ。

「うーん、それならやっぱりガラードワースとアルルカントも直接関与はしていないということでいいのかな？」

　すっと挙手したのはシルヴィアだ。

「ああ、《優騎士アグレステイア》と自律式擬形体パペツトの件ですね。そちらも恐らく学園は無関係でしょう」

「その根拠は？　だって《優騎士》は《聖杯》を使ってたんでしょ？　ガラードワースはただでさえ私闘を禁止してるのに、純星煌式武装オーガルクスまで持ち出してくるなんてただ事じゃないはずなんだけど」

　シルヴィアが更にそう突っ込むと、クローディアがちらりと英えい士し郎ろうに視線を向ける。

「はいはいっと。あー、おれが調べたところによると、《優騎士》パーシヴァル・ガードナーは数ヶ月前に失しつ踪そうしてるみたいだな。それも《聖杯》を持ったまま。表向きは休学って扱あつかいにはなってるが、今も至聖公会議シノドミアスが必死で行方を追ってるようだぜ」

「そうした動向から察するに、ガラードワースはまず無関係でしょう。なんにせよ、《優騎士》の件は英士郎くんにもう少し調べてもらう予定です。いざという時、ガラードワースに対するカードになりますからね」

「……おっけー、納得した」

　そう言ってうなずくシルヴィアと入れ替わるように、今度は紗さ夜やが手を挙げる。

「では、アルルカントが無関係だという根拠は？　綺き凛りんの話によれば、襲ってきた擬形体はアルディそっくりだったとか。だとすれば……」

　紗夜の顔は真剣そのものだ。

「そうですね、学園としてのアルルカントはともかく、その一派閥である《彫刻派ピグマリオン》が関与している可能性は捨てきれません。ただし、《彫刻派》筆頭のエルネスタ・キューネは人間のように心を持ち、思考し、成長する擬形体に強くこだわっている方です。その方が直接関かかわっているのであれば、綺凛の報告にあったようなただの兵器としての擬形体を量産するでしょうか？」

「それは……確かに」

「実際、今回の《王竜星武祭リンドブルス》にも新しい自律式擬形体パペツトで参戦しているよね。名前は確か……レナティだっけ？」

「うん。あれは相当ヤバい。見た目に騙だまされると痛い目を見る」

　紗さ夜やの言葉に、綾あや斗とはまだ幼い少女のような姿をしたその擬形体の闘たたかいを思い出した。圧倒的な機動力と攻撃力を併あわせ持ったレナティは余裕で本戦出場を決めていたが、予選での闘い方はほとんど遊び半分といった感じで戦闘力の底はまだまだ見えてこない。

「んー……でもさ、彼女あれで結構合理主義者っぽいし、それこそ技術提供だけしたって線もあるんじゃない？　なんにせよ、それだけそっくりなら無関係ってことはないだろうし」

「き、金きん枝し[image: ]へん同盟には人間を洗脳できる純星煌式武装オーガルクスもあるんですよね？　だとしたら操られているという可能性もあるのではないでしょうか……？」

　なるほど。シルヴィアの説も綺き凛りんも説も、あり得る話だ。

「そうか、だとすれば《優騎士アグレステイア》やディルクも《ヴァルダ＝ヴァオス》によって操られているってことも……」

「ああ、《優騎士》はともかく《悪辣の王タイラント》に関してはないですね」

「うん、ないわね」

　が、綾斗の発言はクローディアとシルヴィアにすげなく否定された。

「そんな玉じゃありませんよ、彼は」

「同感」

　そう言ってうなずき合う二人には、どこか苦々しい実感がこもっているようだ。

「ともあれ、アルルカントの線も夜や吹ぶきくんに探ってもらいましょう」

「やれやれ、人使いの荒いこって」

　大仰に肩を竦すくめる英えい士し郎ろう。

「でも……なんだか急にいろいろな手がかりが出てきた感じ。少し不可思議」

「それは……わたしも思いました。まさかこれも罠わなだったりするのでしょうか？」

　腕組みをする紗夜はいかにも訝いぶかしげで、その隣の綺凛はいかにも不安そうだ。

「その可能性も考こう慮りよしますが、それよりも彼らが手がかり残してしまうくらいに大きく動かざるを得なくなった、と考えたほうが自然でしょうね。今まで彼らが潜せん伏ぷくできていたのは、何よりも《ヴァルダ＝ヴァオス》の力が大きいですが、どうやら今は彼女──便べん宜ぎ上じよう彼女としておきます──は頻ひん繁ぱんにアスタリスクを離れたり戻ったりを繰り返しているようです。ここの外で何をしているのかまではわかりませんが、彼女が留守の際には彼らの隠蔽能力は格段に低下しているはず。それなのにこうまで動いているということは……恐らく彼らの目的、計画の達成が近いということでしょう」

「もうある程度までバレても構わないってことか……でも、本当に金きん枝し[image: ]へん同盟は一体何をしようっていうのだろう？」

　綾あや斗との疑問に答えられる者は、当然ながらいなかった。

　金枝[image: ]同盟の正体へ近付いているという実感はあるものの、どうしてもまだその目的が掴つかめない。せめてそれさえわかればもう少し打つ手もあるのだが……。

「──それはさておき、明日からはいよいよ本戦です。《王竜星武祭リンドブルス》参加組は一ひと先まずそちらに集中してください」

　ぱんと手を叩たたき、話題を切り替えるクローディア。

「そ、そうですね、せっかく皆さん無事予選を突破されたのですし」

　綺き凛りんも小さくぱちぱちと手を叩く。

「幸い、組み合わせでも紗さ夜やとシルヴィアは綾斗と別ブロックですしね」

「うん、安心した。しかもこのまま行けば私は準々決勝でリムシィと闘たたかえる。綾斗の邪魔にはならない」

「私も上う手まくいけば準々決勝でオーフェリアにぶつかるみたいだから大丈夫ね」

　綾斗が目指さなければならないのは優勝だが、紗夜とシルヴィアはそれぞれ決着をつけたい相手との対戦そのものが目的だ。その点では、上手く分かれてくれたというところだろう。

　ただし──

「で、でも、綾斗先輩は勝ち上がっていくと……」

「ええ、準決勝で当たってしまいますね……ユリスと」

　そう。ユリスと綾斗は同じブロックに配置されてしまったため、お互い順当に勝ち進んだ場合は準決勝でぶつかることを余儀なくされた。こればかりは抽選の結果なので仕方ないのだが、ユリスの目的がオーフェリアとの対戦にあるのだとすれば綾斗を倒さない限りそれは望めないということになる。

「……」

　できれば闘いたくはない。

　ユリスにどのような事情があるのかはわからないが、それは彼女のすべてを賭かけるだけの想おもいがあるのだろう。

　ただ、綾斗も遥はるかの命がかかっている以上、譲るわけにもいかない。

「ま、今は先のことより目の前の試合のことだよ、綾斗くん。私たちは明日試合なんだからさ」

「……うん、そうだね」

　ぽんと綾斗の背中を叩いてくるシルヴィアに、綾斗は感謝の笑えみを返した。

「私の対戦相手は……レヴォルフの序列入りだけど、まあ予選の映像を見るにプリシラちゃんほどじゃないかな。もちろん油断はしないけどね」

「私の相手は……正直厄介。本戦一発目からこんな相手とぶつかるとは」

　どこか気楽そうなシルヴィアとは対照的に、紗さ夜やの表情は優れない。

「アルルカントの《双頭の鷲王ニンギルス》ですよね。確かに強敵です」

「あー……彼、なんかしらないけど驚異的に強くなったよね。序列も一気に上げてきたみたいだし」

　シルヴィアがうんうんとうなずきながら、紗夜の肩を叩たたく。

「……それってつまり？」

「彼も魎りよう山ざん泊ぱくの一員なんじゃないかな」

「うへえ」

　心底嫌そうな顔の紗夜。

「ふふっ、お二人ともがんばってくださいね。それで、綾あや斗との相手は確か……」

　クローディアが本日決定したばかりの本戦トーナメント表を携帯端末で表示する。

「──若わか宮みや美み奈な[image: ]とさん、ですね」

　綺き凛りんがそこに表示された綾斗の対戦相手の名前を読み上げた。

　知らない名前ではないし、多少の縁もある相手だ。そして彼女は魎山泊の一員だとわかっている数少ない一人でもある。

　すると、シルヴィアがふっと真剣な顔付きに戻った。

「気を付けてね、綾斗くん。クインヴェールの生徒会長としてはあるまじきことなんだけど、今回は事情が事情だし私も綾斗くんを応援する。でも……今の美奈[image: ]ちゃんは強いよ、それもかなり」

「……ああ、わかってるよ」

　綾斗はそう言って、ぐっと拳こぶしを握りしめた。


第九章　四回戦

「はぁー……緊張するぅ！」

　シリウスドームの控室で、若わか宮みや美み奈な[image: ]とはうろうろと歩き回っていた。

「……少しは落ち着きなさい、美奈[image: ]」

　そんな美奈[image: ]を冷たい声で諌いさめるのは、これ以上ないくらい落ち着いた様子のチームメイト、クロエ・フロックハートだ。

「そうですよ、美奈[image: ]さん。あまり気負っては実力が発揮できません。自然体が一番です」

　これもまた誰よりも自然体な蓮れん城じよう寺じ柚ゆず陽ひが、笑え顔がおで美奈[image: ]の背中を優しく撫なでる。

「ま、まままままったくですわ！　い、いくら相手がお兄様を真っ向から打ち破やぶったあの天あま霧ぎり綾あや斗ととはいえ、あなただってあの星露シンルーさんの下でさらなる修行に励はげんだのでしょう？　じ、自信を持ちなさい、自信を！」

　言葉とは裏腹に美奈[image: ]以上に緊張した様子のソフィア・フェアクロフは、手にしたティーカップと皿を割らんばかりにかちゃかちゃと鳴らし続けている。

「だ、大丈夫だよ！　美奈[image: ]にはあたしが、あたしたちがついてるもん！」

　ぐっと美奈[image: ]の両手を握ってくれたのは、本来一番気弱なはずのニーナ・アッヘンヴァルだ。

「う、うん、そうだね！　ありがとう、みんな！」

　おかげで少しだけ緊張がほぐれたような気がする。

「まあ、試合まではまだ時間があるんだし、気を紛らわせたいなら他の会場の試合でも見ていたらどう？」

　クロエが携帯端末を操作して空間ウィンドウを開くと、そこではすでに激しいバトルが繰り広げられていた。

「ところで……綾斗さんと美奈[image: ]さんの試合が第一試合のはずなのに、なぜ他の会場ではもう試合が始まっているのでしょう？」

「ああ、このメインステージの試合は一番いい時間帯を押さえてるからよ。試合の順番は会場同士のパワーバランスもあるし面倒なの。予選もそうだったでしょう？」

　素朴な疑問を口にした柚陽に、クロエがつまらなそうに答える。

「あ……」

　と、美奈[image: ]は空間ウィンドウに映し出されているその試合を見て、すぐあることに気が付いた。

「ね、ねえねえ、みんな！　見て見て！」

　美奈[image: ]がかぶりつきになりながら手招きすると、他の面々も不思議そうに首を傾かしげながら空間ウィンドウの前に集まってくる。

「どうしたんですの、一体？」

「レヴォルフの十八位と星せい導どう館かんの九位ね。この二人は確か《鳳凰星武祭フエニクス》で因いん縁ねんがあったと思うけど……」

「そうじゃなくて、ほら！　二人のこの動き！」

　美み奈な[image: ]とがそう言って指を差すと、そこでようやく全員気が付いたようだ。

「あ……っ！」

　全員がまさかというように口元を抑える。

「うん、やっぱりそうだよね！　この二人、どっちも星露シンルーちゃんに稽けい古こを付けてもらった人の動きだよ！」

　　　　　　　　＊

「はあああああああああああああああああああああ！」

「だりゃあああああああああああああああああああ！」

　二つの怒声が先んじてぶつかり合い、その一瞬の後に力と力が衝突する。

　片や巨大な戦せん斧ぷ型煌式武装ルークスヴァルディッシュ＝レオを振るう巨漢《轟遠の烈[image: ]コルネフオロス》ことレスター・マクフェイル。

　片や徒手空拳でそれを跳ね除けるイレーネ・ウルサイス。

　二人はカノープスドームのステージで、二年半ぶりに激突していた。

「その動き！　はっ、すぐにわかったぜ！　まさかてめえも魎りよう山ざん泊ぱくの一員だったとはな！」

「それはこっちの台詞せりふだ、デカブツ野郎！　道理でクソみてえに強くなってるわけだ！」

　レスターがヴァルディッシュ＝レオを豪速で薙なぎ払はらうと、イレーネはそれをスレスレでかわして懐ふところへと飛び込んでくる。

「てめえこそ、純星煌式武装オーガルクスを《孤毒の魔女エレンシユキーガル》にぶんどられた割には、前よりも断然強くなってるじゃねえか！」

　イレーネが放った貫き手は信じ難がたい疾はやさだったが、やや踏み込みが浅い。

　レスターからも距離を潰つぶし、その腕が伸びきる前に肘ひじで跳ね上げたが、ほんの少しかすった二の腕がざっくりとえぐられた。

「ばーか！　あれはこっちから見限ってやったんだよ！　捨てたもんを誰が拾おうが知ったこっちゃねえ！」

「なんにせよ、あの時の借りを返すには絶好の機会ってわけだ！　おらぁ！」

　レスターは痛みに構わずヴァルディッシュ・レオを片手に持ち変えると、空いた左腕で掌しよう打だを放つ。

「ぐぅ……！」

　イレーネは両手でそれを防御したものの、堪こらえきれず身体からだごと吹き飛ばされた。

　そこへレスターは右手一本で握り直したヴァルディッシュ・レオを上段から思い切り叩たたき付つける。

「舐なめるなっ！」

　が、イレーネはそれを読んでいたのか空中で身体を捻ひねり、紙かみ一ひと重えでその一撃をかわしてみせた。それどころか地面に叩き付けたヴァルディシュ＝レオの上に右足で着地すると、残った左足で回し蹴げりを放ってくる。

「ちっ！」

　レスターは左腕でそれをガードするが、芯まで響くような重い蹴りだ。あの態勢からこれだけの威力の蹴りを放てるとは。

「さすがにやるじゃねえか、イレーネ・ウルサイス……！」

「へへ、あんたも知ってんだろ？　あのガキの攻撃はこんなもんじゃねえからな……！」

　そこでお互いに一度距離を取り、呼吸を整える。

　──そして。

「だあああああああああああああああああああああ！」

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　お互いに再度雄お叫たけびを上げながら、地を蹴った。

　ただしレスターが真正面から突っ込んでいったのに対して、イレーネはレスターの左サイドに回り込んでいる。

（クソっ！　はえーじゃねえか！）

　レスターがそちらを向くよりも早く、イレーネが跳ぶ。そのまま空中で身を丸めると、急速に回転しながら踵かかと落としを見舞ってきた。

「ぐあ……っ！」

　レスターは腕でガードしつつその足を掴つかもうとするが、イレーネはそれよりも一歩早く、ガードした腕を足場にレスターを伸身宙返りの要領で飛び越す。更に空中で逆さまの状態になりながらもレスターの後頭部に貫き手を放ってきた。

　レスターもそれを前に倒れるようにして回避し、同時に身体を捩ねじりながらヴァルディッシュ＝レオを振り上げる。

　──しかし、ほんのわずかに届かない。

「くっ……！」

「ちぃっ……！」

　着地したイレーネと、片手で巨体を撥はね上げてすぐに態勢を整えたレスターは、間合いギリギリのところで睨にらみ合った。

　力と一撃の破壊力ではレスターが有利、速度と手数ではイレーネが有利といったところか。

　今のレスターの振るうヴァルディッシュ＝レオは、一撃で相手を問答無用で戦闘不能に追い込めるほどの威力がある。それを警戒してか、或あるいはリーチの差で攻めあぐねているのか、イレーネは深追いしてこずに慎重だ。

　ただし、イレーネは自身の拳こぶしに星辰力プラーナを一極集中させているようで、その攻撃力は決して侮あなどれない。レスターが多少の星辰力を防御に回したところで、あの貫き手はそれを紙のように切きり裂さくだろう。通常、星辰力の一極集中などやろうと思ってもできることではない（試合前にデータをチェックしていた際、大昔の界龍ジエロンで似たような技を使っていた拳士を一人見つけたが攻略の参考にはならなかった）。

　しかもそれに加えて、イレーネ独自の体術に嫌というほど磨みがきがかかっている。先ほどの空中での挙動など、一流の拳士でもまず真ま似ねできまい。

「……参考までに聞いとくがよ、てめえ魎りよう山ざん泊ぱくの最終序列はどんなもんだった？」

「あたしは乙おつ武ぶだ。そう言うあんたは？」

「甲こう武ぶ」

「ちっ！　そっちが上かよ！」

　それを聞いたイレーネは悔しそうに眉まゆを寄せた。

　魎山泊での序列は上から甲武、乙武、丙へい武ぶ、丁てい武ぶの四段階だ。つまりレスターは魎山泊に集められた面々でも、一応最上位クラスに入ったことになる。もっとも、その序列がどういう基準なのかは最後まで教えてもらえなかったし、そもそも何人があそこで鍛きたえられていたのかさえもわからないのだが。

（さて、と……どう攻めたもんか）

　魎山泊で鍛きたえられたレスターの戦闘技術は以前とは比べ物にならないほど上がっている。序列上位者でもあっても十分に仕留め切る自信があるが、残念ながら今のイレーネの動きを完全に捉とらえるのは難しいだろう。

　一方で、イレーネとしても迂う闊かつに間合いに踏み込めない以上は決定打に欠けるはず。

　だとすれば……。

「よお、デカブツ野郎。提案だ」

　と、そこでふいにイレーネが話しかけてきた。

「このままずるずると長引かせるのもつまらねえ。一つ、お互い捨て身の一撃で一発勝負ってのはどうよ？」

　そして人差し指を立て、にやりと不敵に笑う。

「ほぉ……一いちか八ばちかってわけか？」

「かったるい削り合いよりは、そっちのほうがよっぽどおもしれーだろ？」

「……いいじゃねえか、乗った！」

　確かにそのほうがレスターの性にも合っている。

「へへっ！　そうこなくっちゃな！」

　イレーネは嬉うれしそうに笑うと、前足を大きく出した独自に構えを取った。

　対するレスターはヴァルディッシュ＝レオを右手で持ち、水平に構える。どこからかかってこようとも薙なぎ払はらう形だ。

「さぁて、そんじゃ……行くぜぇっ！」

　──イレーネがそう言った瞬間、その姿が掻かき消きえた。

「っ！」

　いや、消えたのではない。爆発的な加速をレスターの目が捉え切れなかったのだ。

（こいつは界龍ジエロンの小僧が得意とする、あの……！）

　足に星辰力プラーナを集中させての、超高速移動術。確かに拳こぶしに星辰力を集中させる技術があれば、あの移動術を模倣できてもおかしくはない。

　レスターは右手のヴァルディッシュ＝レオで振り払おうとするが、遅すぎる。間に合うはずもない。

　だが。

「ぐあ──っ!?」

　イレーネの貫き手はレスターの校章を砕く寸前で、ピタリと止まっていた。

「て、てめえ……！」

　イレーネが口から血を吐きながら、レスターを睨にらみつける。

「悪いが、奥の手を隠してたのはてめえだけじゃねえんだよ」

　視線を下ろすと、レスターが左手で握ったもう一本のヴァルディッシュ＝レオがその柄頭をイレーネの腹部にめり込ませていた。

　ヴァルディッシュ＝レオの二刀流による攻防一体。それが魎りよう山ざん泊ぱくで鍛きたえられたレスターが辿たどり着ついた新たなバトルスタイルだ。

「ちっ……！　してやられ、たぜ……！」

　意識を失ったイレーネがふらりと倒れるのを、レスターが片手で抱き留める。

「……これで借りは返したぜ、イレーネ・ウルサイス」

「試合終了エンド・オブ・バトル！　勝者、レスター・マクフェイル！」

　機械音声が勝利を告げたその瞬間、レスターは《王竜星武祭リンドブルス》のベスト十六へ一番乗りを決めたのだった。

　　　　　　　　＊

「ぐぬぬ……！　ここっ！」

　紗さ夜やが四十一式煌型誘導曲射粒子砲ヴァルデンホルト改の全砲門を一斉に撃ち放つ。

　六条の光の奔流が弧を描き、対戦相手である《双頭の鷲王ニンギルス》カーティス・ライトに迫るが──

「ははははは！　当たらないっすよ！」

　カーティスはそれを空中で舞い踊るかのようにしてかわしてみせた。

　ある程度まで相手を追尾し、紗夜の持つ煌式武装ルークスの中では最高の命中率を誇るヴァルデンホルト改の攻撃を、しかも六発同時にだ。

　カーティスは光の奔流を掻かい潜くぐると、そのまま猛スピードで紗夜に向かって突っ込んでくる。その足元には、巨大な二又の槍やり──より正しくは、二又槍型の煌式遠隔誘導武装レクトルクスが光こう刃じんが煌きらめいていた。

　つまり、カーティスは煌式遠隔誘導武装に乗って空を飛んでいるのだ。

「くっ……！　どうしてこう、アルルカントはビックリドッキリメカばっかり……！」

　紗夜はそう悪態を吐つきつつ、バックユニットのバーニアで滑るようにしてそれを回避するが、避よけ切れずに腕部ユニットがざっくりえぐられてしまう。速度が圧倒的に違いすぎるのだ。ヴァルデンホルト改のバーニアはあくまで反動制御用のものを転用しているだけであって、おそらく高機動戦闘専用にチューンナップされているであろうカーティスの煌式遠隔誘導武装とは比較にさえならない。

「ビックリドッキリメカって……それはお互い様じゃないっすかね、沙さ々さ宮みやさん。あなたが使ってるような煌式武装、アルルカントでも見たことないっすよ」

　空中で腕組みをしながらカーティスがからかうように笑う。栗くり毛げ色の癖毛、まだ顔にあどけなさとそばかすを残したその少年は、アルルカント・アカデミー高等部実じつ践せんクラスの一年生だ。

　が、その実力は並大抵ではない。

　そもそも高速飛行する煌式遠隔誘導武装を乗りこなすというだけでも常じよう軌きを逸いつしているというのに、紗夜の射撃技術をもってしてもまるで捉とらえることができないのだ。

「──三十五式煌型重機関砲ガトリングキヤノングランヴァレリア」

　紗夜はヴァルデンホルト改を発動体へ戻すと、丸太ほどの大きさはあろうかという機関砲を起動させた。

「わお！　これもまた半端ないっすね！」

　それを見たカーティスは逃げるように距離を取る。

　速度だけなら、界龍ジエロンの趙ジヤオ虎峰フーフオンのほうが速いだろう。

　機動性だけなら、飛行ユニットを全開にしたリムシィのほうが勝っている。

　それなのに紗夜が捉え切れないのは、その機動がまるで予測できないからだ。煌式遠隔誘導武装にずらりと取り付けられた無数のバーニアスラスタは、空中での急激な方向転換と急加速を可能にしているものだが、問題はそれを使いこなすカーティスの行動が混こん沌とんとしていて読めないことだった。

（ならば数で押すしかない……！）

　紗さ夜やは脇わきに抱えるようにして持ったグランヴァレリアを、カーティス目がけてぶっ放す。

　発射速度は毎分四千発。まさしく光弾の嵐あらしと言っていい。

「ひゃっほー！」

　しかし、それでもなおカーティスには一発も当たらない。まるでサーフィンのように煌式遠隔誘導武装レクトルクスを乗りこなすカーティスの軌道を、光弾が空しく追いかけるだけだ。

「ぐぬぬぬぬ……！」

　紗夜はギリギリと奥歯を噛かむ。

　カーティスの攻撃手段は煌式遠隔誘導武装による突撃のみ。他にはなんの武装もしていないようだ。潔いというよりは、馬鹿なのではないかと思う。

　しかしそれならばカーティスが攻撃してくるところを迎え撃てばいいと考えたのだが、生あい憎にくとそれも通じなかった。流れるように左右に揺れ、時に急激に上昇し、時に落下する。目の前で大きく跳ね上がったかと思うと背後に回り込み、あるいは頭上から降ってくる。

　突撃という一つの攻撃手段しかないにも拘かかわらず、その多彩さには舌を巻くしかなかった。極めて限定的ではあるものの、まさしく天てん賦ぶの才としか言いようがない。

　それを──おそらくは《万ばん有ゆう天てん羅ら》が開花させ、鍛きたえ上げた。

「そーれ！　あはははは！」

　今度は空中でグルグルと煌式遠隔誘導武装を回転させ、グランヴァレリアの光弾を弾くカーティス。

「こんな豆鉄砲じゃ、僕の煌式遠隔誘導武装シャルウルカズには通用しないっすよ！」

「言わせておけば……！」

　確かにグランヴァレリアは圧倒的な弾幕で敵を封ふう殺さつするために、光弾一発一発の威力は低くなっている。これ以上に威力を高めるといかにロボス遷せん移い方式で複数のマナダイトを使用しているとはいえ、コアのマナダイト自体が崩壊してしまうからだ。

　本来大たい鑑かん巨きよ砲ほう主義且かつ火力偏へん重ちようの紗夜にとって、今のカーティスの言葉は屈辱以外の何者でもなかった。

「疾はやく、自由に、そして力強く！　それが僕のモットーっすから！」

　カーティスが光の軌き跡せきを残し、縦じゆう横おう無む尽じんに空中を飛び回る。

（この上、まだ速度を上げる……!?）

　直線と曲線が混ざり合い、紗さ夜やの放つ光弾はそれを追いかけることすらできない。

　そこへ。

「もらったーっ！」

「っ！」

　回り込むようにして降下してきたカーティスの突撃を、紗夜は身を伏せるようにして回避する。伸ばした髪が僅わずかに切きり裂さかれ、舞い散った。

「あっれー？　おっかしいな、普段ならあれで仕留めきれるはずなんすけど……ああ、そっか！　沙さ々さ宮みやさん、ちっこいから目測を誤っちゃったんすね！」

「その暴言、許すまじ！」

　紗夜は再度グランヴァレリアの光弾をばら撒まくが、やはりカーティスを捉とらえることはできない。

「あはははは！　でもまあ、あのリムシィさんに撃ち勝ったっていうからどんなものかと思ってたら……案外大したことないっすね！」

　空中を飛び回りながらカーティスが悪気の欠片かけらもなさそうな、屈くつ託たくのない笑えみを浮かべて言った。

「まあ、今の僕ならリムシィさんが相手でも余裕で勝っちゃうと思うっすけど！」

「……ほう？」

　かちん。

　紗夜はグランヴァレリアを撃つ手を止め、小さく俯うつむいた。

「さーて、これならもう終わらせちゃってもいいかなっと！」

　そう言うなり、二又に分かれている煌式遠隔誘導武装レクトルクスの光こう刃じんが大きく膨れ上がる。

　特大の流星闘技メテオアーツ──おそらく防御は役に立たないだろう。

「そんじゃ、いくっすよー！」

　更にカーティスは空中で錐きりもみするかのように円を描きつつ速度を上げ、先ほどよりも激しくドリルのように高速回転しながら紗夜目がけて突っ込んでくる。渦うずを巻いた風が、紗夜の髪を激しく吹き乱す。

「〝嵐鳥天貫イムドルグド〟！」

「……おねーさんを舐なめるな、小僧」

　が、紗夜は慌てることなく新たな煌式武装ルークスを起動させていた。

「──四十二式煌型杭打式粒子砲パイルブラスターアレスブリンガー」

　紗夜の右腕を覆おおうようにして細長い円筒型の煌式武装が顕現する。

　これは紗夜が近接高火力戦闘用に開発した新型煌式武装であり、接近戦時における紗夜の技術を最大限発揮できるようにした究極の専用武器でもあった。

　紗夜は今まさに自分を貫かんと迫るカーティスの煌式遠隔誘導武装をギリギリまで引きつけた後、ステップを踏んで側面に回り込むとアレスブリンガーで横合いから思い切り殴りつけた。

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう沙さ々さ宮みや式砲剣術──〝肆し[image: ]き蜂ばち・爆ばく砕さい〟」

「はあっ!?」

　同時に発射された超高威力超低射程の光線が問答無用で煌式遠隔誘導武装レクトルクスの光こう刃じんを消し飛ばし、撃墜する。

　コアを刺し貫かれたカーティスの煌式遠隔誘導武装は爆発炎上し、粉こな微み塵じんに吹き飛んだ。

「あたたたた……め、滅茶苦茶っすね……！」

　衝撃で煌式遠隔誘導武装から放り飛ばされたカーティスが、強かに打ちつけたであろう腰をさすりながら涙目で言った。

「反省の弁があれば聞こう」

「あ……」

　その眼前に煌式武装ルークスを突き付けると、カーティスは引ひき攣つった笑えみを浮かべて両手を挙げる。

「ご、ごめんなさいっす……」

　　　　　　　　＊

「──今日はよろしくお願いします、天霧さん！」

　前髪が床に着くのではないかと思うほど深々と頭を下げたその少女は、以前に会った時よりも幾いく分ぶん大人びて見えた。

「こちらこそお手柔らかに頼むよ、美み奈な[image: ]とちゃん。……久しぶりだね」

「は、はい！　ご無沙汰しています！」

　綾あや斗とが右手を差し出すと、緊張した面持ちでそれを握り返してくる。

　その感触だけで、綾斗はこの少女──若わか宮みや美奈[image: ]がこれまで積み重ねてきたであろう、途方もない研けん鑽さんと努力を感じ取った。

　久しぶりと言っても実際に綾斗と美奈[image: ]が顔を合わせたのはただ一度きり、昨年の《獅鷲星武祭グリプス》終了後に、彼女たちを見舞った時のことだ。美奈[image: ]たちはクインヴェールのチーム・赫かぐ夜やとして《王竜星武祭リンドブルス》に出場していたのだが、そのチームメイトの一人が綾斗の古い知人──天霧辰明流の門下生である蓮れん城じよう寺じ柚ゆず陽ひだった。

　チーム・赫夜は準々決勝でレヴォルフの傭よう兵へい生せいチームを相手に勝利を収めたもののチームメンバー各位のダメージは大きく、結果として準決勝の舞台へ上がることはできなかったが、綾斗としては素晴らしい闘たたかいぶりだったと思っている。仮に万全の状態で準決勝に進めていたらあのチーム・ランスロットを相手にしても──勝てたかどうかはさておくとして──相当に健闘したことだろう。

『おおっとー、ステージ上では天あま霧ぎり選手と若わか宮みや選手が握手を交わしています！　いやあ、バチバチした対戦が続く中、こういう爽やかさを見せられるとほっこりきちゃいますね、ザハルーラさん』

『ま、あたしはいい勝負が見られるならどっちでもいいんだけど、ただ……正直に言って《拳けん忍にん不ふ抜ばつ》は昨年の《獅鷲星武祭グリプス》からすると信じられないくらい強くなってるわね。近接戦闘技術に限れば、今大会でもまず五本の指には入る。てゆーかぶっちゃけその分野なら《叢むら雲くも》と互角か、或あるいは……』

　すると実況のその言葉に、美み奈な[image: ]とは慌てたようにぶんぶんと首を横に振る。

「いやいやいや！　あたしなんて、まだまだ天霧さんの足下にも……！」

「ははっ、謙けん遜そんはいいよ。これまでの試合を見ていれば、ザハルーラさんの言ってることが正しいことはみんなわかってるだろうしね」

　予選での美奈[image: ]の闘いぶりは綾あや斗とからしても驚きだった。二回戦で当たった遠距離攻撃中心の相手に苦戦していたあたり苦手な分野はそのままのようだが、近接戦闘では圧倒的な強さを発揮している。綾斗も天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうの組くみ討うち術じゆつを修めている以上無手での格闘にはそれなりに覚えがあるものの、今の美奈[image: ]にそのフィールドで闘いを挑めばどうなるかはわからない。

「それに──」

　綾斗がそこから続けようとした言葉を、響き渡るザハルーラの声が先んじる。

『それになんと言っても、《拳忍不抜》は今まで一度も純星煌式武装オーガルクスを使ってないわ。これは大きい』

『ですねですね、データによると若宮選手は確かにクインヴェール女学園の学有純星煌式武装《重鋼手甲ヤルングレイプ》を手に入れているはずなのですが、予選では一度も使用しておりません！』

『あれの代償はこういったトーナメント戦だと使い難にくいから。とはいえ、さすがに《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を使う《叢雲》相手じゃそうも言ってられないだろうけど』

「……と、言ってるけど？」

　綾斗が苦笑しながらそう尋ねると、美奈[image: ]も同じように苦笑しながらホルダーから発動体を取り出した。

「もちろん、使わせてもらいますとも！」

　美奈[image: ]がそれを起動させると、両手を肘ひじまですっぽりと覆おおう巨大な銀色の手甲ガントレツトが顕現する。

「それが《重鋼手甲》か……」

「能力はそれほどすごいものじゃありませんけど……あたしのバトルスタイルとは結構上う手まく噛かみ合あうんですよ」

　言って、がちんと手甲をかち合わせる美み奈な[image: ]と。

　クインヴェールの純星煌式武装オーガルクス《重鋼手甲ヤルングレイプ》は、自身の重量を自在に変化させるという能力を持つ。重力を操る《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》のそれを限定化したようにも思えるが、あくまで変化するのは純星煌式武装そのものの重量であって、使い手自身や他者の重量を変化させることはできない。

　その代償は『睡眠』。使用時間に応じて長大な睡眠時間を必要とするというもので、血液を代償とする《覇潰の血鎌》に比べれば軽いとも思えるのだが、場合によっては二十四時間を軽く超える睡眠が必要となるため、たとえその試合に勝ったとしても次の試合に間に合わないという可能性が出てきてしまうようだ（代償である睡眠中はその時間が経過するまで決して目覚めることができない）。

　美奈[image: ]がこれまで《重鋼手甲》を使ってこなかったのは、極力その手の内を隠すという意図もあるだろうが、何よりもその代償を恐れてのことだろう。

「まあ、代償は確かにちょっと厄介なんですけど……でも、天あま霧ぎりさんと闘たたかうのに明日のことなんて考えてらえませんから！」

「だったら俺もその覚悟に応えないとね」

　きっぱりと言い切る美奈[image: ]に、綾あや斗とも《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を起動する。

　それを見た観客が興奮した大歓声が上がり、会場のボルテージが一気に高まったのがわかった。

『さあ、お互いに純星煌式武装を展開させたところで、いよいよ試合開始の時間となりました！　この四回戦を勝ち抜き、ベスト十六へと駒こまを進めるのは果たしてどちらなのか！』

　お互いに一礼してから定位置へと下がり、美奈[image: ]は半身に右手を前に突き出した構えに、綾斗は《黒炉の魔剣》を正眼に取る。

『《王竜星武祭リンドブルス》四回戦第一試合、試合開始！』

　直後、真正面から挑みかかってきた美奈[image: ]へ綾斗はカウンターの剣撃を見舞うが、美奈[image: ]は直前で横へ跳び、身体からだを回転させて裏拳を放ってきた。

「はあああああああああああああああああっ！」

　即座に《黒炉の魔剣》を引き戻してその一撃を受け止めたものの──

「なっ……!?」

　その途方もない衝撃に、綾斗の身体からだは十メートル以上吹き飛ばされる。

（なんて威力だ……！）

　まるで巨大な岩山がぶつかってきたような、かつて経験したことのない衝撃だった。とても踏ん張れるようなものではない。初戦での〝煌星[image: ]らいルクスイーター〟の衝撃が可愛かわいらしく感じられるほどだ。

　どれだけ重量を増やしたのかはわからないが、重さは即すなわち破壊力に直結する。《重鋼手甲ヤルングレイプ》の脅威度は想像以上と言っていいだろう。

「まだまだ……！」

　そこへ美み奈な[image: ]とが一足飛びで間合いを詰め、追撃を仕掛けてくる。

　綾あや斗とは飛び込むようにして繰り出された美奈[image: ]の右みぎ拳こぶしをギリギリまで引きつけてから回避した。

　すると当然ながら、美奈[image: ]のバランスが大きく崩れる。おそらく攻撃を当てるその瞬間だけ手甲を重くしているのだろうが、超重量の物体を振り回しているのだからそれが空振りに終われば身体ごと持って行かれるのが道理というものだ。いくら《星脈世代ジエネステラ》が頑がん健けんとは言えども、下へ手たをすれば肩が外れかねない。

　綾斗はその隙すきを突こうとしたのだが、即座にそれが甘い考えだということを思い知らされた。

　美奈[image: ]は右拳の勢いをそのままに身体を捻ひねると、再度左の裏拳を放ってきたのだ。豪速の拳が間一髪で綾斗の鼻先を掠かすめる。

「ふっ……！」

　そのまま独こ楽まのように回転しながら着地した美奈[image: ]には、一切の隙がない。

（なるほど……バトルスタイルと上う手まく噛かみ合あうというのはこういうことか……）

　元々美奈[image: ]の使う玄げん空くう流りゆうは、身体の捻りと円の動きを中心とした格闘術だ。バランス感覚は鍛きたえられているはずだし、何よりも超重量を攻撃力へと転てん嫁かするのにこれ以上適した動きはないだろう。

　──と、感心してばかりもいられない。

　受けに回ればこちらが不利なのはよくわかった。カウンター技である極伝の〝[image: ]つごもり〟を使うという手もないではないが、一度見せてしまった以上警戒されているのは間違いない。事実、美奈[image: ]は常に左手で校章を守るような構えを取っている。純星煌式武装オーガルクスをこじ開けてその向こうの校章を砕くとなると、〝[image: ]〟でも難しいだろう。

　ならばこちらから攻め続けるのがまずは順当な戦法だ。

「はっ！」

　綾斗が《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を右みぎ袈け裟さに振り下ろすと、美奈[image: ]はそれを迎撃するかのように拳で跳ね除ける。

　そのまま綾斗は手首を返して流れるように胴を薙なぎ、校章めがけて突きを放ち、次々と連撃を繰り出すが、驚いたことに美奈[image: ]はそれをことごとく凌しのいで見せた。攻撃を防いでいるというよりは、こちらの攻撃に対して攻撃し返しているといったほうが近いだろうか。

　とはいえ、だからといって手を休めるわけにはいかない。

　綺き凛りんの〝連れん鶴づる〟とまではいかないまでも、極力反撃の隙すきを与えずに突き、払い、斬きり下ろす。

『おおっと！　天あま霧ぎり選手、これはすさまじい猛もう攻こうだー！　しかししかし、若わか宮みや選手もそれを見事に受け切っているー！』

「くぅ……！」

　美み奈な[image: ]との表情は苦しそうだったが、それでも的確に綾あや斗との剣を捌さばいていた。

　率直に言って、身体スペックでは綾斗が大きく上回っているはずだ。お互いに無手でいうのならばともかく、綾斗の剣技と美奈[image: ]の拳技を比べるならば、練度の面でも綾斗が勝っているだろう。

　なのになぜ、こうまで綾斗の攻撃を防げるのか？

　それはきっと、美奈[image: ]がこれ以上に苛か烈れつな攻撃を経験しているからだ。それも一度や二度ではなく、数えきれないほどに。

「さすが、あの《万ばん有ゆう天てん羅ら》に鍛きたえられただけはあるね……！」

　綾斗が攻撃の手を緩ゆるめることなくそう言うと、美奈[image: ]は一瞬驚いたように目を見開いた後、恥ずかしそうに苦笑した。

「ご、ご存ぞん知じでしたか……！」

　あの界龍ジエロンの生徒会長に手ほどきを受けたのであれば、わずか一年でここまで飛躍的な成長を遂げたのもうなずけるというものだ。無論、美奈[image: ]にそれだけの才覚があっての話だが。

　ただ、無条件に他学園の学生を鍛えるほどあの童女はお人よしではないだろう。それ相応の代価を要求されているはずだ。

「それだけ、君にもこの大会にかける想おもいがあるってわけだ……！」

　綾斗が強く踏み込んだ上段からの一撃を美奈[image: ]が右手の甲で受け流し、反撃の蹴けりを放ってくる。

「当然です！　あたしにはどうしても叶かなえたい夢がありますから！」

　綾斗は上体を逸そらしてその爪先をかわしてみせた。

　当初はその威力に面めん食くらったものの、美奈[image: ]の攻撃はその性質上弧を描くために最短とは成り得ない。落ち着いて対処すれば、今の綾斗にとって回避すること自体は不可能ではないのだ。もちろん、決して気は抜けないが。

（それにしても夢、か……）

　美奈[image: ]の瞳ひとみが放つ眩まぶしいまでの輝きは、それを秘めているからなのだろう。

　思えば綾斗の周りには、どうしても叶えたい願いを持つ者はいても、純粋な夢のために闘たたかう者はいなかった。ユリスや綺凛、綾斗自身も含めて、夢というよりも使命に近いもののために闘たたかってきたからだ。成なすべきこと、成さねばならぬことと、成したいこととは似ているようで、やはり違う。


[image: ]


　そのせいなのだろうか、美み奈な[image: ]ととの闘いはこうしてギリギリの攻防を続けていながらも、どこか清すが々すがしく、気持ちいい。

「差し支えなければ、どんな夢なのか聞いてもいいかな……っと！」

　右フックに見せかけた肘ひじ打ちを屈かがんで避けながら足を払うと、美奈[image: ]は俊しゆん敏びんな動きで後方転回をしながら距離を取った。

「えへへ、聞いてくれますか？」

　そして嬉うれしそうな誇らしそうな笑え顔がおで、拳こぶしを構え直す。

「あたしの夢は……月へ！　行くこと！　です！」

「っ！」

　今までとは打って変わって、直線的な踏込みからの掌しよう打だ。界龍ジエロンの拳士が好んで使う型だ。

　震しん脚きやくが地面にひびを走らせ、一撃必倒の拳が綾あや斗とを襲う。

「月へ……？　それはまた！　大きな！　夢だね！」

　綾斗は《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》で掌打の連撃をなんとか弾はじきつつ、素直に感心した。なるほどそれは、こうして闘い勝ち抜いて掴つかむのに相応ふさわしい大望だろう。

「ありがとうございます！　お父さんから受け継いだ夢ですけど、今はあたし自身の夢なんです！」

「へえ……！」

　綾斗が反撃に放った〝貳蛟龍ふたつみずち〟は両手をクロスさせた美奈[image: ]の《重鋼手甲ヤルングレイプ》によって防がれてしまったが、ふと何かが綾斗の中で引っかかった。

（うん……？　月……？）

　今の時代、宇宙開発に大規模な予算を投じるような組織はほぼ存在しない。だが、最近それにまつわる話をどこかで聞いたような──

「──隙すきあり！」

「しまっ……！」

　余計なことに気を取られてわずかに反応が遅れてしまう。美奈[image: ]の掌打を回避しきれず、とっさに星辰力プラーナを集中させるが、脇わき腹を掠かすめたその一撃はそれをなお貫いて衝撃が走った。ひょっとしたら肋ろつ骨こつにひびくらい入ったかもしれない。

「ははっ……少しお喋しやべりが過ぎたかな」

　綾斗は一度間合いを取ると、痛みに顔をしかめつつそう言った。呼吸を整え、真顔になって《黒炉の魔剣》を脇構えに取る。

「なら……そろそろ決めましょうか」

　美奈[image: ]も真剣な顔付きに戻ると、拳を前に突き出してぐっと腰を沈めた。どうやら短期決戦をお望みらしい。

　確かに長期戦となれば有利なのは綾あや斗とのほうだ。このままお互いにミスが出るまで──それこそ今の綾斗のように──決め手にかける攻防を続けるという選択肢もある。

　美み奈な[image: ]とのデータには目を通しているが、彼女には大きな弱点が二つあった。一つは遠距離攻撃への対処、もう一つは星辰力プラーナの少なさだ。実際、美奈[image: ]は先の《獅鷲星武祭グリプス》でも試合中に星辰力切れを起こしている。星辰力の絶対量は持って生まれたものであり、いかに《万ばん有ゆう天てん羅ら》が指導したところでその絶対量を増やすことは不可能だろう。

　こうして闘たたかいを続けていれば、否が応でも星辰力を消費する。思うに美み奈な[image: ]とが《重鋼手甲ヤルングレイプ》を使っているのもその問題が大きいはずだ。界龍ジエロンの拳士のように無手での格闘となれば攻撃にも星辰力を割かなければならないし、以前美奈[image: ]が使っていたようなナックル型の煌式武装ルークスにしても、星辰力を大量消費する流星闘技メテオアーツを有効に利用しない限り《王竜星武祭リンドブルス》に出てくるような猛者を相手にするのは難しい。極力星辰力を消費せず、攻撃力を高めるには《重鋼手甲》はうってつけだ。

　いずれにせよ、美奈[image: ]の星辰力が消しよう耗もうするのを待つというのは一つの作戦として正しい。

　──そう、正しいのだが。

「純粋な夢を追ってこの場へ立つ相手には、相応の敬意を持って対するべきだよね」

　綾斗は星辰力を研ぎ澄ませ、美奈[image: ]の気概に応じるように次の一撃へと備えた。

　当然、綾斗もここで負けるわけにはいかない。確実に勝利できるのであればその道を選ぶのが最善なのはわかっている。

　だが、それが目先の勝利のためだけであれば本末転倒だ。長期戦になれば綾斗も少なからず消耗するし、何よりもそれだけ手の内を晒さらすことになる。次の試合、さらにその次の試合という未来を考えれば最善手とは思えない。

　ならば多少のリスクを背負ってでも、真っ向勝負の短期決戦は望むところだ。

「いきます！」

　美奈[image: ]はそう吠ほえると、一気に正面から飛び込んでくる。

「はああああああああああああああああああ！」

（疾はやい……けど！）

　正面から繰り出された掌しよう打だを、綾斗は体軸をずらすようにして回避していた。そしてがら空きになった美奈[image: ]の胸の校章目がけて剣を振り上げる。

「今だっ！」

「っ!?」

　しかし、美奈[image: ]はそれを読んでいたかのように腕を引き戻していた。

　いや、仮に読んでいたとしても今まで見てきた美奈[image: ]の動きでは決して間に合うタイミングではない。

　だというのに、その腕はまるで重りを取り払ったかのように軽く──

（そうか、《重鋼手甲ヤルングレイプ》の重量を軽減して……！）

　自在に重量を操作できるであれば、インパクトの瞬間だけ手甲の重量を増やし、普段はできるだけ軽くしておくのが普通だろう。だが、もし……普段からある程度の重量を維持したまま闘たたかっていたとすれば？　ここぞという時にその重りを排して、相手の裏をかくために。

『おおーっと、これはまさかまさかの！　し、真剣白羽取りだー！』

　しまったと思った時にはすでに時遅く、美み奈な[image: ]とは両りよう掌てのひらでがっちりと《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を挟み込んでいた。

　猛烈な重量が《黒炉の魔剣》にかかり、綾あや斗との手からそれが奪われる。瞬間的に《重鋼手甲》の重量を増加させたのだろう。美奈[image: ]自身も肩が外れないように屈かがみ込こみ、その両手が地面にクレーターを穿うがった。

「くぅ……っ！」

　綾斗はすぐに《黒炉の魔剣》を奪い返そうとしたが、美奈[image: ]はそれに先んじて《黒炉の魔剣》を左手で天高く放り投げる。

「しまっ……！」

　お互いに無手での格闘となれば、《重鋼手甲》を持つ美奈[image: ]相手にどれだけ凌しのげるかわからない。

　せめて一度距離を取って仕切り直すにしても、もう──

「もらいました！」

　美奈[image: ]が屈んだ状態から、渾こん身しんの力を込めた右みぎ拳こぶしを突き上げる。

（こうなったら……！）

　綾斗は瞬時に覚悟を決めると星辰力プラーナを片足に集中させると、美奈[image: ]の攻撃に先んじてその拳──《重鋼手甲》を踏みつけ、大きくジャンプした。

「ええっ!?」

　無論、少しでもタイミングを誤ればあらぬ方向へと吹き飛ばされるか、無様にひっくり返っておしまいだ。場合によっては足の骨が砕かれるだけで終わったかもしれない。

　だが、屈みこんだ美奈[image: ]の態勢から可能な攻撃は極めて限定されていた。であれば先読み自体は難しくない。

「ぐ、ぅ……っ！」

　美奈[image: ]の拳によって打ち上げられるような形になった綾斗は、その急加速に顔を顰しかめつつも腕を伸ばし、空中で放り投げられた《黒炉の魔剣》をなんとか掴つかむ。そのままステージを包み込む防護ジェルの天てん井じよう付近にまで飛んだところで、綾斗の身体からだはようやく落下を始めた。

「さすがは天あま霧ぎりさん……！　でも、まだまだあたしが有利です！」

　当然、美み奈な[image: ]とは落下地点で待ち構えている。

　飛行能力を発現させたユリスや《通つう天てん足そく》を履いた虎峰フーフオンならば話は別だろうが、綾あや斗とには空中を自在に動くことなど不可能だ。このままでは成なす術すべもなく美奈[image: ]の拳こぶしを叩たたき込こまれるだけだろう。

　──ならば、それよりも前に終わらせればいい。

「はああああああああああああああああああああああああああああ！」

　綾斗は手にした《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を振り上げるとそのウルム＝マナダイトへ星辰力プラーナを注ぎ込む。

「っ！　流星闘技メテオアーツ……！」

　加か励れい万ばん応おう現げん象しようによって《黒炉の魔剣》の刀身が膨れ上がるように巨大化し、綾斗は雄お叫たけびと共にそれを振り下ろした。

　美奈[image: ]も避よけるのは無理だと悟ったのか、頭上で両手を交差させてその一撃を防ぐ。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「ぐうううううううううううううううううううう！」

《黒炉の魔剣》と《重鋼手甲ヤルングレイプ》のウルム＝マナダイトが輝き、黒い文様をまとった光の刃と銀色の拳がぶつかりあって激しい閃せん光こうを撒まき散らす。

　純星煌式武装オーガルクス同士の、そして剣と拳との勝負に打ち勝ったのは──

「く、ぅ……あああああああああっ！」

　衝撃に堪こらえきれず、美奈[image: ]の両腕が弾はじかれた。

《黒炉の魔剣》の切っ先が、仰のけ反ぞるようにして倒れる美奈[image: ]の校章を両断する。

「若わか宮みや美奈[image: ]、校章破損バツジブロークン」

「──試合終了エンド・オブ・バトル！　勝者、天霧綾斗！」

　綾斗が着地するのとほぼ同時に、機械音声が響いた。

「ふぅ……」

　綾斗は額の汗を拭ぬぐってから、大の字に倒れ込んだ美奈[image: ]へ歩み寄る。

「大丈夫かい、美奈[image: ]ちゃん？」

「あはは……やっぱりまだまだ届きませんでした。悔しいなあ」

　そう言いながらも、美奈[image: ]の表情はどこかさっぱりしていた。

「いや、一歩間違えば俺が負けていてもおかしくなかったよ」

　総合力では綾斗のほうが圧倒的に上のはずなのだが、正直かなりギリギリの勝負だったのは間違いない。戦術も含めて、それだけ美奈[image: ]がこの試合に向けた準備を重ねてきたのだろう。

「うん、本当に強かった」

　そう言って、試合前と同じように右手を差し出す。

「……ありがとうございます、天あま霧ぎりさん」

　少しはにかみながらその手を取った美み奈な[image: ]とを引き起こすと、歓声と拍手の嵐あらしがステージに降り注いだ。


エピローグ

　暗くら闇やみに浮かぶ空間ウィンドウでは、梁やな瀬せミーコとザハルーラが四回戦の総括を行っていた。

『いやはやいやはや、そんなわけで激戦に次ぐ激戦だった四回戦も終了し、いよいよベスト十六が出で揃そろったわけですが……ここで改めてザハルーラさんに各選手の情報をおさらいしてもらいましょう！　まずは五回戦第一試合に出場する星せい導どう館かん学園の序列一位《叢むら雲くも》こと天霧綾あや斗と選手ですが、ご存ぞん知じの通り今シーズンの《鳳凰星武祭フエニクス》と《獅鷲星武祭グリプス》を制覇しており、あの二代目《万ばん有ゆう天てん羅ら》以来のグランドスラム候補でもありますね』

『ま、圧倒的大本命の優勝候補であるオーフェリア・ランドルーフェンをのぞいて、他に三人優勝候補を挙げろと言われればその筆頭はこの天霧綾斗ね。本人の身体能力の高さや武芸百般に渡る戦闘技術の幅広さとその練度、星辰力プラーナの絶対量、そして万物を焼き斬きる純星煌式武装オーガルクス《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の使い手とくれば当然でしょ。星辰力の細かいコントロールが苦手だったみたいだけど、《黒炉の魔剣》の最適化はできるようになったみたいだし、今のところ大きな弱点らしい弱点がないのも高ポイントね』

『なるほどなるほど。では、第一試合でその天霧選手とぶつかるレヴォルフ黒学院の序列二位《砕星の魔術師バサドーネ》ロドルフォ・ゾッポ選手はいかがでしょうか？　その実力は折り紙つきと言われながらも中々《星武祭フエスタ》に出場することがなかった大物の一人ですが、予選では圧倒的な強さを見せつけて勝ち抜いてきました』

『他人の星辰力プラーナに干渉できるというその能力は破格だわ。何しろ間合いにさえ入ってしまえばどんな相手であろうと問答無用で一発ＫＯできるのだから。強いて弱点を挙げるとすれば、アルルカントから代理出場している自律式擬形体パペツトのような星辰力を持たない相手だとそれが通じないっていうのはある。幸い今回本戦まで進んできた擬形体はどちらも反対側のブロックだから、決勝まで当たらないのだけれど。もっとも、《魔術師ダンテ》としての能力を抜きにしてもロドルフォ・ゾッポは高い戦闘能力の持ち主だし、本人も対策は練ってるでしょうね』

『第二試合に駒こまを進めてきたのは、界龍ジエロン第だい七なな学がく院いんの序列三位《神しん呪じゆの魔ま女じよ》梅うめの小路こうじ冬ふゆ香か選手。今まで表舞台に現れなかった界龍の隠し玉とも言われていますが……予選では使い魔を呼び出すような、一風変わった能力を披露していましたね？』

『この選手はあたしもまだまだ底が見えないのでなんとも言えないわ。星せい仙せん術じゆつのアレンジのようにも見えたけど……本人もそこそこ闘たたかえるみたいだし興味深いわね。完全に実力至上主義の学園である界龍で、あの《雷らい戟げき千せん花か》よりも上の序列にいるわけだから伊だ達てではないと思うのだけれど』

『その梅小路選手に対するは、聖ガラードワース学園の序列七位《聖[image: ]の魔女ペルセフオーレ》ノエル・メスメル選手。ガラードワースの《冒頭の十二人ページ・ワン》、正騎士の一員が《王竜星武祭リンドブルス》に出場するのは相当珍しいと言えるでしょう。彼らは《獅鷲星武祭グリプス》に出場するため他の《星武祭》への出場を控える傾向がありますから。実際、メスメル選手も今回の《獅鷲星武祭》にチーム・トリスタンのメンバーとして出場していました』

『今回本戦に勝ち上がってきた面々には、ちょっと驚くくらい短期間で実力を伸ばしてきた選手が少なからずいるのだけど、このノエル・メスメルもその一人ね。不得手だった近接戦闘能力が格段に成長している上、領域型の能力の展開速度が見違えるほど上がっている。今大会は名の売れた《魔女ストレガ》である《戦律の魔女シグルドリーヴア》や《華焔の魔女グリユーエンローゼ》がいるから影が薄いけど、《魔女》としての実力は彼女も引けを取っていないわよ』

『ふむふむ、注目の対戦ですね。……さて、第三試合の出場選手はまず星せい導どう館かん学園の序列十一位《轟遠の烈[image: ]コルネフオロス》ことレスター・マクフェイル選手。予選では対戦相手を防御の上から豪快な攻撃で吹き飛ばして勝ち上がってきた選手です。ベスト十六の内、能力者でも純星煌式武装オーガルクスの使い手でもないのは彼を含めて三人だけ。序列戦はまだしも一発勝負の《星武祭》では今回も例年と同じ傾向が続いているようです』

『このレスター・マクフェイルもさっき言った短期間で驚くほど実力を伸ばしてきた選手の一人ね。力で相手をねじ伏せるバトルスタイルから、その類たぐいまれな攻撃力と制圧力を生かした闘たたかい方に変わっているわ。まあ、元々クレバーなところはあったのだけど。特に四回戦のイレーネ・ウルサイスとの試合は、個人的にかなり見応えがあったと思うわよ』

『そのマクフェイル選手の相手は、今大会一番の問題児にしてダークホースと言っていいでしょう、聖ガラードワース学園の《黒くろ騎き士し》選手。予選でのロスヴィータ・ディーツェ選手との闘いは異様というかなんというか……正直、少し怖いくらいでした。実際、黒騎士選手には厳重注意とポイント半減のペナルティが与えられたようですが……』

『ガラードワースの生徒会長の説明によると多重人格による複合能力を持った《魔術師ダンテ》のようね。あたしもそんなケースを見るのは初めてだけど……『無敵』だっけ？　多少大げさだけど、確かに規格外の強さではあるわ。他の選手がどうやってあれを攻略するのか、実に楽しみよ』

『そして西ブロック最後の第四試合、星せい導どう館かん学園の序列五位《華焔の魔女グリユーエンローゼ》ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルト選手。言わずと知れたもう一人のグランドスラム候補にしてトップクラスの《魔女ストレガ》であり、正真正銘のお姫様です。いやあ、改めて見るとすごいですね』

『彼女はとにかくすべての能力が高いレベルでまとまっているわ。自身の多彩な能力による中・遠距離戦闘から、煌式遠隔誘導武装レクトルクスによって補助された近接戦闘まで、オールラウンダーとして闘えるのは大きなアドバンテージね。戦術面でも組み立てが上う手まいし、星辰力プラーナのコントロール技術に関しては間違いなく今大会トップよ』

『対するは界龍ジエロン第だい七なな学がく院いんの序列二位、《覇は軍ぐん星せい君くん》武ウー暁彗シヤオフエイ選手。この二人は先の《獅鷲星武祭グリプス》準決勝でもチーム同士で闘っていますが、その試合では直接ぶつかっていないのでどうなるか楽しみですね。なんでも《獅鷲星武祭》での敗北後は休学して武者修行の旅に出ていたという話もありますが……その成果でしょうか、予選の試合はすべてが一撃で決着しています』

『武暁彗はさすがあの三代目《万ばん有ゆう天てん羅ら》の一番弟子ということもあって、頭一つ抜けた戦闘技術を持っているわね。この選手が《孤毒の魔女エレンシユキーガル》以外の優勝候補、その二人目よ。格闘、武器戦闘、星せい仙せん術じゆつによる中・近距離戦、どれを取っても超一流。《獅鷲星武祭》準決勝で天あま霧ぎり綾あや斗とと刀とう藤どう綺き凛りんの二人をたった一人で圧倒したのは伊だ達てではないわ。しかも、今回はまた新しい技を体得してきたみたいだし……』

『さてさて、ここからは東ブロックとなる第五試合。まずは星導館学園の沙さ々さ宮みや紗さ夜や選手です。なんと星導館はベスト十六に四人も進出、現時点では最多の枠を確保しています。前シーズンまでの低迷が嘘うそのような躍進ぶりですね。ベスト三十二までは《王竜星武祭リンドブルス》を得意とするレヴォルフ黒学院が最多だったのですが、五回戦で一気に二人まで減ってしまいました』

『まあ、その二人が序列一位と二位なのだから戦力的には十分以上ではあるけど。さておき、沙さ々さ宮みや紗さ夜やは純星煌式武装オーガルクスにも匹敵するような高出力を誇るオリジナルの煌式武装ルークスを使って《鳳凰星武祭フエニクス》《獅鷲星武祭グリプス》と続けて活躍した選手ね。今大会でもそれは健在、遠距離戦での最大火力は彼女でほぼ間違いないでしょ。煌式武装の性能を含めて考えるなら十分優勝も狙ねらえる選手よ。あたしは賭かけはしないんだけど、もし誰かにベットするなら彼女にするわ。大本命はつまらないし、大穴っていうほど可能性が低くもない。リターンを考えるなら一番狙い目だもの』

『おー、それは興味深いご意見です！　その沙々宮選手とぶつかるのは、クインヴェール女学園の序列三十五位《崩弾の魔女オーヴアリーゼル》ヴァイオレット・ワインバーグ選手。遠距離攻撃に特化した能力ですが、その多種多様さは注目です。はからずも、遠距離戦闘に特化した選手同士の試合となりました』

『ヴァイオレット・ワインバーグも短期間で成長した選手の一人よ。てゆーか、あたしが見た感じ成長っぷりでは彼女がダントツで一番。近接戦闘での立ち回りもあり得ないくらいに良くなってるし、なによりも能力の伸び方が尋じん常じようじゃないわ。《獅鷲星武祭》の頃とは別人と言ってもいいでしょうね。強いて気になるところを挙げるとすれば、急成長した選手はみんな近接戦闘に独特の癖があるのよね。なんだろう、界龍ジエロンっぽいって言うか……』

『第六試合はなんとアルルカント・アカデミーの同門対決、しかもどちらの選手も代理出場の自律式擬形体パペツトという異色の試合です。片や今回の《鳳凰星武祭》を沸かせたリムシィ選手、片や最新型とされるレナティ選手。前者はカミラ・パレートさん、後者はエルネスタ・キューネさんの代理出場で、このお二人はタッグとして《鳳凰星武祭》にエントリーした盟友同士であり、自律式擬形体の産みの親という、なんとも因いん縁ねん深い対決となっています』

『正直、あたしは機械にはあんまり興味はないんだけど……予選を見る限りリムシィのほうは《鳳凰星武祭》からの正当進化って感じね。武器兵装の類たぐいが軒のき並なみ換装されてるからそのあたりの性能でどうなるかってところじゃない？　一方のレナティは、単純にスペックがものすごいわ。最新型ってだけあって、単純な性能だけならリムシィを圧倒してるようね。ただ、お互いに予選ではまだまだ明かしていない手の内があるだろうし、蓋ふたを開けてみないと読めないかな』

『続く第七試合も同門対決、クインヴェール女学園の選手が激突です。まずは序列二位、《舞神ハトール》ことネイトネフェル選手。世界トップクラスの舞踏家でありながら、徹底したメディア嫌いとしても知られる彼女が《星武祭フエスタ》に参加するのは前回の《王竜星武祭リンドブルス》以来となりますが、その際に見せつけた驚異的な格闘能力はより一層研ぎ澄まされたようにも感じます』

『今残っている十六人の選手の内、無手での戦闘に限定した才能なら間違いなく彼女がトップよ。技術そのものとしては界龍の選手のほうが勝っているでしょうけど、体系化されたそれとは別種の強さがあるわね。激しく原始的でありながらも柔軟で、無限の変化を生む天性の拳こぶし。それこそ《覇は軍ぐん星せい君くん》クラスでなければ対応は難しいわ』

『そしてそして、そんな序列二位とベスト八の席を争うのは他ならぬクインヴェールの序列一位、前回の《王竜星武祭リンドブルス》準優勝者にして世界の歌姫、《戦律の魔女シグルドリーヴア》シルヴィア・リューネハイム選手です！　もはや説明不要の有名人、その実力は私が今更言うまでもないでしょう。前大会の決勝戦では、あの《孤毒の魔女エレンシユキーガル》を相手に一歩も引かずに闘たたかってみせた万能の《魔女ストレガ》です』

『《孤毒の魔女》を除いた優勝候補三人の内、最後の一人がこの《戦律の魔女》よ。ま、みんなわかっていただろうけど。とにかく彼女の能力は応用力が図抜けてる。前大会の決勝戦は善戦したという評価と、結局は一方的であったという評価に分かれているし、どちらかと言えばあたしも後者寄りではあるものの、今大会の出場選手でオーフェリア・ランドルーフェンを倒せる可能性が最も高いのが彼女であることに疑う余地はないと思うわ』

『さー、五回戦最後の第八試合に駒こまを進めてきたのは、なんとビックリアルルカント研究クラスのヒルダ・ジェーン・ローランズ選手。その筋では有名な科学者であり、アルルカントきっての天才と名高い才媛ですが、《星武祭フエスタ》はおろか序列戦にも参加したことがないため、その多くが謎なぞに包まれています。予選では信じ難がたいほど強力な能力を使って純星煌式武装オーガルクスのウルム＝マナダイトを破壊するという、とんでもない場面もありましたが……』

『彼女に関してはいろいろと言いたいこともあるんだけど、あえて一つだけ。少し似てるのよね。そこが気になるわ』

『似てる、とおっしゃいますと？』

『──決まってるでしょ、彼女の対戦相手であるオーフェリア・ランドルーフェンによ』

『え？　そうですか？　私にはむしろ正反対のタイプに見えるような……っと、失礼しました！　そう、そのローランズ選手と激突するのは、現在《王竜星武祭》を二連覇中の絶対王者！　史上初の三連覇に手をかけた無敗の女王！　しかもしかも、今大会からはなんとあの純星煌式武装《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》をも手に入れ、まさに一切の死角なしと言えるでしょう！　《孤毒の魔女》、オーフェリア・ランドルーフェン選手が──』

　そこで唐突に、空間ウィンドウが掻かき消きえた。

　この部へ屋やの主である少女が、興味を失ったからだ。

　簡素なベッドだけが置かれたその薄暗い部屋には窓もなく、一見すると牢ろう獄ごくのようにも見える。そのベッドに腰を下ろした長い白髪の少女は、赤く虚うつろな双そう眸ぼうを閉じると、小さく息を吐き出した。

「……もうすぐ……あと少しで……ようやく、すべてが終わるのね……」
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あとがき

　こんにちは、三み屋や咲ざきゆうです。今回はあとがきが一ページしかないので詰め詰めでいかせていただきます。この十三巻からいよいよ《王竜星武祭リンドブルス》の開幕ということで、かつてないほどにバトル比率が高い巻となりました。予選も含めてできるだけ多くの試合を描きたかったのですが（当初の予定では本戦からは全試合書くつもりでした）、さすがに諸もろ々もろの限界がありまして……結局主要キャラを一通り闘たたかわせるだけで精一杯になってしまいました。ただ、そのあたりを調整したおかげでアプリのほうで登場した滅星煌式武装ロスト・ルクス関連などにも触れられたのは良かったかなと。なお五回戦以降の試合についてはすべて描写していきますのでご安心を！　しかしそうなると当然次の十四巻もバトル比率が高くなるわけで──その分、すぐに皆さまへお届けできるよう鋭意準備中です！

　さて、今回もokiuraさんには表紙も口絵も挿絵も素晴らしいイラストを頂ちよう戴だいしました。表紙は紗さ夜やと綾あや斗と！　髪が伸びた紗夜の穏やかな表情が素敵ですね。前巻がユリスと綾斗、今巻が紗夜と綾斗となれば、さて次は……？　そのあたりも十四巻をご期待ください！

　最後になりましたが今回も多くの方に助けていただきました。担当編集Ｏ氏、前巻から引き続き京都弁等を監修してくださっているＳ女史、編集部の方々、そしていつも応援してくださる読者の皆様に最大のお礼を申し上げたいと思います。それではまた次巻でお会いできることを願って。

二〇一八年二月　三屋咲ゆう
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